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大倉幕府周辺遺跡群 (No.49)

雪ノ下三丁目607番 1地点
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伊l

1 .本報告書は、神奈川県鎌倉市雪ノ下三丁目607番地 I地点における、自己用居舗併用住宅の建設に

伴う国庫補助事業の埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2.発掘調査は平成13年11月8日~同年12月20日までの期間、鎌倉市教育委員会が実施した。調査面積

は43.66ぱで、ある

3.現地での調査体制は以下の通りである。

調査主体 : 鎌倉市教育委員会

調査担当 : 降矢順子

調査員 : 菊川英政

調査補助員: 根本陸子、長沢保崇、松本卓也、遠藤恵理子、青木美枝子

協力機関 : (社)鎌倉市シルバ一人材センター

4.整理作業及び本書の作成は以下の通りである。

挿図・図版作成 : 降矢順子、矢能明子

遺物実測・トレース: 矢能明子、八木沼ひとみ、野村あおみ

5.本書の執筆、編集は降矢順子が行ったが、第 2章 8の軟体動物遺存体については、小島奈々子が執

筆した。

6.本書の遺構、遺物の縮尺は以下の通りである。

遺構全体図 1/80、個別遺構 1/600 

遺構図の水糸高は、海抜を示す。

遺物実測は 1/3、一部常滑聾については 1/4、銭は 1/1。

遺構図には以下のスクリーントーンを使用している。

かわらけ溜り

炭化物散布範囲

貝がら集中範囲

7.発掘調査において鎌倉市教育委員会、また古代(弥生~古墳)の遺物についての出土品整理にあた

つては、大島慎一氏(小田原市教育委員会)に御教え願った。

軟体動物遺体の同定および原稿作成にあたっては、倉持卓司氏に御教え願った。

8. 出土品、図面などの資料は、鎌倉市教育委員会が保管している。

2 



本文目次

第 l章 遺跡の概観...・ H ・..…………....・ H ・..……...・ H ・.....・ H ・-…...・ H ・..…....・H ・H ・H ・..………...・ H ・-…… 5

第 l節 遺跡の立地と歴史的環境……………………………...・H ・H ・H ・.....・H ・.....・ H ・.....・H ・..………… 5

第2節 調査の経過と方法………...・ H ・H ・H ・..…・…・・………...・ H ・-………...・ H ・..……・…ー…………...7

第3節堆積土層……………………………………………………...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..……… 8

第2章 検出された遺構と遺物……・……………………・・…...・H ・...……….....・ H ・..….....・H ・・H ・H ・........10

第l節 第1面検出までの遺構と遺物………...・ H ・..………………………...・ H ・..………………………10

第2節 第2面検出までの遺構と遺物…………...・ H ・..……………………………………………………11

第3節 第3面検出までの遺構と遺物...・ H ・..…………………...・H ・..……...・ H ・H ・H ・..…...・ H ・..………13

第4節 第4面検出までの遺構と遺物・………...・ H ・...…………………・……………・……………・……'19

第5節 第5面検出までの遺構と遺物………・ H ・H ・..……...・ H ・..………………………-…・・……………24

第6節 古代以前の出土遺物………...・ H ・...........……...・H ・..…...・ H ・..…………...・ H ・..………...・H ・..32

第7節 大倉幕府周辺遺跡出土の軟体動物遺存体...・ H ・..…...・H ・..…………...・ H ・..…...・ H ・..…………34

第3章 おわりに…………...・H ・.....・ H ・.....…………...・ H ・..…・…...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..…………・・・…・・36

挿図 目次

図 l 調査地点の位置図……………………… 5 図19 井戸 l…...・ H ・...・ H ・......・ H ・...・ H ・…・・…20

図2 調査地点の周辺の遺跡…...・ H ・..……… 6 図20 4面全体図……………・・・…...・ H ・-…..21

図3 調査区グリ y ド設定図………………… 7 図21 4面出土遺物…・………・・………………22

図4 確認調査時の堆積土層…...・ H ・..……… 8 図22 4面遺構出土遺物 (1 )………………23 

図5 確認調査時の出土遺物………………… 8 図23 溝 3……ー………・・……...・ H ・..………..24

図6 調査区最終面・土層堆積図...・ H ・..…… 9 図24 4面遺構出土遺物 (2 )………………25 

図 7 1面全体図……...・ H ・..……...・ H ・..……11 図25 4面遺構出土遺物(3) ...・ H ・.....・ H ・..26

図8 1面までの出土遺物 (1 )……………12 図26 溝 2・H ・H ・………・一……………...・ H ・-…26

図9 1面までの出土遺物 (2 )……………13 図27 5面全体図……・………………………..27

図10 2 面全体~I '" …...・ H ・-……...・ H・..…… 14 図28 5面出土遺物 (1 )……………………28 

図11 2面出土遺物 (1 )……………………15 図29 5面出土遺物 ( 2) ...・ H ・...…・・・……・・29

図12 2面出土遺物 (2 )………一…………・15 図30 溝 l ……...・ H ・...…・…・・一…...・ H ・....….29

図13 2面遺構出土遺物 ...・H ・..……………16 図31 5面出土遺物 (3 )……………・…ー…30

図14 1号土墳……・・……...・H ・.....・ H ・………17 図32 5面遺構出土遺物(1) ...・ H ・H ・H ・..…31

図15 3面全体図…………・…ー………………17 図33 5面遺構出土遺物 (2 )………………32 

図16 3面出土遺物 (1) ...・ H ・..……………18 図34 古代以前の出土遺物……...・H ・..………33

図17 3面出土遺物 (2) ...・ H ・..……………19 図35 周辺の調査地点との対比図...・ H ・・ H ・H ・.36

図18 3面遺構出土遺物………………...・ H ・..20

-3-



図版目次

図版 1 11面全景 2 1面全景 3 1面鎌倉石列 4 1面近世基礎石列

5 2面全景 6 2面出土遺物 7 2面出土遺物(鯨骨) 8 2面全景

図版 2 1 2面土墳 122面溝 2断面 3 2面土丹礎石と遺物出土状況 (かわらけ)

4 2面かわらけ出土状況 5 2面検出土横 ・ピット群

6 3面I虎泊出土状況 7 3面遺物出土状況(かわらけ)

8 3面玉砂利出土状況

図版3 13面土壌161・122・ピッ ト125 2 4面土墳100と出土遺物(かわらけ)

3 3面柱穴 4 4面土墳(遺構219) 5 3面全景

6 4面柱穴群 7 3面土壌147 8 4面全景

図版413面炭化物、員殻出土範囲 2 4面土墳159

3 5面検出井戸祉 1 4 5面土壌出土遺物

5 5面柱穴群 6 5面大柱穴内柱痕出土遺物(白磁)

7 5面出土遺物(瓦) 8 5面全景

図版 5 15面溝 2 2 5面下溝 2とピット群

3 5面柱穴検出柱痕(北から) 4 5面柱穴内検出礎石

5 5面講 3柱穴群(東から) 6 5面下検出講 1(東から) 7 5面下全景(北西から)

図版 6 貿易陶磁器…...・H ・..…...・H ・..……...・ H ・..……………………………………・H ・H ・..………………50

図版 7 国内産陶器 (1 )……...・ H ・.....・ H ・..…………………………………………………………………51

図版8 国内産陶器 (2 )……………………...・ H ・..……...・ H ・..…...・ H ・..……...・ H ・.....・H ・H ・H ・..………52

図版 9 かわらけ…………………………...・ H ・H ・H ・..…………………………………………………………53

図版10 磨常滑・石 ・鉄製品………………・……………ー……………………………………………………54

図版11 鉄製品 ・瓦…………………………...・ H ・..……...・ H ・H ・H ・..………………...・ H ・..…………………55

図版12 古代以前の遺物………...・H ・.....・ H ・..…………………...・ H ・..……...・H ・..……...・ H ・..……………56

表目次

表 1 出土遺物観察表……………...・ H ・..…………...・ H ・.....・ H ・..……....・ H ・..…… H ・H ・...・H ・-…………37

表2 出土遺物種別点数表……...・ H ・..………...・ H ・..…………...・ H ・..…………...・ H ・..……...・ H ・..……42

表3 出土遺物種別点数表……...・ H ・..…………...・ H ・..…………...・ H ・..…………………...・ H ・..………44

-4-



第 l章遺跡の概観

第 1節 遺跡の立地と歴史的環境

本遺跡は、鶴岡八幡宮入り口前より、県道金沢 ・鎌倉棋を東に進み、筋違橋交差点を50m程東金沢方

面)へ進んだところに位置している。神奈川県遺跡台帳・大倉幕府周辺遺跡群 (t-io.49) として包括され

ている地域の西端の部分にあたる。

「大倉(大蔵)Jの名は『吾妻鏡J等の資料で大倉稲荷として散見され、地域総称として南北は瑞泉

寺辺りから滑川まで、東西は鶴岡八幡宮から朝比奈切通しまでとされる。j台承4年 (1180年)石橋山で

の挙兵後、鎌倉に入った源頼朝が居館を新築しこの付近に幕府を聞いたことから大倉幕府と呼ばれた。

嘉禄元年(1225年)の焼失で幕府が若宮大路東側に移転されるまで、鎌倉の中枢であり、周囲には執政

期間の政所が置かれ多くの御家人・被官の屋敷地などもあったと推定される。また、本地点一帯は、滑

川右岸に広がる沖積低地上に立地し早くから拓けていた場所である。南御門遺跡(第 2図-14)で検出

された弥生時代中期から、後期の竪穴住居士止群、古墳時代後期の濠流路(第 2図-21)平安時代末期の

土壌墓(第 2図-2) など中世以前の遺構・遺物も数多く検出されている。

中世においては、源頼朝が幕府を聞いた地として知られ大倉幕府は調査地点の東側東西約280m、南

~t220mが範囲とされている 。

文献史料などによると、幕府内には寝殿、対屋、大御所、小御所、常御所、また東西南北に門がつい

ていたであろうと考えられているが、調査において現段階で、唯一南東角隅の調査地点 (第2図 21) 

でも中世前期の遺構は明らかにされていない。

業
J¥¥

、
z‘件、"0に

2000m 

図 1 調査地点の位置図
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図 2 調査地点の周辺の遺跡

⑨調査地点大倉幕府周辺遺跡群 雪ノ下三丁目607番 1地点

1.鶴岡八幡宮旧境内 直会殿用地 11.大倉幕府周辺遺跡群 雪ノ下回丁目620需5地点

2.鶴岡八幡宮旧境内 鎌倉国宝館用地 12.大倉防御門遺跡B地点

3.鶴岡八幡宮旧境内 研修道場!日地 13.大倉|特例門遺跡C地点

4.鶴岡八儒官境内遺跡 (源平茶屋跡地) 14.大倉市jJjJ門遺跡A地点

5.政jYr跡 雪ノ下三丁目988番地点 15. 大倉』制JJi!.J辺遺跡群 t~. ノ下三丁 ~607番外地点
6.政jYr跡雪ノ下汁-lc1987ilt1・2地点 16.大倉幕府刷辺遺跡群 二階堂字荏柄拘番 l地点

7. 北条奈H.1 ・時頼1~1湖、 雪ノ 下 一了11395番地点 17 . 大倉幕府f;~;J辺遺跡群 雪ノ下大倉耕地565番4地点

8.政jYr跡 雪ノ下 三-J'I:]966詐 1地点 18.政所跡

9.政jYT跡雪ノ下 三γト1965詐 l地布、 19.政所助;

10. 大倉幕府周辺遺跡m雪ノ 下三 fI↓606書 I地点 20 . 北条高時j~l;湖、 小 ~IJ 三丁上1426需 3 地点
21.大倉幕府周辺遺跡群 雪ノ下字大倉耕地569番 l地点
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大倉幕府は嘉禄元年(1225年) 12月に焼失し、若宮大路の東側へ移転している。大倉幕府の執政期間

である政所、調査地点西側の筋違橋を渡った辺りと推定されている。同範囲内では、庁屋 (政所) ・公

文所・問注屋・笹[l倉などの存在が知られるが、幕府跡と|可様に未確認であり、わずかに南辺と東辺で行

われた発掘調査 (第 2図5-6-8-9)の成果から南辺を土塁で東辺を柵 (板塀?)で画していたこ

とが判明した。政所も大倉幕府とともに移転していると考えられる。

幕府と政所に挟まれた地域では、筋違橋に接する北東側 (第 2図 10)で調査が行われている。西側

を西御門川に沿っていた柵列と溝で画し、南側を土塁(築地?)と溝で画した大規模な屋敷地が

存在したものと推測され、相前後する時期には主軸方位の異なる東西方向の区画溝が数条検出されてい

る 。 時期は、 13~15世紀に渡るものである。

南御門遺跡(第 2図l3-14)では、現在の六浦路 (県道、金沢・鎌倉線)から10m程南で、14世紀代の

屋敷地が検出されている。

調査地点の西側にある筋違橋は、文永 2年(1265年)3月に鎌倉での商業地のーっとして「小町屋、

売買設jの許可された場所である。

鎌倉が衰微する15世紀以降では、遺跡地周辺に係わる文献史料もなく、検出された井戸祉・土壌・溝

・材ーなどで、建物祉を含む遺跡の全体像、生活の様相を検討ーしていくのは不十分であり、調査にかかわ

るすべての者が同一目的・ 意識をもって取り組むこと により、明らかにされることは多いと考える。

第 2節調査の経過と方法

至八幡宮
至金沢

一一一一一予

調査は個人住宅庖舗併用の宅地

造成に伴う事前調査として、約44

ぱの敷地を対称に平成13年11月8

日より表土掘削を開始し、 40日の

予定で調査を開始した。事前の試

掘調査の結果から、比較的浅いと

ころ(現地表下60cm)のところで

中世遺構面・遺物が確認された。

この試掘の結果、埋蔵文化財の

記録保存が必要であると認められ

た。この試掘結果をもとに本調査

を実施する運びとなった。調査区

が近隣と接触していたため、危険

が生じる事を恐れ周囲を東西 2m、

北 2mを残し、調査を設定した。

調
査
区

県道金沢・鎌倉線

_-回一一ー

図3 調査区グリッ卜設定図
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調査は現地表下約60cmを重機に依り掘削し、人力により精査遺構確認を行って進めて行った。

調査方法として、 4級基準点E122 (X = -75372.455、y= -24656. 791) を支点とし、 3級基準点

53208 (X = -7、Yニ 24708.360) を見返り、調査区外西部に調査原点 (X= -75356.000、y=

24663.000)と、 真北にY値の同じ見返り点の 2点を設定した。

これを基準に調査原点を(xニ O、y= 0) とし、南北方向をX径、東西方向をY径として 2m四方の

グリッドを組み、機械測量と併用して調査を進めて行った。調査は平成13年12月20日に終了した。

第 3節堆積土層

本地点で確認された堆積土層は 5面である。 I面掘削面は現地表下40cmで、すべて人為的な埋め土であ

り、近世撹乱層である。ゆえに確認できた中世生活面は 4枚である。また 5面の一部で検出された遺構

、、

2 

3 

土墳1
(調査時2面遺構)

図4 確認調査時の堆積土層

ぐでて三τて方1

三二ぷ
てでτ二三
てご手ヲ8

1~ 1';4 

1 T川 褐色土:準大~申lOcmの仁丹層。近社撹乱。

2 TM 褐色土 <)l5 mmi立の小:3:丹粒

31ili A音褐色土:中 5mm-拳大土汁多 く合む。炭化物合。含む。

しまりもlitlあり 。

4 1(11 陪褐色土:炭化物を多く含む。しまり、粘性あり 。

5前1 Ii音灰褐色村質土 白色粒子を多く合み、僅かに炭化物を

含む。 しまり、粘性あり 。

5 1(li 1、 暗灰褐も11質包土:地111 (弥生時代~占墳の遺物を多く

含む)

2 

¥二Q

亡三J
I七， [2 

図 5確認調査時の出土遺物

¥=-P 11 
℃二士正三ヲ12

七二工-~~ 3

3 

o 10cm 
仁一一一

の中で溝 10 P 141 . P 155・P157 . P 158・P159・P174・P196は5面で検出された他の遺構よ りわ

ずかな時間差があるものと思われる。 堆積土層図については面の捉え方が調査時と同一であったため確

認調査時のものを使用している。

年代観は、 I面は震災後の近世整地層、 2面は中世後期、 3面は造成は弱し、が14世紀から 15世紀前半
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代、 4面は14世紀中頃、 5面は14世紀前半から13世紀中葉と考えたいc

確認調査時における出土遺物(第 5図 1~ 13) 

確認調査時に出土したかわらけの重量1，280gである。そのうち実測点数13点である。その中の 9を

除いて 1~ 13は糸切り底のかわらけ皿である。

lはかわらけ皿小(調査時の 2面土壌 1)より出土。 2~4 はかわらけ皿大で、 3 は完形品である 。

5はかわらけ皿小、灯明皿としての使用痕あり c 1 ~ 2面より出土。 6はかわらけ皿大、 7はかわらけ

皿中、 8 はかわらけ皿小で 3 面より出土。 9 は黒縁瓦器碗で、完形。 10はかわらけ皿中、 11~13はかわら

け皿小で、 11は完形品 4面より出土013は体部外面中位に陵をもち内湾気味に立ち上がり 13世紀代前~

中頃のものと思われる。

第2章検出された遺構と遺物

本調査で検出した遺構は、掘削深度(地表下1.2m)までの聞に中世遺構面を 4枚とらえることがで

きた。 1面までは近現代の撹乱を帯びた面がほとんどで、わずかに北西隅に倉の基礎と思われる礎石が

残っているにすぎない。

また調査中に全ての遺構近代以降の撹乱士墳、ピット、整理層の一部などに遺構番号を付したため、

遺構番号には欠番が生じている。また各面に伴うか疑わしいものも含め図化した。遺物については、実

iJ!iJ可能な遺物が出土している遺構のみのものを記す。

なお、試掘調査で遺構 1として捉えたものを、本調査ではこれを 2面の土墳 1として取り扱った。

遺物については舶載陶磁器、国産陶器 (常滑、瀬戸、渥美、備前)、かわらけ皿、瓦、金属製品 (釘、

スラグ)、銭、骨、貝などが整理箱27箱出土している。

以下それぞれの遺構と遺物について述べる。

近世倉 1、掘立柱建物の柱穴、礎石建物の礎石 3個、溝4条、溝状遺構 3条、土墳 6基、

井戸 1基、大形柱穴 5穴 (内3穴は布堀りと恩われる)、ピット多数である。柱穴・ピッ トについては

多数検出されたが、並びは不明である。また各面に伴うか疑わしいものもふくめて図化したO

第 1節 1面検出までの遺構と遺物

( 1 )遺構

調査区西隅より、近世の倉と思われる鎌倉石敷の土台が伴う基礎部分が検出された。上層は近世の撹

乱により壊されていた。礎石は南北に l列5石並ぶ。芯柱より約50cm間隔で、石の大きさは確認できる

範囲で、直径45~50cm を測る 。 周辺は土丹により堅く築き締められた地業がなされている。建物の主たる

部分が西側の調査区外に延びるため様相は捉えることができなかった。検出された礎石の大きさからみ

てかなり造りのしっかりした建物 (倉)と思われる。

( 2 )出土遺物 (第 8図) ・ (第 8 図14~26 ・第 9 図27~39)

14は瀬戸の卸皿底部、 15は常i骨撃の口縁部、 16は常滑担ね鉢口縁部、 17は糸切りかわらけ皿の大、 18

は糸切りかわらけ皿小、 19は軒丸瓦(巴文)、 20は万子、 21は土製品で不明で、 22は銭で寛永通宝、 23

は常滑斐口縁部、 24は磨常滑、 25は常滑斐口縁部、 26は銭で大観通賓である。

27は青磁蓮弁文碗体部から底部にかけて、 28は常滑斐口縁部、 29は常滑査底部、 30・31はかわらけ皿

大、 32~36はかわらけ皿小である 。 その中で35 ・ 36は打ち欠き痕あり。 37は土製品で鏑、 38は軒丸瓦(巴

丈)、 39は石製品で温石である。
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第 2節 2面検出の遺構と遺物

( 1 )遺構

土墳 1

東側部分がわずかに調査区外にのびる。試掘時の遺構に当たる。掘り込み面は 層である。上層は撹

乱により壊されていると思われる。確認面までの規模は長径2.55m・短径1.85m・深さ75cmを測る。平

面形は楕円形で隅丸を呈す。床面は地山を掘り込んでいる。主軸の方位はN-12
0 

- E方向を示す。

ピット 3

1面の撹乱層により南側部分を切られている。掘り込み面は 3層である。確認面での規模は長径0.72

m、短径0.3m、深さ22cmを測る。平面形は楕円形を呈する。

ピット 4

。 2m 

北側を調査区により切られている。

確認面での規模は長径1.05m、短径

0.25m、深さ17cmを測る。平面形は

浅い不整形を呈する。

ピット 6

調査区北東側に位置する。確認面

での規模は長径0.3m、短径0.35m、

深さ2.9cmを測る。平面形は円形を

呈する。

ピット 7

調査区北東側に位置する。確認面

でのの規模は長径0.25m、短径0.25

m、深さ32cmを測る。平面形は円形

を呈する。

ビット 8

調査区北東側に位置する。確認面

での規模は長径0.25m、短径0.25m

深さ22cmを測る。平面形は円形を呈

する。 6. 7・8号ピット例の規則

性はない。

ビッ ト9

調査区東側に位置する。 1号土壌

を切っている。確認面での規模は長

径0.50m、短径0.45m、深さ75cmを

測る。平面形はほぼ円形を呈する。

ピット 13

調査区中央付近に位置する。掘り

込み面は 3層である。 確認面での規

模は長径0.4m、短径0.35m、深さ

30cmを測る。平面形は楕円を呈する。

j覚乱11

図 7 1面全体図
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1面までの出土遺物 (1) 

( 2) 2 面出土遺物 (第 11図40~57) ・ (第 12図58 ~ 76 ) ・(第 14図77~119) 

40は青磁折縁鉢口縁部、 41・42は山茶碗窯担ね鉢体部~底部。 43は常滑担ね鉢体音|ト底部、 44は土器

質鉢型手倍り口縁部、 45~55は糸切り底のかわらけ皿である。 45~47はかわらけ皿大、 48~55はかわら

け皿小で、 51 は打ち欠き痕あり、 55は穿孔あり、 56土製品蓋?、 57は錠前で、ある 。 58 ~ 87は土墳 1 出土

の遺物である 。 58~73は糸切りかわらけ皿である 。 58は異形かわらけ、 59~旬、 67はかわらけ皿大で、

63は灯明皿として使用 。 66はかわらけ皿中、 68~73はかわらけ皿小で、 68は他の物より古し、。 74 ~ 76は

銭である。 74は皇宋通賓、 75は!開寧元賓、 76は元祐通費である。

77は青磁劃花文底部、 78は白磁口冗皿口縁部、 79は白磁碗体部~底部、 80~ 82は瀬戸入子口縁部、 83

は山茶碗窯担ね鉢口縁部、 84は常滑壷口縁部、 85~89は常滑斐口縁部、 90~102はかわらけ皿である。

90は手づくねかわらけ皿大、 91~ 94は糸切りかわらけ皿大、 95 ・ 96は手づくねかわらけ皿小、 97~102 

は糸切りかわらけ皿小である 。 103は崎羽口、 104 ~106は銭で104は治平元賓、 105は元祐通賓、 106は紹

つ山1i
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聖元賓である 。 107 ~ 112は土壌 l 、 113 ~ 119はピット 9 の出土。 107は青磁折縁鉢口縁部。 108~112は

かわらけ皿小で、打ち欠き痕あり、灯明皿として使用。119はコースター状の極小かわらけ皿である。

第 3節 3面検出の遺構と遺物

( 1 )遺構

井戸 1

調査区中央付近の西側寄りで検出された。掘り込み面は、 3面に土墳が重なるようにあったのではっ

きりしないが、この面として取り扱った。

井戸の掘り方は確認面での規模は長径7.5mで、円形に近い平面形を呈し、中以下では、 一辺O.8m、

前後の隅丸方形を呈している。下底面は確認面から約1.8mの深さを持つ。井戸の掘り方は地山を掘り

込み、木枠を持たない素掘りである。確認面 1.5mのところで湧水が出る。覆土上層では特に確認面

では拳大の土丹塊が多く投げ込まれており遺物に色々と混入していた。

土墳16

調査区北側中央付近に位置する。 北側部分を調査区で切られている。確認面での規模は長径O.7m、

短径O.25m、深さ11cmを測る。平面形はおそらく楕円形と思われる。

土壌17

調査区北側に位置する。確認面での規模は長径O.75m、短径O.55m、深さ26cmを測る。土墳の西側下部

に25cmX25cmのピット状の堀込みが伴うがこの遺構とは別のものと思われる。平面形は楕円形を呈する。

主軸方位はN-40
0 -w方向を示す。

土墳18-1 

調査区中央より やや西寄りの北側方向に位置する。この土墳は 3穴切り 合っていて一番新しい。

確認面での規模は、長径O.7m、短径O.45m、深さ34cmを測る。平面形は楕円形を呈する。主軸方位は

N-2
0 -w 方向を示す。

q
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i
 



ピット 18-2 

層である。確認面での規模は長径0.5m、短径0.3m、深さ18-1の北側に位置する。掘り込み面は

28cmを測る。平面形は楕円形を呈する。 18-1より古い。

ピット 18-3 

18-1より西側部分に位置し、本ピットの方が古い。確認面での規模長径0.25m、短径0.2m、深さ

柱穴19

調査区北側の西側寄りに位置する。柱穴中に礎板を伴う。確認面での規模は長径0.28m、短径0.28m、

13cmを測る。

土墳20

調査区北側の東寄りに位置する。

遺構75、132により切られている。

掘り込み面は層である。

確認面での規模は長径0.55m、短径

0.4m、深さ 17cmを測る。

ピット21

深さ15cmを測る。掘立柱建物の柱穴と思われる。
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l面の 1号土壌を切っている。ピ

ット22、柱穴23よりも新しい。確認

面での規模は、長径0.4m、短径0.2

5m、深さ 15cmを測る。

柱穴23

l面の遺構により南側部分を切ら

れている。確認面での規模は、長径

0.45m、短径0.28m、深さ15cmを測

る。

土墳24

調査区北側の西寄りに位置する。

東端をわずかにピットにより切られ

ている。又中にピット状のくぼみを

2穴もつO 規模は長径0.65m、短径

0.35m、j菜さ10cmを浪tる。

柱穴26

調査区の土壌62・66の聞に位置す

る。規模は長径0.55m、短径0.5m、

深さ20cmを測る。

掘立柱建物の柱穴の一部と思われる。

土墳29

2面の土壌 1に切られている。確

認、面から掘り込みは長径0.55m、短

径O.5m、深さ25cmを測る。柱穴の

2m 
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中にピット状の掘り込みは掘立柱建物の柱穴と思われる。

柱穴32

調査区東側中央近くに柱穴30の南側に位置する。確認面の規模は長径0.6m、短径0.4m、深さ48cmを

測る。方形竪穴の柱穴と思われる。
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柱穴34

柱穴32の南下に位置する。確認面での規模は長径0.35m、

短径0.3m、深さ15cmを測る。

柱穴36

調査区東側に位置し、東側部分を調査区外で切られてい

る。確認面での規模は、長径0.3m、短径0.25m、深さ58

cmを視IJる。
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図14 1号土壌

柱穴37

調査区東側の柱穴36の北側に位置する。確

認面での規模は、長径0.25m、短径0.28m、

深さ19cmを測る。

土壌61

調査区の西側中央部分で検出された。撹乱

により南側を切られ、北側をピットを切って

いる。確認面での規模は、長径0.8m、短径

0.5m、深さ26cmを測る。主軸方位はN-63
0 

E方向を示す。

土墳66

調査区西側部分で検出され、南側を調査区

外で切られている。土壌61の南側部分にあた

る。確認面での規模は、長径l.25m、短径O.

5m、深さ23cmを測る。主軸方位はN-48
0

-w方向を示す。

土塘123

調査区北側寄りで西側の土墳100の真横に

検出された。確認面での規模は長径l.2m、

短径0.95m、深さ15cmを測る。主軸方位はN

~410 -w方向を示す。
o 2m 
仁二二一一一 ~~一二二二ゴ

図15 3面全体図
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土墳105

調査区の西側に位置し、 I面近世倉に壊さ

れ西側部分を切られている。確認面での規模
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は長径0.45 m、短径0.4m、深さ23cmを測る。覆土中の上層には拳大の土丹塊がつまりその下層から

は炭化物混じりの土層がみられた。平面形態は不正楕円形を呈する。主軸方位はN-42
0 

- E方向を示

す。

土壊200

調査区の南東隔に検出された。確認面での規模は長径1.15m、短径0.65m、深さ72cmを測る。下面は

検出出来なかった。ボーリング棒で確認したところ、 1m 以上下に深さをもつものと思われる。 もしか

すると井戸の可能性も考えられる。平面形態はほぼ円形に近し、。主軸方位はN-50 -E方向を示す。

溝状遺構72

調査区の北東隅に位置する。北側東側は調査区により切られ、北側は東側調査区外へのびる。

確認面での長径1.5m、短径0.25m、深さ lOcmを測る。主軸方位はN-5
0 -w方向を示す。

ピッ ト110

調査区中央付近西側寄りに検出され井戸 lを切っている。確認面での規模は長径0.4m、短径0.38m、

深さ10cmを測る平面形態はほぼ円形を呈する。

( 2 )出土の遺物 (第 16図 120~ 163) ・ (第 17図 164 ~168) 

120は青磁蓮弁文体部~底部、121は青磁折縁鉢口縁部、122は白磁口冗皿、 123は瀬戸天目碗、124は

山茶碗体部から底部、 125 ~ 127は常滑壷口縁剖l 、 128 ・ 129は常滑斐口縁部、 130 ~160は糸切り底かわ ら

け皿である。 130~135、138，139はかわらけ皿大、 130・131のかわらけ皿大は新しく上層よりの混入と

思われる。 136 ・ 137はかわらけ皿中、 140~160はかわらけ皿小である。 142は13世紀後半で143は薄手で

ある。152は打ち欠き、 161~ 163は磨常滑である。

164・165は石製品の砥石で産地は鳴滝田、 166は琉泊、 167・168は銭である。167は開元通賓、168は天

棺通賓である。

3 面遺構出土の遺物(第18図 169~177)

遺構18の169は小形のコース ター。遺構20の170はかわらけ皿小。遺構26の171はかわらけ皿小。遺構52

の172はかわらけ皿大、遺構53の173はかわらけ皿小。遺構62の174は常滑鳶口壷口縁部。遺構63の175は

伊勢系土鍋口縁部。遺構66の176は常滑壷口縁部、 177は硯の破片。

第 4節 4面検出の遺構と遺物

( 1 )遺構

柱穴112

調査区の中央付近で検出され、南東側の柱穴111と接している。掘込みは長径0.3m、短径0.3m，深

さ36cmを測る。掘込み面の形態は方形を呈す。
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図17 3面出土遺物 (2) 
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A' 

i著3

溝 3は溝4と同様のところから検出され、溝 4に切られている。確認面

での規模は長径3.05m、短径1.1m、深さ45cmを測る。断面形はゆるやか

なV字形を呈する。主事h方位はN-86
0 

- E方向を示す。

溝 4

調査区南側を東西に走る溝で、東壁の土層で確認すると 2次期ある。溝

3は4を切っている。溝 4の遺構部分のほとんどは東側の調査区外にのび

る。確認面での規模は長径3.2m、南北0.8m、深さ30cmを測る。溝の断面

はV字形を呈する。主軸方位はN-830 -E方向を示す。

ピット 76・78

A' 

調査区の北東隅に検出された。ピット76・78は切り合い関係にあり、 76

の方が古い。 76は底面に石が2個敷いてあり、確認面での規模は、長径O.

45m、短径0.3m、深さ20cmをiWJる。78は長径0.3m、短径0.25m、深さ20

cmを測る。

調査区北側端に位置する。柱穴は調査区により北側を切られている。確認面で、の規模は長径25cm、短

径15cm、深さ20cmを測る。掘込み面の形態は円形を呈する。

柱穴95

調査区北側に位置する。確認面での規模は長径40cm、短径32cm、深さ18cmを測る。掘込み面の形態、は

細くて深い方形を呈する。

土墳100

調査区北側寄りで検出された。柱穴102に切られている。確認面での規模は長径0.85m、短径0.7m、

深さ 21cm を測る 。 平面形態は不整]I~な楕円形を呈する 。 覆土中に炭化物を多く含んでいた。主車UI方位は

N -30
十 E方向を示す。

柱穴102

調査区の北側寄りで検出され土壌100を切っている。底面に石を置いである c 確認面での規模は長径

0.4m、短径0.25m、深さ32cmを測る。平面形態は楕円形を呈する。ピット76との間隔が約2.1mであり

関連があると思われる。

ピット 106・107・108

ハUつω



調査区の中央付近の西側部分に位置する。ピyト106・107は切り合い関係にあり、 107の方が古い。

確認面での規模は106の確認面での規模は、長径0.52m、短径0.4m、深さ60cmを測る。107の確認面で

の規模は、長径0.45m、短径0.4m、深さ10cm、を測る。それぞれの平面形態はほぼ円形を呈する。

ピット 114、115

調査区の中央付近で検出され切り合い関係にあり、 115の方が古い。雄認面での規模は、 114は長径O.

45m、短径0.4m、深さ46cm、115は長径0.2m、短径0.2m、深さ23cmを測る。平面形態はほぼ円形を呈

する。

柱穴125

調査区の中央よりに位置 し、井戸 lに切られている確認面での規模は長径0.4m、短径0.35m、深さ

53cmを測る。平面形態は方形を呈する。

柱穴132

調査区の北側に位置する。確認面での

規模は長径0.45m、短径0.4m、深さ54

cmを測る。平面形態は深くて方形を呈す

る。

柱穴133

調査区の北側に位置する。確認面での

規模は長径0.65m、短径0.6m、深さ60

cmを測る。平面形態は深く大形の方形を

呈する。

柱穴139

調査区の北側に位置する。確認面での

規模は長径0.65m、短径0.45m、深さ62

cmを測る。底面に 8x 12cmほどの硬化面

あり 。平面形態は深くて大きな方形を呈

する。

柱穴144

調査区の北東に位置する。確認面での

自
。Eb 。

規模は長径0.6m、短径0.5m、深さ45cm

を測る。平面形態は深くて方形を呈する。

柱穴158

調査区西側に位置する。確認面での規

模は長径0.55m、短径0.55m、j架さ46cm

を測る。柱穴の南側部分に礎板の圧痕あ

り。平面形態は方形を呈する。

柱穴178

調査区の中央に位置する。確認面での

規模は長径0.35m、短径0.3m、深さ33

cmを測る。柱穴の上層に貝殻の砕片が入

っていた。平面形態は方形を呈する。

o 2m 
一一一二一一一一」

4面全体図

唱

E
A

内
ノ
“

ート

図20

。



柱穴188

調査区の中央部分に位置する。確認面の規模は長径0.45m、短径0.45m、深さ30cmを測る。柱穴内に

炭化物が多く含まれていた。確認面での形態は方形を呈する。

土墳206

調査区南東隅で検出。柱穴237を切っている。当所は井戸と思い掘り下げていったが、その結果湧水

もなく、断面緩やかな丸昧をもっ土墳と判断。確認面での規模は長径1.05m、短径0.5m、深さ53cmを

測る。平面形態は、楕円形を呈する。

( 2 )出土遺物

図21 - 178 ~188は2面出土遺物。178は山茶碗窯系担ね鉢胴部~底部。179・180は常滑斐口縁部、 181

は常滑担ね鉢口縁部にススが付着 し灯明皿として使用、 185は内折れかわらけ皿でコースター状を呈し

ている、 186・187はかわらけ皿小。188は宇瓦である。

遺構89の189は伊勢系土鍋口縁部。遺構94の190はかわらけ皿小。遺構100の191は手づくねかわらけ皿

小。遺構105の192・193は常滑斐口縁部、 194は手づくねかわらけ皿小、 195はかわらけ皿大、 196は平瓦。

遺構106の197は手づくね白かわらけ皿であり、灯明皿としての使用痕あり。遺構108の198は常滑壷口縁

部、 199は平瓦。遺構114の200は手づくねかわらけ皿小。遺構115の20日土かわらけ皿大。遺構123の202

は常滑斐口縁部~胴部、 203は胴部~底部、 204はかわらけ皿小。遺構132の205は手づくねかわらけ皿大。

遺構151の206は手づくねかわらけ皿小。

遺構161の207は青磁櫛掻文皿底部、 208は瀬戸脚付き大皿底部、 209~ 215は糸切りかわらけ皿である。

209・210はかわらけ皿大、 211~214はかわ らけ皿小、 215は極小かわ らけ皿あり、上層の混入と思われ

る 。 216~218は瓦で、 216は丸瓦、 217 ・ 218平瓦である 。

遺構182の219は内折れかわらけ皿でコースター状の小で、ある。

1 I 

J二=--¥J178 
182 

、 179
180 

にι上二三ク183

L二二~184

事ミ

句~.・ " .

O 
L ご

10cm 
-一一」

図21 4面出土遺物
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遺構207の220は山茶碗窯担ね鉢底

部である。

遺構210の221は土製品脚部分、 22

2は石製品温石で切断痕がある。

遺構215の223は鉢形手悟り口縁部

~底部、 224~226はかわらけ皿。224

はかわらけ皿中。227は石製品砥石

で産地は鳴滝産である。

遺構219土墳の228は銭で治平元賓

である。

N
寸
N
狸
州
市

E
円

O

F

O

A' 

0 : 

仁)1∞ 

A 10.1m 

A 

遺構246
o 2m 229~256は銭である 。 229 と 230は

開元通賓、231・232は?元重賓、23

3至道元賓、 234・235は成平元賓、

236は景徳元賓、 237は祥符元賓、 238は景祐元賀、 239 ~ 242は皇宋通賓、 243は治平元賓、 244 ~ 246は照

寧元賓、 247~249は元豊通費、 250は海束通賀、 251 ・ 252は紹聖元賓、 253は大観通賓、 254は政和通費、

255は淳!開元賓、 256は慶元通賓の計29枚が出土している。

j蕎3図23

遺構242

遺構245

第5節 5面検出の遺構と遺物

( 1 )遺構

柱穴155

調査区の北西側に位置する。確認面で、の規模は長径40cm、短径40cm、深さ47cmを測る。堀込み面の形

平面形態は、深くて方形を呈する。

柱穴135

調査区の北東隅に位置する。確認面で、の規模は長径55cm、短径50cm、深さ52cmを測る。柱穴の底面に

約llcmx 15cmの礎板痕あり 。平面形態は大形で深く方形を呈する。

柱穴138

調査区北東側に位置する。確認面での規模は長径62cm、短径50cm、深さ46cmを測る。柱穴の底面は小

さく方形であるが、平面形態は大形で深く方形を呈する。

柱穴237

調査区南東隅で検出。土墳206に切られている。底はほぼ平坦で壁は垂直で下端近くがややオーバー

ハング気味に立ち上がる。確認面で、の規模は長径80cm、短径35cm、深さ46cmを測る。平面形態は、方形

を呈する。

柱穴242

調査区南側で検出。3号溝を切る。245・246と同様、大形の方形の柱穴である。柱穴内に貝殻混入(4 

面構成土)が流入。下部に拳大の離があり、根固めの礁と思われる。確認面で、の規模は長径95cm、短径

90cm、深さ85cmを測る。

柱穴245

調査区南側で検出され西側を調査区で切られ、 3号溝を切る。大形の柱穴で貝殻が混入(4面構成土)。

下部に拳大の牒があり、根固めの礁と思われる。確認面で、の規模は長径1l0cm、短径40cm、深さ

cmを測る。平面形態は隅丸方形を呈する。

61. 5 

-24-
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遺構219

で三二ニヲ225

でコ子三ヲm
229 命。230 謀議 四231

D-~ @} 
容号〉

崎容か236
232 233 

溝3

(亡〕 227 融緩議問 、E 議 路235 悪夢 ~ 237

ゆ鶴間 遺言 242 
宗務:

239 240 

命。243
。か~.. 町っ

容26F)246 窃~' 247 244 245 

248 ~' 喝揖11'249 湾総)j 盤t，250 251 岱 、さ'fi7252 

島総j253 ~ 経 3 経接戦; 10cm 
254 f 255 一一
図25 4面遺構出土遺物 (3 ) 

溝 1 (第30図)

3本の溝中の調査区北側で検出された。東西方

向の溝である。 2号溝同様、中世地山面を堀込ん

で造られている。壁面は緩やかにカーブをもち立

ち上がる。確認面での規模は長さ4.8m、最大幅

0.9m、深さ45cmを測る。平面形態は逆台形を呈

する。主軸方位はN-290 -E方向を示す。

溝2 (第31図)

調査区中央近くで検出 された東西方向の溝であ

る。 地山面を堀込んで造成されている。壁面は緩

やかに立ち上がる。確認面での規模は長さ4.6m、

幅0.9m、最大深さ60.5cmを測る。平面形態は逆

台形を呈する。主軸方位はN-680 -Wを示す。

¥一/
B 10，3m B' 

¥/Mt摘〉1匝褐色土 司医大の泥土、小撲 炭化物片を含みしまり省し.
2灰色絡土 泥録的を含み、給性有り.
3B!1灰褐色土 小形の泥治を含みしまりなしJ届tこ比べて

混線物少なく、色鼠も暗い。
4鴎灰色特質土濃鐙物少な〈弱い給性有'1，
5炭化物膚

C 10，3m 1 

I六二二ζア:ブ
父'---.ι /'勺戸Y

'5 0 

C' 

2m 
ト一一一 ←一一一一一一一一 づ

図26 溝 2
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図27 5面全体図

。

遺構241の299・300は手づくねかわらけ皿大である。

遺構242の301鉄製品で針状のものC

遺構244の302は青磁櫛掻文碗である。

遺構246の303は手づくねかわらけ皿大である。

( 2 ) 出土遺物 (第27図257 ~278 ・

第28図279 ~ 282 ・ 第29図283 ~ 287 ) ) 

257・258は青磁蓮弁文碗体部、 259

は浮文青白磁皿、 260・261は山茶碗窯

担ね鉢。 262 ~ 276はかわらけ皿で、 26

2はかわ らけ皿大で穿孔あり 。263は

かわ ら け皿大 、 264 ~ 274はかわらけ皿

小、 271はこの面に伴わない物である。

279 ~ 280は瓦である 。 279は軒丸瓦、

280は軒平瓦である。281は石製品で温

石、 282は磨常滑である。

283はかわ らけ皿大である。

284はかわ らけ血小である。

285・286は瓦で、 285は男瓦、 286は

平瓦である。287は金属製品で壷金で

ある。

遺構出土遺物(1 ) ( 第32図288~303)

遺構139の288はかわらけ皿古手13世

紀初め。

遺構148の289は手づくねかわらけ皿

小である。

遺構152の290は宇瓦である。

遺構158の291は手づくねかわらけ皿

大である。

遺構171・172の292・293は鉱i宰であ

る。

2m 

遺構182の294は打製石斧である。

遺構190の295は手づ くねかわらけ皿

大である。

遺構194の296は男瓦である。

遺構196の297・298は13世紀前~中

頃のかわ らけ血小である。

5面遺構出土遺物(2 ) (第33図304"""'323)

304 ~318の遺物はかわ ら け皿である 。 288 ~ 290は手づ くねかわらけ皿大、 307は黒縁瓦器碗、 308 ・ 30

9・310は手づくねかわ らけ皿小、 311~320はかわ ら け皿小、 318は打ち欠き 痕あり 。 320はコースター 、
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第6節 古代以前の出土遺物 (第34図1~ 18 ・ 図版12)

本遺跡から出土した古代以前の遺物は、中世地山面ないし、地山を掘り込んだ遺構より 出土 したもの

である。出土総点数107点で、土器片で ・全般的に弥生時代中期宮ノ台期に属するもので、わずかに後

期の遺物が出土している。また、古代と思われるものが数点出土している。以下に図下した資料を記す。

第34図 lは単純口縁の査の口縁部である。後期のものと思われる。 2は査の肩部である。肩部に斜

縄文が施され、器面はよく磨かれ、前面に赤彩が施されている。 3は大型の壷の肩部である。斜縄文の

下端を 2条の沈線で区画する。4は外来系の壷である。扇状文が櫛歯状工具により施されている。 5は

壷の外反する口縁部である。口唇部直下に 2個の穿孔を有する。 6は壷の胴部であり 磨きが施され、上

端に傾斜する直線を施す。おそらく横位浮縄文。 7は大型の壷である。器壁が厚 く内外面にハケ調整が

8は胴部片で斜縄文。2条単位の櫛歯工具で斜格子文を加え、縄文模様を竹管状工具で区画し

9は葦の口縁部で内外面ともにハケ調整が施される。口唇部に竹管状工具に よる刺突が加えら

これらの遺物はかわらけ溜まりより321 ~323は瓦であ る 。 321軒丸瓦、 322は宇瓦、 323は平瓦である。

される。

ている。

れる。

10は蓋の口縁部で内外面ともにハケ調整が施され、口唇部に竹管状工具による刺突が加えられる。

11は斐の口縁部で内外面ともにハケ調整が施される。口唇部に棒状工具による斜位のキザミが施され

る。12は斐の口縁部で内外面にハケ調整が施される。口唇部に鋭利な工具で斜位にキザミが施される。
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13は撃の頚部でハケ調整の後、櫛歯状工具による連続する斜傾の沈棋が施される。 14は斐の頚部でハケ

調整の後、櫛歯状工具による傾斜する直線が施される。15は斐の胴部である。16は内外面ハケ調整の後、

波状の沈線を施す。17は壷の底部である。器外[面は奈|め方向のハケ調整が施され、底部からほぼ直線的

に聞く器形を呈し、底部に木葉痕を残す。内面は丁寧にナデが施され、胎土は他の土器と異なり、砂粒

を含まず良く焼成されている。外来系か?18は宮ノ台式期の斐の底部である。厚みがあり突出する形態

と思われる。底部木葉痕?以上のように本遺跡から出土した弥生時代中期から後期の遺物を観察すると、

宮ノ台式の資料がほとんどである。また、幅をもちながら宮ノ台式の全般に渡る資料が見られる。鎌倉

市街地では、雪ノ下の南御門遺跡、大倉幕府周辺遺跡群の出土例も見られるように宮ノ台式を通じて継

続的な周辺に当該時期の集落がもっと広い範囲で展開するものと思われる。

第 7節 大倉幕府周辺遺跡出土の軟体動物遣存体

1.は じめに

大倉幕府周辺遺跡の調査では、古代末から14世紀中頃にかけての遺構・生活面等から、軟体動物遺存

体が出土した。以下では、これらの内容について報告を行う 。

2.出土軟体動物遺存体の概要(表 1. 2 . 3) 

本遺跡からは、腹足綱 3種・ 三枚貝綱 4種の合計 7種の、最小個体数で、18個体の軟体動物遺存体が出

土した(表 1・2)。種名が確認された種として、サザエ、アカニシ、ツキヒガイ、ハマグリ、チョウ

センハマグリの 5種がある。これらは、各遺構・生活面等から、 1~ 7個体ずつ出土した。

大きさでは、傾向等は把握できなかったものの、サザエで、殻径85mm前後、ハマグリで、殻高45mm前後を

示す資料があった(表 3)。

観察された事項としては、まず、サザエとアカニシで欠損した個体が確認されたことがある(表 3)。

サザエでは口唇部を、アカニシでは殻軸以外を欠損した個体が各 2個体認められた。また、表土掘削出

土サザエ l個体については、上記の破損に加え、長径11.3mmの穿孔痕が認められた。

3.考察

今回出土した遺存体は数が少なく、組成等は明らかにすることができなかった。 しかし、確認された

種は、ツキヒガイを除いては、鎌倉市内の中世に属する他の遺跡から頻繁に出土する種であることと、

採集環境も同様に共通する内容であることを指摘できる。
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表 2 出土軟体動物遺存体の個体数一覧

綱名 腹足綱 二 枚 貝綱

種名
サササニア ツハハハ 二
ザザザシカ キマママ枚
エエエキニ ヒグググ貝
~~~ウシ ガリリリ綱

中有東殻・ )蓋ズガ
イ RL属種
L の不

)有 イ 一 明
中車 F呈

R 
中東
不
明

出土地点

5而柱穴
4 面~ 5 j珂 一括 5+ + 
4出 かわらけ溜り 1 2 1 2 
2匝i ~t域 I

1 UII 撹乱 6
表土掘削 2 l 

表 1 大倉幕府周辺遺跡出土の軟体動物遣存体の種名一覧

腹足綱 GASTOROPODA 

ニシキウズガイ宇↓ Family Trochidae 

ニシキウズガイ科の一種 Trochida gen.et sp.indet. 

リュウテ ン科 FamilyTrochidae 

サザエ Turbo cornutus LIGHFOOT，1786 

アクキガイ科 Family Muricidae 

アカニシ Rapana venosa (V ALENCIENNES， 1846) 

二枚貝綱 BIVALVIA 

イタヤガイ科 Family Pectinidae 

ツキヒガイ Amusium Japonicum (GMELIN，1791) 

マルスダレガイ利 Family Veneridae 

ハマグリ Meretrix lisoria (RODING，1798) 

ハマグリ 属の一種 Maretrix sp 

種 名 IL¥ J".地点 殻高mrn※ 1
7却E又しiニ又ヒ . j却L又tJまF又

備 ci; m※ 2 

サザエ(殺 -有腕) 表土品rr:i'ilJ 99.6 85. 1 日特i!iljを欠損

88.2 校Ji'iと口唇部を欠損、長径11.3mm・tv.径
3.9mrnの孔がある

サザエ (ii5.t.有林!!!神車不明) 5而柱i'二

サザエ(叢) 4面かわらけHifり 40.2※ 3 36.6※ 4 

ニシキウスガイ科の一種 4 rni ~ 51fii 

アカニシ 4 面 ~ 5 TI可
4 TIii かわらけHYfり 殻4~"のー古 [1 と体層より 上部の一部が残存、絞]頁を

欠損
殻取11の一吉[1と体層より上部の一部が残存、殻]買を
欠十日

ツキヒガイ L 土棋 I

ハマグリ R 4面かわらけ泊り 45.9 4 Itfiかわらけi留まり出土の左殻とベアリングがロl
llE 

ハマグリ L 4百l かわ らけ1悦り 45.9 4 1Mかわらけ溜まり出土の左殻とベアリングが可
JH，IE d 

45.9 
ハマグリ腐の一種R 1 Tffi 撹乱6

二枚貝綱極不明 4凶iから 51削
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第 3章 おわりに

本調査で検出した遺構は掘立柱建物 ・柱穴多数、礎石建物・礎石 3、溝 4条、井戸 l基、土墳大形柱

穴 5穴(う ち3穴は布掘?)などであり、およそ 4時期の生活面を確認 ・調査した。その結果、最下面

では、中世基盤層 (第35図)D . Eが見つか り、近隣地点との対比から溝Eが新発見と判った。

また調査区南側にある大形柱穴は1辺約 1m四方程の方形の掘り方をも ち、鎌倉市街で、も類例のない

大規模な遺構であると考えられる。溝Cと重複するが布掘り遺構であったかは、検討を要する。

遺構の年代観は13世紀中頃 ~ 15世紀代と考え る 。 又、本遺跡から出土した弥生時代中期から後期の遺

物をみると 、幅をもちながらも宮ノ台式全般に渡る資料がみられる。市街地では南御門遺跡、 大倉幕府

周辺遺跡群の出土例にも見られるように、宮ノ台式を通じて継続的に周辺に当該時期の集落がもっと広

い範囲で展開するものと思われる。

参考 ・引用文献

『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 9.1 第 3分冊l 鎌倉市教育委員会1993

『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書10.1 第 l分冊 鎌倉市教育委員会1994

『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書14.1 第2分ItfJ 鎌倉市教育委員会1998
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出土遺物法量表

図版No. 遺物No 面 種目リ 器極 口径 底径 c6?f i'旬 備考

確認調査

|立15 1 土墳 l かjつらけ 町l (9.2) 6.8 1.6 

図 5 2 土域 I かわらけ 皿 (13.7) 9.2 (3.0) 

図 5 3 土方1)0 かわらけ 皿 12.3 7.15 3.2 

|立15 4 土墳 I かオコらけ ml 12.2 (7.2) 3.3 

図 5 5 土蹟 l かわらけ 皿 (8.0) (5.5) (1. 65) 灯明皿

「え15 6 3 かわらけ 皿 13. 6.8 3、. 

国 5 7 3 かわらけ 皿 (11.2) (6.5) (3.0) 

図 5 8 3 かオつらけ 皿 (7.3) (4.5) (1. 6) 

図 5 9 4 かわらけ 皿 10.0 7.4 3.2 県縁瓦器

図 5 10 4 かわらけ 皿 10.4 6.2 3.1 

図 5 11 4 かわらけ 皿 7.4 4.6 1.8 完形

図 5 12 4 かオコらけ 皿 (8.1) (5.8) (1. 6) 

|立15 13 4 かわらけ lllL (7.7) (5.6) (2.0) 

1面まで

[2(18 14 1面まで 瀬戸 在PJlIl (7.2) 

|文18 15 l面まで 常1骨 軍Z

lヌ18 16 l而まで Afヰtii'f t呈鉢 (41. 0) 

図 8 17 l面まで かわらけ 1111 12.0 7.2 3.5 

l'S1 8 18 l面まで かわらけ 皿 7.0 4.6 1.8 

国 8 19 l面まで 瓦 車.ffL 1. 55 

図8 20 l面まで 生!I'リy、ニ告:答ミ1)口口口 万子革羽 (8.5) 2.15 1.2 

1 ~18 21 I面まで ーLト4市4IjE日口日 土鈴 7.0 7.1 1. 15 

|苅8 23 1面まで 'r1立与Jふi'~円L 斐 53.8 
図8 24 l由ーまで 常滑 麿常d'J' 1.5 

図8 25 l面まで 常滑 二}11己; 

|立19 27 I面まで 青磁 連弁丈碗 (4.8) 

凶9 28 l面まで '吊 1骨 斐

図9 29 1同まで ポffi' ~'~円 ]f( (10.5) 

匡19 30 l面まで かオつらけ 皿l 13.35 7.85 3. 7 

I"SI 9 31 1 J首まで かわらけ 皿 (13.8) (7.8) (3.4) 

図 9 32 1而まで かわらけ 山 (9.4) (6.7) (2.05) 

LKI 9 33 l面まで かわらけ 1111 (8.5) (5.6) 2.4 

|ぜ19 34 1面まで かわらけ 1111 7.15 4.45 2.15 

図 9 35 1百lまで かわらけ 皿 7.1 5.2 1.5 打ち欠き

匡19 36 l向.まで かオつらけ 皿 7.2 5.0 2.0 打ち欠き

図 9 37 l面まで ー!-.器忍文リ;口口口 土鈴 4.8 3.7 3.3 
|実19 38 l面まで 瓦 軒丸 1.7 

1"S19 39 l面まで :o-~ミJ 日口日 ごiJfu-1仁'] (10.3) 7.0 1.7 

2面

1"S111 40 2面 青{滋 鉢 (13.0) 

図11 41 2 T面 山茶碗窯 t呈鉢

凶11 42 2而 山茶碗窯 t対本 (16.0) 

1)(111 43 2而 常滑 担鉢 12.5 

図11 44 2 j函 一千倍り 鉢形 j-器質

1"s!11 45 2国| かオつらけ lIIL (12.0) (6.8) 3.0 

図11 46 2ITi] かわらけ 皿 (11. 6) (7.8) (3.2) 

|三111 47 2町 かわらけ 皿l (12.7) (6.8) 3.4 

図11 48 2市i かわらけ 皿l 7.5 5.0 1. 65 
図11 49 2而 かわらけ 皿 7.2 4. 7 2.0 

区111 50 2而 かわらけ 1111 7.2 6.0 1.5 
図11 51 2 [(fI かわらけ Jlll 7.3 5.3 1.7 十Jち欠き
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図11 52 2而 かオつらけ 皿 (7.0) (4.3) (1. 7) 

図11 53 2政| かオつらけ 皿 (7.85) (5.4) (1. 8) 

図11 日 2面 かオつらけ 皿 7.4 5.4 1.8 
図11 55 2面 かオコらけ 皿 (7. 15) (4.0) (2.3) 穿孔

図11 56 2面 一十L‘時4ミ1)口口口 蓋 外径5.5 1. 15 
図11 57 2面 銅製品 (掛)10.8 0.55 0.55 

(受)2.5 0.35 6.0 

図12 58 2面 かオつらけ 肌 (11.1) (8.1) (1. 95) 

図12 59 2 ilii かわらけ 皿 (12.5) (8.0) (3.0) 

図12 60 2面 かわらけ 皿 (13.4) (8.3) (3.1) 

図12 61 2 ffii かオコらけ 皿 (13.0) (7.8) (3.4) 

区112 62 2面 かオつらけ 皿 11. 9 7.6 3.9 完fl~
図12 63 2 ilii かオコらけ 皿 (12.0) (8.1) (3.2) 灯明皿

図12 64 2面 かオつらけ 皿 (12.8) (8.7) (3.2) 

図12 65 2面 かわらけ 皿 (11.6) (7.4) 3.2 

図12 66 2面 かわらけ 皿 10.15 5. 7 3.5 

図12 67 2 lITi かオつらけ 皿 (12.25) 7.8 3.3 
図12 68 2回 かわらけ 皿 (8.0) (5.5) (2.1) 

図12 69 2面 かわらけ 皿 (8.0) (5.0) (1. 9) 

図12 70 2面 かわらけ IIlL 8.4 5.5 2.0 

区112 71 2面 かわらけ 1111 7.8 5.25 1.9 

図12 72 2面 かわらけ 1m 8.0 4.5 1. 95 

図12 73 2面 かオつらけ 皿 7.5 4.65 1.7 灯明皿

2面遺構

図13 77 土坑 I 青磁 碗 6.0 劃花文

図13 78 土坑 l 白磁 皿 10.4 7.5 1.7 口冗

図13 79 土坑 l 白磁 碗 5.0 

図13 80 土坑 l 瀬戸 入子 (10.0) (5.5) (3.3) 

図13 81 土坑 l 瀬戸 入子 (8.9) (4.8) (3.2) 

図13 82 土坑 l 瀬戸 入子

図13 83 土坑 l 山茶碗窯 t呈鉢 (31. 7) 

図13 84 土坑 l 戸r半i'd、A月 fτE kz (7.7) 

図13 85 土坑 l A吊ti1宵え 軍

図13 86 土坑 l 常i骨 豆主匝乙

図13 87 土坑 l 常i骨 査

11113 88 土坑 l 汗~~ì、7日干 豆豆匝己

図13 89 土坑 l ，巾背・1且円 斐

図13 90 土坑 I かわらけ 皿 (12.5) 7.0 3.5 手づくね

図13 91 土坑 l かわらけ 皿 12.25 8. 7 3.0 

図13 92 土坑 l かわらけ 皿 (13.7) 9.4 2.7 

図13 93 土坑 l かわらけ 皿 11. 9 8.05 3.7 

図13 94 土坑 I かオつらけ 皿 1.9 8.0 3.5 歪みあり

図13 95 土坑 l かわらけ 皿 9.3 5.7 18.0 

図13 96 土坑 l かわらけ 皿 (9.2) (6.6) (1. 7) 手づくね

図13 97 土坑 I かわらけ 皿 7.5 5.8 1. 25 

図13 98 土坑 l かわらけ 皿 7.8 5.55 1.6 

11113 99 土坑 l かオコらけ 皿 (8.0) (5.9) (1. 65) 

図13 100 土坑 I かオコらけ 皿 7.6 5.4 1.9 

図13 101 土坑 1 かわらけ 皿 7.55 5.0 2.0 

図13 102 土坑 1 かわらけ 皿 (8.1) (5.2) (1. 9) 

図13 103 土坑 1 鋳造製品 輔羽口 外径(6.4) 孔径(2.6)

図13 107 土坑2 青磁 鉢

図13 108 土坑2 かわらけ 皿 13.1 7.75 3.6 

関13 109 土坑2 かわらけ 皿 (12.6) (7.3) (3.0) 

図13 110 土坑2 かわらけ 皿 (13.4) (7.0) (3.5) 

図13 111 土坑2 かわらけ 皿 7.4 4.5 2.3 打ち欠き、灯明皿

図13 112 土坑2 かわらけ 皿 7.2 4. 7 1.6 打ち欠き、灯明皿
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図13 113 柱穴 9 かわらけ 皿 8.4 6.5 1.9 

図13 114 柱穴 かわらけ 皿 (7.3) (4.6) (1. 5) 

区113 115 2面 かオつらけ 皿 7.25 3.7 2.0 灯明皿

図13 116 2面 かわらけ 皿 7.15 6.0 1.7 

図13 117 2面 かわらけ 皿 7.25 4.9 1. 65 

区113 118 2面 かわらけ JIJl 7.6 5.5 1.6 

図13 119 2面 かオつらけ 皿 (4.6) (3.9) (0.9) 

3面

図16 120 3面 青1J~~ 連弁丈碗 4.0 

図16 121 3面 青1i~~ 折縁鉢 (21.4) 

図16 122 3面 I ~I 磁 口冗血 (10.0) 5.5 3.3 

1iZ.1l6 123 3面 瀬戸 天目茶碗 12.0 4.2 6.3 

図16 124 3面 山茶碗窯 百宛 (6.0) 

図16 125 3面 r肖~'ii月礼 軍 (20.8) 

図16 126 3面 ギ~ i1j-円 軍0=- (18.4) 

図16 127 3面 常滑 軍~ 

図16 128 3面 1si"1干 軍τb-

図16 129 3面 常作i 斐

図16 130 3面 かオコらけ 皿 (15.2) (8.6) 4.9 

図16 131 3面 かわらけ 旧l (12.7) (6.8) 3.4 

図16 132 3面 かわらけ llll (13.2) (7.5) (3.6) 

図16 133 3面 かわらけ 皿 (13.2) (9.3) (3.1) 

図16 134 3面 かわらけ 皿 (13.0) (6.5) (3.75) 

図16 135 3面 かわらけ 皿 (13.2) (6.4) (3.3) 

図16 136 3面 かわらけ 凹[ (11. 0) 6.4 3.2 

図16 137 3面 かわらけ 皿 (11.0) 5.7 3.4 

図16 138 3面 かわらけ 皿 12.3 7.6 3.45 

図16 139 3面 かわらけ 皿 (12.6) (7.8) 3.0 

図16 140 3面 かわらけ 皿 (8.6) (6.6) 1. 45 

図16 141 3面 かわらけ 皿 (8.6) (6.4) (1. 5) 

図16 142 3面 かわらけ 肌 8.4 6.8 1.3 

図16 143 3面 かわらけ 皿 (9.3) (7.4) (1. 0) 

図16 144 3面 かわらけ 皿 (8.0) 5.0 1. 65 

1~116 145 3面 かわらけ 皿 (8.3) (6.4) (1. 6) 

区116 146 3面 かオつらけ 皿 7.6 5.65 1.6 

図16 147 3面 かわらけ 皿 (8.3) (5.5) (1. 9) 

区116 148 3面 かわらけ 皿 8.45 6.25 2.0 

図16 149 3面 かわらけ 皿 (8.2) (6.4) (1. 45) 

図16 150 3面 かわらけ 皿 (8.8) (6.4) (1. 5) 

図16 151 3面 かわらけ I皿 (8.7) (6.6) (1. 65) 

図16 152 3面 かわらけ 皿 7.9 4.8 1.8 打ち欠き

図16 153 3面 かわらけ 皿l (7.6) (5.1) (1. 55) 

~116 154 3面 かわらけ 皿 (7.8) (5.2) 1.7 

図16 155 3面 かわらけ 皿 (7.6) (4.9) 1. 85 

図16 156 3面 かわらけ 皿 (7.9) (5.6) (1. 65) 

図16 157 3面 かわらけ 血 (7.2) (4.2) (2.1) 

図16 158 3面 かわらけ 皿 7.65 5.2 2.0 

図16 159 3面 かわらけ 皿 (7.6) (5.0) (1. 65) 

図16 160 3面 かわらけ 皿 (6.8) 4.6 1. 75 

図16 161 3面 常i'~t 磨常i骨 10.85 10.6 1.2 

図16 162 3面 ~'i'I~t J吾常i骨 9.1 7.2 1.0 

図16 163 3面 常滑 磨常滑 8.8 8.1 1.1 

図17 164 3面 l'寸ご*くリ日口日 砥石 (9.5) 3.7 1.0 

図17 165 3面 {:コ~ ，イ1;.札IJ口11li 砥石 (8.1) 4.0 1.5 

図17 166 3面 石 琉王白 4.9 5.5 3.0 

3面遺構

図18 169 柱穴18 かわらけ 皿 5.1 4.2 0.9 コースター
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l三118 170 柱穴20 かオつらけ 皿 7.6 6.2 1.6 
岡崎 171 26 かわらけ 肌 (7.6) (5.2) (1. 8) 
図18 172 ビット 52 かオコらけ 皿 (12.8) (8.7) (3.2) 
図18 173 柱穴53 かわらけ 血 7.4 4.6 1.7 
|ヌ118 174 土坑62 三11Zら'，i'‘IU1L ~口壷
図18 175 63 {:JI勢系 土鍋

1~11 8 176 土坑66 常ifJ- 査

図18 177 土坑66 イ.1ー {419〈11l1ll1 i 硯 (6.9) 6.7 
4面

国21 178 4両 山茶碗窯 担鉢

|司21 179 4面 '~う，'ì、 l1E11 査
図21 180 4面 市I'!'l 斐

国21 181 4面 ~t~ d~j j宝鉢

図21 182 4面 かオつらけ 皿 (13.1) 7.6 3.1 
図21 183 4面 かわらけ 皿 8.6 5.45 2.0 
[:{121 184 4面 かオつらけ 皿 8.9 6. 7 1.8 rJ明皿

図21 185 4回 かわらけ 皿 (9.1) (5.2) (1. 7) 内折れコースター

図21 186 4面 かわらけ 1111 8.8 6.5 1.9 
国J21 187 4凹 かオコらけ JlI1 7.6 4.35 2.1 
|文121 188 4面 瓦質 字瓦 2.4 

4面遺構

図22 189 ピット89 伊勢系 土鍋 (23.3) 
図22 190 ビット94 かわらけ Jlll (8.2) (5.6) (1. 7) 
|メ122 191 土坑100 かjつらけ 皿 8.95 4.95 1.9 
図22 192 105 常滑 斐

|宅122 193 105 出-Ì'I~J- 斐

医122 194 105 かオつらけ 皿 (8.1) (4.4) 2.4 
自122 195 105 かオつらけ 皿 (13.0) (9.0) (3.0) 灯明皿

図22 196 105 瓦 平瓦 2.7 
図22 197 土坑106 かわらけ IIfl (13.0) (5.0) (3.0) 白かわらけ灯明皿

|ヌ122 198 土坑108 吊滑 壷

|文122 199 土坑108 瓦 平瓦 2.1 
I三122 200 土坑114 かわらけ 皿 (10.4) (4.6) (1. 7) 

図22 201 ピット115 かわらけ 皿 (12.0) (7.9) 2.6 
[:{122 202 土坑123 市十月' 斐

国22 203 123 市十11 担鉢 14.6 
|三122 204 123 かわらけ 皿 (8.4) (5.0) 2.15 
[:{122 205 132 かオつらけ IIfI (11.4) (4.0) (3.2) 
図22 206 151 かわらけ 皿 (9.1) (6.8) (1. 7) 
凶24 207 161(井戸) 青lI{f 櫛指文皿 4. 7 
凶24 208 161(井戸) Wiii=I 脚付皿 (13.2) 
1;;{124 209 161(井戸) かわらけ JJIl (12. 1) 7.5 3.1 
図24 210 16l(井戸) かわらけ Illl 11. 85 8.5 3.0 
図24 211 161(井μ) かわらけ 血 (8.9) (6.8) 1.4 
|ヌ124 212 16l(井戸) かオつらけ JTll 8.85 3. 75 1.7 
|立124 213 161(井戸) かわらけ J1ll 9.0 4.8 1.7 
図24 214 161(井戸) かわらけ 皿 8.5 6.0 1. 75 打ち欠き

図24 215 16l(井戸) かわらけ 皿 5.7 4.0 1.6 
|豆124 216 161 (井戸) 瓦 男瓦 1.8 
1:i{124 217 161(井戸) 瓦 /;(瓦 2.4 
1>;(124 218 16l(井戸) }[. 女瓦 2.5 
Izl24 219 182 かわらけ 皿 (5.3) (5.5) (0.6) 白かわらけ

図24 220 207 山茶碗窯 担s:f (16.0) 
図24 221 210 土器類 脚

図24 222 210 ヱ1-1ー市4.''(リc日口口 温石 (6.5) 9. 75 2.3 
図25 223 215(溝) 千倍り 鉢型 瓦質

図25 224 215(溝) かオつらけ 皿 (7.8) (5.8) 1.45 
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図25 225 215(溝) かオつらけ 皿 (8.5) (6.0) (1. 95) 

図25 226 215(i荷) かわらけ 皿 (11.0) (7.0) (3.1) 

図25 227 215(講) 石製品 砥石 (5.65) 4.5 1.4 

5面

図28 257 5面 青磁 連弁文碗 (13.2) 

図28 258 5面 青磁 連弁文碗 (15.0) 

図28 259 5面 青白磁 Jlll 3.6 

図28 260 5面 山茶碗窯 担鉢 (30.1) (14.0) (4.0) 

図28 261 5面 山茶碗窯 控室本 (15.0) 

図28 262 5面 かわらけ 皿 (12.7) (8.2) (3.2) 穿孔

図28 263 5面 かわらけ 皿 (12.0) (8.0) 3.1 

図28 264 5面 かわらけ 皿 (10.0) (4.8) (1. 6) 

図28 265 5面 かわらけ 1Jll (9.3) (6.2) (1. 4) 

図28 266 5面 かわらけ 皿 (9.6) (6.0) (1. 8) 

図28 267 5面 かわらけ 皿l (9.4) (5.4) (1. 7) 

図28 268 5面 かわらけ 皿 (8. 15) (5.7) (1. 5) 

図28 269 5聞 かオつらけ 皿 7.4 6.0 1.5 

図28 270 5面 かわらけ 111l (7.4) (4.7) (1. 45) 

図28 271 5聞 かわらけ 血 (6.3) (4.6) 2.1 

図28 272 5面 かわらけ 1J11 (7.7) 5. 7 1. 85 

図28 273 5面 かわらけ 皿 (7.8) (6.2) 1.6 

図28 274 5面 かオつらけ 皿 (7.7) 5.6 1.2 

図28 275 5商 かわらけ 皿 (6.8) (6.0) (1. 05) 内折れコースター

図28 276 5面 かわらけ JI[l (7.1) (7.4) (1. 1) 

図28 277 5面 瓦 軒丸 2.9 

図28 278 5面 瓦 平瓦 3.6 

図29 279 5面 瓦 平瓦 2.7 

図29 280 5面 瓦 平瓦 2.9 

図29 281 5面 石製品 温石 (9.9) 7.7 (1. 2) 

図29 282 5面 常i骨 磨常i骨 6.95 6.05 0.7 

5面遺構

図31 283 5面 かわらけ 皿 (13. 7) (8.9) (3.1) 

図31 284 5面 かわらけ 皿 (8.8) (7.2) (1. 7) 

図31 285 5面 瓦 男瓦 (23.9) 12.5 2.0 

図31 286 5面 瓦 'IZ瓦 24.0 3.3 

図31 287 5面 鉄製品 錠 (12.4) 1. 55 O. 75 

図32 288 139 かわらけ 皿 (14.6) (8.2) (3.6) 

図32 289 ピット148 かわらけ 皿 9.5 4.2 2.3 

図32 290 152 瓦 字瓦 2.7 

図32 291 柱穴158 かわらけ 皿 (12.8) (7.0) (3.2) 

図32 292 171.172 鉄製品 鉱i幸 4.8 5.0 3.9 97 g 

図32 293 171.172 鉄製品 鉱淳 5.25 5.5 2.5 74 g 

図32 294 182 石製品 打製石斧 11. 85 5.6 3.5 359 g 

図32 295 ピyト190 かわらけ 皿 13.0 7.5 3.55 

図32 296 194 瓦 男瓦 2.0 

図32 297 196 かオコらけ 皿

図32 298 柱穴196 かわらけ 皿 (8.0) (6.6) 1.5 

図32 299 柱穴241 かわらけ 皿 (13.6) (8.8) (2.95) 

図32 300 柱穴241 かわらけ 皿l (13.2) (6.0) (3.3) 

図32 301 柱穴241 鉄製品 針ー (6.7) 0.35 0.35 

図32 302 柱穴241 青政 碗 4.5 櫛掻文

図32 303 柱穴246 かわらけ 皿 (15.3) (8.5) (2.6) 

図33 304 かわらけ溜り かわらけ 皿 12.6 7.7 3.0 

図33 305 かわらけ溜り かわらけ [111 平均13.8 7.4 3.1 口径歪みあり

図33 306 かわらけ溜り かわらけ liU (12.8) (6.0) 3.6 

図33 307 かわらけ溜り かわらけ 皿 (11. 8) (8.2) 2.8 灯明I皿?
図33 308 かわらけi留り かオつらけ 皿 (7.2) (5.1) (1. 8) 打ち欠き
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図33 309 かわらけi留り かわらけ 皿 (9.3) (6.6) (2.0) 

図33 310 かわらけi留り かわらけ 皿 (10.0) 5.3 l.6 

図33 311 かわらけ溜り かわらけ 皿 (8.7) (5.0) (l. 8) 

図33 312 かわらけi留り かわらけ 皿 9.4 7.45 2.0 

図33 313 かわらけj留り かわらけ 皿 00.1) (8.3) (l. 6) 

図33 314 かオコらけi留り かわらけ 皿 (9.1) (7.1) (1. 7) 

図33 315 かわらけi留り かわらけ 皿 (8.1) (5.8) (l. 8) 

図33 316 かわらけ溜り かわらけ 皿 (8.6) (6.2) l.6 

図33 317 かわらけ溜り かわらけ 皿 (8.2) (6.0) (l. 3) 

図33 318 かわらけ溜り かわらけ 皿 8.4 6.4 1.8 打ち欠き

図33 319 かわらけi留り かわらけ 皿 (7.0) (5.6) (l. 5) 

図33 320 かわらけ溜り かわらけ 皿 (5.6) (5.6) 1.15 コースター

図33 321 かわらけi留り 瓦 軒丸 3.1 

図33 322 かわらけi留り 瓦 宇瓦 2.0 

図33 323 かわらけ溜り 瓦 平瓦 3.2 

大倉幕府 出土遺物・点数重量表

かわらけ A/J、 B小 B大 C小 C中 C大 D小 D大 E小 E中 E大 コースター 白かわらけ

重量 (g) 10 5728 58800 713 175 3684 2327 26612 425 80 1180 10 302 

総重量(g) 100046 g 

貿易陶磁器 青磁 白磁 |青白磁 彩柚

点数 70 40 21 9 

140点

国産陶磁器 瀬戸 常滑 備前 渥美 信楽 山茶 褐紬 瓦器手熔り 羽釜 不明

点数 5 905 11 23 111 53 43 8 

重量(g) 380 56817 570 1242 175 8385 50 5752 297 300 

計 1161点 73968g 

瓦 ~ 正凪L 子，-0-. 男瓦 女瓦 種類不明他

点数 4 9 5 120 10 

重量(g) 460 580 1570 16306 3635 

計 148点 22551g 

種別 砥石 石鍋 j昆石 硯 かぶら 琉泊 金属

点数 9 4 2 l 43 

重量(g) 615 145 120 60 1 65 643 

昔| 61.点
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1311仮No 遺物No 而 iii:t誌名 銭貨名 国名 初鋳年 西暦 書体 背 枚数 欠け銭

不明(割)

図8 22 j党古Ll2 寛永通資 梢書 非!f;背

図8 26 大観通貨 jヒ宋 大観元年 1107 措書 11!f;背

13112 74 2 皇5iミ通賓 北宋 資元元年 1038 家書 無背 I 

図12 75 2 !開寧元賀 北宋 I~~寧元年 1068 家書 無背

図12 76 2 元祐通貨 北宋 元祐元il~ 1086 室長書 無背

不明 l 

区113 104 2 ピγ卜2 紹聖元賓 北宋 紹聖元年 1094 室長書 無背 l 

図13 105 2 土坑 l j台平元賓 北宋 治平元年 1064 梢書 ?wi背 I 

区113 106 2 ピッ ト12 元祐通賓 北宋 元祐元年 1086 行書 無背 l 

図17 167 3 開元通賓 唐 武徳、4年 621 隷書 無背 I 

不明

図17 168 3 天品喜通資 北宋 天橋元年 1017 椅書 ill.l;背 1 

4 不明

図25 237 4 ピット219 祥符元資 北宋 大中祥符元年 1009 梢書 書!~背 l 

図25 235 4 j台平元賓 北宋 i台平元年 1064 構書 無背 1 

図25 243 4 j台平元賓 北宋 治平元年 1064 主主書 無背 1 

医125 247 4 元虫通賓 北宋 元農元if. 1078 築書 無背 2 ※ I点

図25 229 4 開元通費[ 唐 武f忠4年 621 隷書 ?wi背 3 

図25 239 4 皇宋i盈賓 北宋 ~元元年 1038 椅書: 無背 4 

図25 244 4 I~.~寧元資 北宋 !~.~寧元年 1068 構書 4HI:背 3 

図25 234 4 成平元賓 北宋 成平元年 998 椅書 !!!~背 2 

図25 251 4 紹聖元貿 北宋 紹聖元年 1094 是正書 無背

図25 252 4 紛聖元資 北宋 紹聖元年 1094 行書 青If;背

図25 233 4 至道元賓 北宋 至道元年 995 行書 無背

図25 255 4 淳!~~元賓 南宋 i享!~n 年 1187 桔書 上(十j下「四j

図25 256 4 ISl:元通貨 南宋 慶元元年 1195 格書 下 「元」

図25 253 4 大観通費 北宋 大観元年 1107 椅筈: !II.~背 I 

図25 238 4 景併i元資 北米 景祐元年 1034 楢書 書!~背

図25 247 4 元豊通賓 北宋 元豊元年 1078 事長書 無背 I 

図25 232 4 ?元重賓 唐 ?元元年 758 隷書 無背

図25 236 4 景徳元賓 北宋 景徳元年 1004 椅書 無背

図25 250 4 海束通賓 高麗 粛宋 2年 1097 隷書 無背

図25 254 4 政相l通貨 北宋 政和元年 1111 主主書 無背

ー一一L一一ー ー一一一
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大倉幕府貿易陶磁器点数表
45 

一
40 

35 

30 

25 
「ーー--

20 

15 

10 

5 

。 「一寸 n 「一一一一一寸 「ナ寸 n iI  仁三三三三ゴ 亡三三三コ 「ゴ 「ー一ー一ー寸 「プつ
碗 皿 萱 皿 壷 碗 皿 持亙 査 天目碗 合子 盤(黄袖) 盤(二彩) 壷(褐紬) 不明他

青磁 白磁 青白磁

大倉幕府かわらけ種類別 重量表 大倉幕府瓦種類別点数表
3000 140 

120 

100 

ト一一一 トー ト一一 ト一一

80 

600 

トー一一一 ト一一 トーー トーー

40 

20 

|開 円 10 

A小 日小 C小 C中 D小 D大 E小 E中

=ョ 白色、

B大 C大 E大 コぇ
オヒコ〉タ
tす

|重量E 10 572815 880 713 175 3684 232712 661 425 80 1180 10 302 点数

。8 70 。5 12 。。。。
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(1) 1商全景

(3) 1面鎌倉石列

(5) 2面全景

(7) 2面出土遺物(鯨骨)
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U
 

4
 

図版1

(2) 1面全景

(4) 1函近世基礎石列

(6) 2面出土遺物

(8) 2面全景



図版2
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( 3) 2面土丹礎石と遺物出土状況 (かわらけ)

.ー』血島崎一一 . _~.a.._f.lよニムー..!.hよi仏占}ι比二ム ι~. . 入

(5) 2面検出土境・ピット群

(7) 3面遺物出土状況(かわらけ)
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(2) 2面溝 2断面

(4) 2面かわらけ出土状況

3面貌泊出土状況

(8) 3薗玉砂利出土状況



図版3

4面土境 100と出土遺物(かわらけ)
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4面土境(イコウ 219)(4 ) 3面柱穴(3 ) 

4面柱穴群( 6 3面全景(5 ) 

4面全景(8 ) 
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5面大柱穴内柱痕出土遺物(白磁)
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5面柱穴群

7 . 5面出土遺物(瓦)



図版5

2. 5面下溝 2とピット群

1. 5面溝 2

4. 5面柱穴内検出礎石

3. 5面柱穴内検出柱痕(北から)

季
、習量 ω 

5. 5面溝 3・柱穴群(東から)

6. 5面下検出溝1 (東から) 7. 5面下全景(北西から)
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第16図ー120

第31図-322

第13図ー107

第13図ー77

5面

第28図-259

5面

かわらけi留り
第13図-79

貿易陶磁器
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第16図-128
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第8図ー16

第13図・83

第11図-44
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第25図-223
第28図-260

第24図-220

第16図-129

第8図-23
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第5図-11

第27図ー264 第13図ー90
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第5図ー10

第13図ー101
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第24図・214
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第16図-161
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第24図-222

第17図・164
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第16図-162
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よここうじ しゅうへんいせき

横小路周辺遺跡 (Noお9)

二階堂字会下323番外地点
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仁コ

l.本報は鎌倉市二階堂字会下323番外地点に所在する個人専用住宅の新築に先だち行われた、横小路

周辺遺跡 (県遺跡台|隈No.259)の発掘調査の報告書である。

2.発掘調査は平成12年12月17日から同年12年12月27日にかけて、鎌倉市教育委員会文化財課が実施し

J
H
H
H
d
 

万
Vノ

J
1
l
 

た。

3.本報使用の遺構図トレース及び遺物実測トレースは長友純子が、原稿執筆 ・編集は福田が行った。

4.本報に使用した遺構全景写真 ・個別遺構写真は須佐仁和が、出土遺物写真は菊川泉が撮影を行った。

5.発掘調査 ・整理の体制は以下の通りである。

主任調査員 福田誠(鎌倉市教育委員会嘱託) 原麿志(鎌倉市教育委員会嘱託)

調査員菊川泉須佐仁和早坂伸市 本城裕

調査補助員 長友純子猿田功一 (鶴見大学)

作業員 (社)鎌倉市シルバ一人材センター

6.発掘調査資料 (記録図面・ 写真 ・出土遺物)は、鎌倉市教育委員会が一括保管している。
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第 1章 遺跡の位置と歴史的環境

遺跡地は鎌倉宮の北隣、覚園寺のある薬師堂ヶ谷の入り口に位置している。古代において鎌倉(郷)

には郡街がおかれ政治経済の中心地であったと考えられる。当地は隣り合う荏柄天神を中心としていた

と考えられる荏草郷に含まれると考えられる。鎌倉幕府成立以前の鎌倉の様子は、中世以降に行われた

大規模な土木工事等により破壊されている可能性やこの時期の調査数が少ないこともあり不明な点が多

い。しかし平直方の娘婿となった源頼義や子の義家以降、源氏相伝の地となり源頼朝入府以降、荏草は

鎌倉に組み込まれていったのかもしれない。相模国府から鎌倉、荏柄を経て抜け房総半島に抜ける、後

に六浦道として整備される幹線道路が調査地の南方を東西に通る。道路沿いに、西方から御霊神社、甘

縄神明神社、窟堂、荏柄天神社、杉本寺といった古い寺社が並ぶことを見ても古代より拓けていた地域

であるといえる。荏柄天神参道脇の縄文土器の出土。南御門の弥生時代の集落 。永福寺跡の土師器、

竪穴住居等周辺地域では古くから人々が居住していた。

住環境が大きく変化するのは、源頼朝が鎌倉に入り大倉に居を構えて以降になる。幕府を中心に有力

御家人たちの屋敷が造られていったO また、永福寺が創建されそれに伴い二階堂大路が新たに造られた。

六浦道と二階堂大路の交差点でもある大倉の辻の東側を中心に鎌倉初期の街が形成されていったと思わ

れる。遺跡地の脇にある鎌倉宮(大塔宮)の境内は東光寺跡と伝えられている。民部大夫行光(二階堂

相 ほ l。

図 1 調査地点位置図
「

59 

、日

i旦

対
同



一日
試掘地点

¥¥ : 

。

図2 試掘地点及び調査地点

X=-77，031.347 
y=一24，010.923
十

原点

10m 

氏)が承元三年(1209)永福寺脇に建てとする説と、頼朝が建久四年(1193)に永福寺傍に建立した薬

師堂が当寺の前身であるとする説がある。『鎌倉事典J

また遺跡地のある薬師堂ヶ谷奥には覚園寺(開山智海心慧、開基北条貞時)がある。前身は北条義時

の建てた大倉薬師堂と伝えられ鎌倉時代を通し北条氏の厚い外護を受けた。このことを考えると遺跡地

周辺もまた家々が建ち並んで賑わったであろうと想像に難くない。

参考文献

( 1) r鎌倉市史』考古編

( 2) r鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書14.11大倉幕府周辺遺跡群雪ノ下四丁目620香5地点J1998年

( 3) r史跡永福寺跡』鎌倉市教育委員会 昭和63年度

( 4) r鎌倉事典』白井永二編 1976年

( 5) r鎌倉廃寺事典』貫達人 川副武胤著有隣堂1980年

第 2章 出土した遺構と遺物

調査にいたる経過

調査開始以前に家の耐震性を高める杭が計36本打たれてしまった。調査対象面積は杭の打たれた範囲

の約72ばであるが打たれた杭の本数が多く、結果的に杭の間隔が広い場所を選び7本の杭に固まれた 4

x 4 m (約16ぱ)の調査区を設定したものである。更に調査区内から 2本、計 9本の杭が発見され十分

な調査が出来たとは言えない状況であった。調査地は道路に接した駐車場部分と1.3m程の盛土された

敷地からなる。調査に先立つて駐車場部分で行われた試掘調査では、地表下 2mまで掘り下げたところ

5面以上の生活面が確認され、本調査では地表から部分的に2.26mまで掘り下げ4面以上の生活面を確

認したO

調査に先立ち遺構確認のため試掘調査を盛土の無い敷地北西隅で、 2X2mの四角形の試掘墳を設定

した。海抜14.2mの地表面下約30cmで、土丹粒に混じりかわらけ片、炭が混じった包含層を確認した。約

60cmと70cm下で、土丹を叩き締めた遺構面 (1. 2面)を検出した。およそ 1m下で、黒灰色土と土丹の混

60-
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I -15.0m I 土丹による 1面構成T

2.A音茶褐色粘質土層

3.土丹に よる 2面構成工

4.日吉茶褐色粘質土層

5.土丹 による 3面構成工

6.11音茶褐色粘質土層

柱 コンクリ ート基礎

11.盛土

12.黄灰色土層(細かい土丹粒 ・炭混る )

13.土丹地業層

14土丹地業層

15灰褐色粘質土層 (炭混る)

16.黒灰色土 と5-15cm大の土丹層

17黒灰色粘質土層と 1-5cm大の土丹層

18土J"J層

E W 

1-14.0m 
1
 

1
 

1
 J 

Jξ言三平
μこ¥l

4m 

図 3 全測図・土層断面図及び試掲土層断面図
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じった遺構面(3面)と柱穴を検出した。地表から 2mまで掘り下げたが地山は確認されていない。 3

面下にも更に土丹を用いた遺構面が続いている。覚園寺がある薬師堂ヶ谷の谷筋が調査地の西側を南北

に通る。この谷筋に向かい検出した遺構面はなだらかに落ち込んで行くことが観察された。

試掘調査の成果を参考に申請建物の東南、杭の間隔が広いところを選び、 4X4mの四角形の調査地

を設定した。海抜約15.5mの地表面の下約150cmまでは造成による盛土であった。掘り下げて海抜14m

程で土丹を用いて叩き締めた遺構面 (1面)を確認した。遺構面からは土墳が l穴検出された。検出し

た遺構面の下には更に土丹を叩き締めた遺構面 (2・3面)が確認された。確認された各遺構面は平坦

に広がっていることが観察された。

出土した遺物(図 4) 

図4-1 は青白磁碗。透明度の高い柚が内外面に施され、内面には凸線の葉模様と条線が巡る。

2は常滑査の体部片。小片のために体部径は不明、表面が細かく剥離しているのは熱を受けたためか。

3 ~ 9 はかわらけ、 3 は口縁部片、 4 ~ 9 は底部片。 概ね13世紀後半~ 14世紀初頭のものと思われる 。

10は常滑担鉢底部片。内面は使い込まれたためかつるつるに摩滅している。

第 3章

可ブ1
fぶ〆銭円
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|て二二コノ5 ~ 亡コミ

--~_::_:::C=づ' 6 ~ 」二二九

¥二J::c==イ。 10cm 

図4 出土した遺物

まとめ

遺跡の変遷、性格を述べるにはあまりにも調査範囲が限られていたため、十分な調査が出来たとは言

えない状況であるが、調査事例の少ない当該当地周辺の情報と資料を得ることが出来た。鎌倉前期源頼

朝が建立した永福寺へ向かう 二階堂大路に近接し、『吾妻鏡Jに永福寺郭内と書き表された東光寺(現

鎌倉宮敷地と推定)に隣接、また覚園寺のある薬師堂ヶ谷入り口に面していることから、古くから鎌倉

幕府中枢域、御家人たちの屋敷が軒を連ねていた一角であったことは想像に難くない。今後、周辺の調

査が進展すれば改めて当遺跡の変遷、性格が明らかにされるものと期待するものである。
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図版1
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図版2
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妙本寺遺跡 (No.232)

大町一丁目1140番 l外地点
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仔l 仁コ

1 .本報は鎌倉市大町一丁目 1140番I地点における宅地造成工事に伴なって実施された妙本寺遺跡(県

遺跡台帳No.232) の発掘調査の報告書である。

2.発掘調査は平成14年 1月 7日から同年 2月 1日にかけて、鎌倉市教育委員会文化財課が実施した。

3.本報使用の遺構図及び遺物実測図・観察表は調査員が分担作成した。第 1章・遺跡の位置と歴史的

環境は菊川 泉が、第 2章・調査の経過と層序、第 3章・検出した遺構と遺物、第 4章・まとめは

福田 誠が担当し編集は福田が行った。

4.本報に使用した遺構全景写真・個別遺構写真・出土遺物写真は福田が撮影を行った。

5.発掘調査・整理の体制は以下の通りである。

主任調査員 福田誠(鎌倉市教育委員会嘱託)

調査員太田美知子石元道子須 佐直子菊川泉神山晶子

調査補助員古田土俊一猿田功一 阿部潤鈴木絵美(鶴見大学)

作業員 (社)鎌倉市シルバ一人材センター

須佐仁和

栂岡渓音

早坂伸市

6.発掘調査資料(記録図面・写真・出土遺物)は、鎌倉市教育委員会が一括保管している。
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第 l章 遺跡の位置と歴史的環境

調査地点は鎌倉市大町一丁目 1140番 1外に位置する。現在の JR鎌倉駅から東およそ 1kmのところに

あり、東西に伸びる谷、比企ヶ谷の入り口に当たる。現在は閑静な住宅地の一面で、この谷の奥には日

蓮宗長興山妙本寺がある。開創は文応元(1260)年、開基は比企大学三郎能本、開山は日朗。寺の前身

は比企能員ら一族の屋地と伝え られる。近世の地誌書の多くは、これが「比企谷Jの地名の由来である

ことを伝えている。妙本寺について『新編鎌倉志Jや 『新編相模風土記稿』は十余の院家を挙げている

が、現在はない。現在残っている建造物は山門・八角堂 ・方丈・経蔵・本堂 ・鐘楼 ・二天門・霊宝殿・

祖師堂 ・蛇苦止堂である。

比企能員は武蔵比企郡の豪族で、養母比企禅尼が頼朝の乳母であった所縁により、挙兵以来頼朝に従

っていた功臣であ った。『吾妻鏡』寿永元 (1182)年 7月12日条には、北条政子が頼家出産のため比企

禅尼の宅へ入った記載が見られる。比企能員の妻は頼家の乳母となり、娘の若狭局は頼家の愛妾とな っ

てー幡を生んだことにより、比企氏は権勢を増すこととなった。 しかし、建仁 3 (1203)年、頼家の後

継をめぐって北条氏と対立 し、能員は北条時政の名越邸で謀殺された。能員の子宗能も 一幡とともに北

条軍に責められて、 一幡の住まいでもあった比企谷の小御所で、没した。残党は流刑・死罪 ・配流などの

処分を受け、事実上比企氏はここに滅んだ。

吾妻鏡において「比企が谷jの地名の初見は、比企氏減亡後の承元 3 (1209)年 5月15日条。 神嵩

・岩殿観音堂に詣でた実朝が、方違のため「女房駿河局の比企が谷の家」に立ち寄っ た記事である。(1駿

河局Jは 『吾妻鏡』の記載から北条政子に近侍した女房の一人であることが知れる。)

その後この屋地がどのようになったかは明確ではないが、妙本寺境内には現在もー幡の墓と伝えられ

る一幡袖塚がある。また、四代将軍藤原頼経の妻となった頼家の娘の屋敷「竹御所」があったとも伝え

られる。(1竹御所jの名はそのまま頼経室の名としても用いられている。)

『吾妻鏡』によれば、文応元 (1260)年10月15日、北条政村ーの娘が比企能員の娘讃岐局の悪霊に取り

JEかれるという事件が起こる。悪霊は「比企谷の土中にあるの由、言を発Jし、「これを聞く人、身の

毛竪っと云々。」とあり、 若宮別当僧正が加持を行い、 悪霊が政村の娘から離れていったのは翌月の27

日であった。能員一族の死から57年後、竹御所が難産で没してから26年後のできごとではあるが、 一族

の怨霊が屋敷のあった比企谷に留まっていたと考える風潮は、文応年間当時においても少なからずあっ

たと推測できる。能員の遺子、大学三郎能本がこの地に妙本寺を開基したのもこの年である。比企能員

一族滅亡後も、竹御所や能本など、 一族の縁者の屋地としてこの地が使われていたのかもしれない。

ちなみに開基の比企大学三郎能本は、能員が殺害された際、京に逃れ、東寺に学び)I[買徳院に仕えた。

承久の乱の後順徳院の佐渡配流にも従い、その後鎌倉に戻っ て儒官として用い られたO 日蓮の儒学の師

となり、 f立正安国論』の剛正にも関わっている。やがて日蓮の法弟となり、妙本と称えた。後に日蓮

から本行日学上人の名を授けられている。

谷戸の入り口には小町大路がせまり、 日蓮辻説法跡と伝えられるー画もある。実￥語以南には米町

魚町といった字名が残っており、往時この周辺には町屋が広がり、商業地帯の様相を呈 していたと考え

らる。

当調査地点の周辺の発掘調査事例は大町一丁目 1140番 lの一部外地点及び大町一丁目 1140番2地点が

ある。

[註 1]貞享 2 (1685 ) 年刊の地誌。 延宝(1673 ~ 81 ) 年間に徳川光国が臣下に命じて、江ノ島 ・ 葉山
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-金沢を含む鎌倉一帯の地名・旧跡・社寺の由緒沿革を調査・編纂させたものO

[註2]相模九郡の地理誌。天保元(1830)年着手、 12(1841)年脱稿。林衡を総裁に、間宮士清・ 三

島行政ら27人の編録。

[註 3]比企能員の残党は流刑・死罪になったが、妻妾と二歳の男子は安房に配された記載が建仁 2年

9月3日条にある。また、同日の記事に、一幡の死骸は確定することができず、焼け残った染付の小袖

の残片の柄によってその死が確認されたことを伝えている。j原性がこれを高野山の奥の院に納めた。袖

塚の名の由来は、おそらくこの記載によるものであろう。

[註4]永享8 (1436)年開創の本覚寺の前身である天台宗夷堂の名に由来する。小町大路を南下し、

滑川を渡る橋。

[註5]現共同住宅。報告書未刊。概要は『神奈川県埋蔵文化財調査報告41.1 平成 9年度神奈川県内

埋蔵文化財発掘調査一覧(平成11年3月 神奈川県教育委員会)

[註6]個人専用住宅。本報告書に掲載

参考文献

1 .白井永二編 『鎌倉事典.11976 東京堂出版

2. r鎌倉市史H社寺編J1959 吉川弘文館

3. r全詳吾妻鏡』 新人物往来社

第2章調査の経過と層序

本遺跡の発掘調査は、平成14年 1月7日から表土掘削及び機材の搬入を開始し、同年 2月1日まで行

った。周辺で行なわれた発掘調査結果を基に、重機で表土を約80~90cm掘り下げ第 l 面を検出した。 グ

リッドは、現在の妙本寺参道延びる東西軸方向に平行に設定した。グリットは鎌倉市4級基準点の内DO

1058 (X = -76， 078. 520 Y = -25，067.316)と、 D0 1059( X = -76，099.553 Y二 一 25，061.921)を基

準に、調査基準原点 1(X = -76，085.775 Y = -24， 077. 213 Z =9. 976m)、原点 2(X = -76，083.335 

Y = -25，000.837) を設定したもので南北軸線は真北に対して 5053' 49"東にずれる。調査中に使

用した水準点は鎌倉市 3級水準点No.53204(L = 16. 147m)から仮原点に移動したもので、仮原点の海

抜:は9.976mで、ある。

調査地は西に向かい閉口する比企ヶ谷の谷口あたり妙本寺参道の南側面に接している。妙本寺参道の

先、西に約170mには夷堂橋が架かりこの下を滑川が北から南に向かい流れ下っている。JR鎌倉駅ま

で、約450m程の距離で、ある。

調査は現地表から表土を重機で掘削し排土および調査中の残土は敷地内に山積みにした。表土は約80

~90cmの厚さの盛土で調査地全体が覆われていた。調査は道路面より約80cm高い敷地の駐車場部分の切

り下げと、下水管等掘削が遺構面まで及ぶ範囲であったため現地表面からおよそ 110cmまでの調査と

なった。調査面積は110m
2で、ある。

2月1日に器材の搬出も含め、 全ての調査を終了したO 検出した遺構 ・遺物の詳細は次章に譲る。
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1.表土

2. i炎茶灰色砂層(荒い砂と5-15cm大の土丹)

3.茶灰色粘質土層

4 明茶灰色粘質土層

5茶褐色粘質土層 (5cm大の土丹を含む)

6 淡茶褐色粘質土層

7 土丹によるl商構成土

8.黒灰色粘質土層(lOcm大の土丹を含む)

9.荒い砂と0.5-3cm大の土丹層 l
}溝覆土

10.荒い砂と土丹粒多量に含む i 
11.荒い砂と20cm大までの土丹層

12荒い砂と5-10cm大の土丹層

13.20cm大の土丹層(裳込め)

14.大型(平らな)土丹を数きつめ、聞に荒い砂

15暗灰色粘質土層

16黒灰色粘質土層(板i認の裏込め)

17.土丹層 (人頭大多数)

18.土丹層

19. a音茶褐色土Oi詳の裏込め)

20.地山(青灰色粘質土層)
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第 3章検出した遺構と遺物

〆

参道脇の駐車場部分切り下げ範囲を l区、道路及び下水管等が入る範闘を 2区として調査を行った。

a.1区の調査

参道脇の溝に土砂が落ちることがないように幅約 1m程の壁を残しながら、参道に沿って長さ (東西)

20m、'1届 (南北) 3 mの調査区を設けた。重機を用いて表土掘削を行った ところ、ほほ現在の道路面と

同じ高さで士丹を敷き詰めた l面を確認した。駐車場部分でこれ以上の工事による掘削が行われないこ

とから 、調査は確認した土丹を敷き詰めた 1面までとした。

精査を行ったところ明らかに近代の撹乱と井戸の掘方、数個の柱穴と土墳を確認した。柱穴と土墳は

遺物が無く穿たれた時期は特定できなし、。調査区内に広がる土丹面は2区までは広がらないことからあ

る時期の妙本寺参道の可能性も考えられた。 1面の海抜は妙本寺よりの東端で9.58m、滑川に向かう西

端では9.30mと緩やかに下がっていることがわかる。

b.2区の調査

L字形の調査地、参道に面した'1'日3mの I区以外の南部分を 2区とした。およそ幅(東西)8 m、長

さ (南:1ヒ)5 mの大きさである。

1[fJ 

l区と同じ平坦面が広がり、この I面の海抜は約9.60mで、ある。 l区の遺構面に見られる土丹を敷き

詰めた面は 2区には広がらなし、。 I区の土丹敷き面と 2区の境目は東西方向に浅く窪み溝状を呈してい

た。 2区西壁に沿って幅約 1m長さ 5mの範囲に大小の土丹を敷いた基壇状の遺構 1を検出した。遺構

lの西縁には大きめの土丹がiIEべられていた。土丹面は調査区外の北東方向に広がりを見せていると考

えられる。遺構 lから出土している遺物から15世紀代の年代が考えられる。

2商

l商の下.約15cmで、 2面を検出した。海抜約9.45mである。 l区と 2区の境目 、l面で確認していた東

西方向の浅い溝状の窪みの下から 、東西方向の l溝新を長さ約 7m分検出した。溝は幅約80cm、深さ50

cmの素掘りの溝である。また l面の遺構 lの東側に沿って浅い素掘りの溝が 1溝新に注ぎ込んでいる。

2面では柱穴10個と土壌4個を検出し土横 Iから担鉢が出土した。 1溝新の検出により l区 l面で検出

した土丹面は妙本寺に向かう 参道と考えられる。

1 i茸新を掘り下げたところ40 ~ 50 c m大の土丹塊を用いて護岸されている(1 溝) ことが明らかにな

った。便宜的に 2面下と呼ぶ。溝底の海抜は東端で8.56m、西端で8.45mで、ある。この時期のi茸の深さ

は約70cmで、ある。また護岸の土丹ーの隙聞から板溝の部材が観察されたことから、 土丹を用いた護岸より

さらに一時期古い溝が存在することが明らかにな った。

1 i梓新と l溝内で出土 した遺物から 2面は14世紀後半代の年代が考えられる。

3面

2面の下約20cm、海抜約9.25mで、はほ平坦に広がる 3面を検出した。 2面下の l溝から南に約 1m、

講に平行する建物跡を検出した。建物は東西 3m、南北は不明、 遺存する深さ約 3~ 5 cmの床下に転ば

し根太 8本の痕跡を持つ建物である。根太の上に床を張った板壁を持つ建物と思われる。護岸された土

丹を取り除くと幅約 1m、深さ 1mあまり 、側壁の土留めに板材を用いた板溝が検出された。溝底の海:

抜は東端で8.13m、西端で8.03m程で、ある。若宮大路を始め側溝の土留めに板材を用いた板溝は、市内

の発掘調査で数多く検出されているが、中でも 若宮大路の側溝は幅 3m、深さ 1.5mの規模を誇り 、個IJ
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板を支える束柱の上下にホゾを穿った基礎の材木を溝幅に沿わせ、その上に束柱を立て梁を入れたり引

きを取ったりする手間のかかる工法を採用している。溝 1に見られる工法はもっと簡便な工法で、側壁

を支える束柱は直接打ち込まれている。裏込めの跡が確認されることから溝を作る際、 一旦素掘りの大

きめの溝を掘り、溝幅に合わせて側板を並べ束柱を側板の長さに合わせ打ち込み、 裏込めを戻していっ

たと考えられる。おそらく溝の上部には内側に倒れ込まないように梁を入れたり引きを取ったものと思

われる。溝底には扇平な土丹を敷き並べていたようである。板の重なり、束柱の間隔から何度かに渡 り

修理が行われていると思われる。

この土留めに板材を用いた板溝内で出土した遺物から 3面の時期は14世紀前半代と考えられる。

3面下

3面の下約30cm、海抜約 9mで、地山の上に被る黒灰色粘質土層の 4面を北トレンチ深掘り内の土層断

面で確認した。しかし宅地造成時の根切り(壊される深さ)を越えていたために面的な調査は行わなか

った。更に 3面の下約40cmで、地山面を確認した。地山面の海抜は約8.8mo 南に向かい平坦面が広がっ

ている様であるが詳細は不明。

LL-:32 ~云土二ブ3によg Q LA， ミ三3二ζ二ク4
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第 4章 まとめ

妙木寺創建以前の比企ヶ谷の記録を見ると『吾妻鏡』寿永元年七月十二日条、北条政子が産気で頼朝

の乳母、比企禅尼宅(比企ヶ谷の地名の由来)へ入ったことが挙げられる。 後にこの地が比企能員以下

一族の居館となる。 比企能員は頼朝挙兵以来の功臣。妻が頼家の乳母となり 、娘の若狭局が頼家の室と

なり ー11時を生む 。 ~ II替が生まれたことにより将軍の男として権力を増し北条氏と対立して行くことにな

る。建仁三 (1203)年九月、頼家の病気のさいにその後継をめぐり北条氏と争い、北条氏討減の企てを

立てたとして比企能員は訴殺され、比企一族は一幡とともに居館があった比企ヶ谷で滅亡する。頼家は

将軍を追われ伊豆に幽閉され賓朝が将軍となる。比企ヶ谷の地名の初見は『吾妻鏡J建長五(1253)年

12月11日条、妙本寺の創建は文応元(1260)年、 比企一族滅亡から妙本寺創建まで57年間の年月が経っ

ていることになる。この創建の年に北条正村の女が、比企ヶ谷土中にある讃岐局(比企能員の娘)の霊

に惑わされた記事があるように、 57年経っても比企一族滅亡の記憶が生々しく伝えられる屋地として積

極的に利用されていなかったと言うことが、鎌倉時代前期・ 1=1::1期の遺物が少ないことから言えるのかも

しれなし、。そして出土する遺物が14世紀以降の生活雑器を中心とした物が多いという傾向から妙本寺創

建以降、境内及び周辺の土地利用が進んでいったと考えられる。
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図4 1. II区包含層 .1面の遺物
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18 瀬， ij内j.J片1I (9.9) Ilfi:l:，灰1'1色桁紋!天命h

19 瀬JiJffi 円縁部J¥ Ilf，l 灰(1色精紋!天布h

20 ';出i~.i什'I't就Aじ任 LJ縁音日)'， 6 b 11勺'i:

Fh
u
 

口
δ



21 'j;~'iμ何r~醐b 11縁部1¥- 81¥Vi: 
22 常滑jJ2鉢 u縁部川

23 常滑担鉢 1 IA量部)¥

24 常i骨掠J* Llie主部八一

25 'n:，滑t，;!j;j; 34.0 16.4 12.2 811;ュt

26 111 1t~椀~~系JE鉢 Il縁部)¥

27 J:f.'.f主主本 ド体育¥)¥

28 i1~1.石製鍋 11縁部)¥

29 4見 長辺6.8 m'l幅4.8 |両部Jrk大厚1.9 長M!l.I.

30 fiJl;石 長さ8.7 中iβ.0 !守さし6 l-j!Hi'i '1'(，氏 小11は成形H寺加J:Jj{がj遺イf 41m使!司

31 日t石 i量さ9.0 最大幅3.3 最大原2.2 上j!i・陸 中fiJl; 小 11 は成形時加TjJ~が逃イT 1 ITii使片l

32 l~ f:i l直径2.0 厚さ0.5

33 '1'瓦 l早さ1.9 IJ古|精良 Ir~lì面斜佑子日 fl き Jk付，¥占 E矧相当

34 "!'.tC !与さ2.0 胎 l精良 |科切り lCじ、焼成後に加l工 ，"，ilii縄 LI日Ilき 水福寺 I矧相当

図6 II区北トレンチ内の遺物

I かjコら It (7.0) (4.8) 1.7 線櫨!来形焼成良好樟白針・クサリ傑混入

2 かわらけ (7.1) (5.3) 1.5 概略!幻影 'l;'f.成u.H 樫 雲母・白針・ 7サリ臣官混入

3 か1コら 1t (12.1 ) (8.3) 3.2 事鹿櫨!反形焼成良川 鐙雲母 ・白針・ 7サリ際・砂混入

かわらけ (12.6) (8.4) 2.7 車鹿櫨}成形やや粗IJ古 にぶい樟雲母 クサリ際・土汁・砂混入 次焼成

5 かオコらけ (13.4) (7.5) 3.2 糠悩i変形 .l)'i成良好 に..-;.~ぃ燈 雲母 I'IJ:↑・クサリ傑ift人

6 瀬戸天FI碗 (1l. 4) (4.2) 5.8 胎ニ1. 灰白色精級事h:果袖口縁部に筒紬を上掛け

7 瀬戸天 11腕 Ili量部1¥- 民ij'. 灰白色梢紋利1:.lJH古 口縁部に褐利lを上掛け

8 瀬戸大 1111 Il縁部)'1- 胎j 灰ドl色村I綴利1:1ポ紬

9 瀬戸卸JlJI 休部片 3.4 肝i:L:灰白色村I綴布h:灰事h

10 瀬戸折縁深肌 (1，1.1) 二足付き lIfj上 :11<黄色チョ ク状布11:裁布hl人l底ノ、ヶヌリ、外体 1'.古1¥

11 伊勢系鍔釜 胎 1.: Iji白色 金12母の組粒 ・砂を多く混入

12 火鉢 11縁部)'， 瓦質 μ縁hl;に弱いみがきを施す

13 川ム{円"ι及加、 I1fScm¥ 6 b I日式

14 ，'I!;・滑発 1-1縁部1'， 71¥'1式

15 ';K"i骨t'l'鉢 l寸縁部)'，-

16 山茶碗;t系t'l'鉢 IJ縁部)'，

17 l足;た斐 11縁部)十

18 iV磁印花文碗 (4.4) 胎土:灰白色黒色粒混入精級車h:淡緑色透明

19 ，'H長蓮弁文皿 li(ll's片 胎土:灰白色 精微 ~rtl : i走緑色 :1"透明

20 111総蓬弁文碗 []すまi11~J ¥ 胎J: 灰色精級紬淡紋色透明納府はうすい

21 t守政蓮弁文碗 11縁部)'，" 胎土:灰白色精紋型色粒混人材 :i先緑色透明申h層はうすい

22 出，'lijをf庁帯主1111 11縁部)'， 胎土:灰白色精級恩色粒浪人納 :淡緑色不透明紬層は比較的うすい

23 ?~f石製鍋 (15.0) 

24 dt石製J/.~転用品 縦4.7 十世8.3 )早さ1.7 鍔を切り格とし、 11縁に対しでほぼ垂直に切断

25 日t石 Iえさ6.1 最大幅3.0 厚さ3.0 上野広 中低 4 lin使用

26 lil¥石 f~ さ 5.7 申話5.7 最大J1if4.3 天1f!:JÌI~ 古Uill; 41(1I使ifJ

27 、F瓦 J!r~ さ 2.7 1白|精良 Ill1!面総IIIJ[Jき 水福守 I期相.!Ji

28 '1ぇ瓦 1'7さ2.2 1古川j :次*)'0ぷ lKt話予I!哲j相当

29 Y瓦 l与さl.8 1白'土料良焼成が必iくごく 1宅紋"日面なで 凹IIli糸切り痕永福寺 UJ相当

図 7 II区 l溝新の遺物

I かわら 1t (6.8) (3.8) 2.1 模縮成形 '1)'，とhJi:良好 にぷい燈 雲母・クサリpt.土丹粒混入

2 かわらけ (6.9) 4.2 2.1 事鹿輸!戊形焼成uM 燈雲母 ーIj針混入

3 かわらけ (6.6) (3. i) 3.4 線維)戊形焼loc良 好 程 雲 母 ー白針 ・1丹粒混入

4 かわらけ (6.6) (3.8) 2.4 概櫨!戊形焼loc良H 燈 雲母 ー1'1針ークサ')燦土汁粒混入

5 かわらけ (6.8) 4.0 2. " 事鹿櫨!戊形焼成良好 にぶい澄 I~I 針ークサリ傑 ・ 土ナl 混入

6 か1コら It (8.1) 5.0 2.5 概略!戊形-Ijt成良好松雲母. f~l !i十混入

7 かわらけ (8.2) (5.0) 3.7 離輸!戊Jf; 旬'i;成良好燈白針 ークサリ機土)"j粒混入

8 かわらけ (8.2) 5.8 2. " 聴櫨!成形 -1ft成良好 樟 22母 l士l{i十浪人

9 かオコらけ (7.4) (5.2) 2.0 糠車庫!成形 ifi成良H 指 向車| クサリ日程 土n粒混入

10 かわら l十 (7.9) (5.3) 3.4 機轍!花形焼成良好鐙雲母 ['1 ~.十 ー クサリ際土汁粒混入

11 かわらけ (8.4) (5.3) 2.7 醜輸j花形焼成良好 燈:雲母 (.H十ークサリ際・士JJ粒混入

12 かわらけ (9.0) (6.4) 2.9 糠車庫成形力'i;I&良好極 雲母 白針 ・クサリ際混入

13 かわらけ 11. 5 概略J主形tJ'i成良好 にぷい黄符雲母白針悦人

14 かオつらけ 13.2 9.0 3.6 車鹿櫨j花形旬't成良川 符 1'1&1 石英.jJj粒ifi.人
15 かわら It 12.0 7.6 3.2 車鹿櫨J変形焼成良好 僚 22母 1'1針 クサリ際混入

16 かわらけ Il. 8 6.6 3.2 聴櫨J反形焼成良好符 雲母 (1針・クサリ際混入

17 かわら It 13.5 8.6 4.2 車鹿櫨!反}杉焼成良川 椅雲母 (1針・ :1".丹粒混入

18 かわら It 11. " 7.0 3.4 税事E成形焼成良好燈 雲母 クサリ際 ー土1'1粒混入

19 かわらけ (12.2) (6.6) 3.4 車鹿車直!反形 力!i成良好 鐙 Zf母 1'1針ークサリ際・土ナj粒混入

20 かわらけ 13.6 i.6 4.1 朝車輪成形力，'u成良好 極雲母 1'，針 l沙・土JJ粒混入

21 かわらけ (12.6) (8.S) 3.3 機車塩1，)(:形色，'tJ皮良好 控室・母 i当針 ・混入

22 かわらけ (13.0) (7.8) 2.9 車鹿櫨)戊形 焼成良ftl にぶい樫 22母 f"IH. 1寸j粒浪人

23 かわらけ 14.0 6.9 3.8 事鹿悩成}杉焼成良好 機 1':1$1 クサリ 1燦・混入

24 かわらけ (12.6) (9.2) 3.1 綾櫨!玩形力!t成良好枝雲母 1'1針 {沙ークサリ傑混入

25 かわらけ (13.2) (6.4) 3.1 線総!戎形焼r&:良好積 雲母白針 ・クサリ際 目←j:J‘l粒混入

26 か1コらけ (13.2) (8.2) 4.4 貌櫨成形焼成良好燈雲母 1':1針 クサリ礁・土汁粉混入

-86-



27 瀬戸平碗 llI.O) I 胎土 :1)¥"1火色精紋!火制l

28 瀬戸平碗 口紋i刊)十 胎よ :1火!'Ifu 精綴 j火:1111

29 瀬戸京縁)，lIll 11縁日日I¥" 胎土 :1火(1色 村f級以北IJ

30 瀬戸花瓶 胎上!火1'1色精級制利l

~I 瀬戸 14， ;~1\片 胎土 :1火色 精級 l火柑l 印花文 fγ):1; . ;j(i干すの山形が考えられる

32 瀬戸酒会!l~jfi( 11紋 ì~l)片 胎 L:1火1'1色精級位i利i

33 瀬戸卸flll 円 ~;~ì1!)片 胎 |一 )火1'1色精綴!火利l

3~ 瀬戸折縁i~llIl u紋庁1¥片 胎土:1火じlfu 精絞 !火fllJ

35 1頼戸折すま深IIIl []縁1m)十 目白土 :1火|ιl色 精ネ致 1"柑i

36 常滑担J* 日付丹liH

37 11~i骨控鉢 μ縁t}!)片

38 '!iti骨jf鉢 口i主主IIIl
39 '品t骨控鉢 LI絃，';11片

40 常滑t呈鉢 11縁n.LJ音目片

41 常滑斐 日村日111'， 10型式

112 A市 I岡宵宝市E m1<庁1¥片 7型式

43 '?i;滑'f， u"求古11[¥ 9 ~~jト八

44 LLI茶碗窯系tlt~j本 I~I 縁日111'，

45 備前揺鉢 仁1是正白111¥

図8 II区 l溝新の遺物

火鉢 Ll 手札'~mJí Li:質午li!l輪花

2 火鉢 1-1縁郎1'， 七日~'ft 次焼成

3 火鉢 ilbft日1¥1'， 1-. 1ì~'î'( 

4 火鉢 口縁 j~lj)_lf 土?~質 cr{しあり

5 火鉢 日縁~m)'f 土 2314 外{本百1Iにilj化立;のスタンプ

6 :1'風炉 (28.6) 上L質

7 I i骨G製鋼 LJ縁部片

8 i骨石製鍋 n#;ill片

9 I f，且 伐:fi:長5.4 残存!早0.9 長方{拠点側欠偵

10 b見 与え{il之6.4 残{T:I手u 長方{堤氏側欠損

1I 砥u 長さ 10.(j ~H\ ï. /1 厚さ;'.8 天草1'( 民紙 HITl世川

12 砥li 長さ J.9 。"6.1 最大原1." H鳥i竜1'( {LI二げ低 11(11使m
13 W;石 長さ 10.，1 。品3.5 最大厚1.9 嶋崎/-(:イI:J:.げ砥か 31而使用 煤1.)，Yi 
14 部tィi 長さ 11.7 。11¥5.0 I~ さ 2.2 上野郎 rJ ifi}~ 3 rM似IIJ 煤付着

15 )L瓦 厚さ2.6 1白土紛U 永福寺 1J日j州吋

16 ['H滋07C11Il Ilf重剖;n' 胎土 :1人 I'I~ 精級制1 :透明

17 白磁口JCIIIl (6.2) IJ古土 :1火I'jg，_ 精綴 布11:j秀明

18 青白依梅#!(i!:i' L1h¥部片 胎土 :1火j'J色黒色村山入精綴泊11 水青色j主|リj

19 育匝i碗 5.0 胎土: 1火山色里色村 il~入精綴布11 :淡紋色透明ヰ'11し、貫入あ 1)

20 青白磁梅瓶 9.8 胎 1.:1火山色黒色料 il~入精綴布11 水青色透明ぶ注等とも-.15え勺れる

21 青白磁梅J依 休部;)11 目白士 以 I'I~ 里色続性t人精紋布11:ノ'J(青色透明

22 青白磁fI~ifl( {本部1'， 胎土 :1火1'1色 司王色料品t人 精綴 病IJ:ノlく青色透明

23 褐納査 f半部1¥ 胎土 :1火1'1色精級品IJ:n音赤位j色

図 9 II区 l溝新底部の遺物

かわらけ (6.8) (5.5) 1.3 線櫨J瓦 If~ ，t.生成良好 にぶい黄鐙ゴ;1主ー1'-1針 ク吋リ傑混入

2 かわらけ 8.0 5. -1 1.7 械事量!蕊)伝焼成良好的雲母白JI クサリ際・ IJ'J混入

3 かわらけ (8.0) (5.2) 1.9 車鹿櫨成 If~ >>ii土:fll lYtlぷU'11 f立 主i主 l'cIi十 クサリ際 ー砂泌人 !辰吉ちに ~tj出しない孔あり

4 かわら It (7.4) (4.81 2.2 糠櫨!花形焼成良好将雲母・ 1~lfl ケサリ際泌人

5 かわらけ 8.0 4.4 2.3 離輸!戊 Jf~ 焼成良好 にぶい黄櫨ゴ、 l手臼針 クサリfIl'上汁i1t人

6 かわらけ (7.0) (4.4) 2.1 統櫨成Jf~ 焼成良好的雲母 I'IJ:I クサリ磯山人

7 かわらけ (7.7) (5.9) 2.4 糠櫨成)巳焼成良好符雲母 1'111 クサリ燦itt人

8 かわら It 12.0 8.8 3.1 車鹿櫨成 If~ .t完成良好 符 雲母 r'lJ! クサリ際 IJl混入

9 かわらけ 14.2 9.0 3.4 車鹿櫨成!日焼成良好 ね雲母 ['1 j:1 クサリ傑I兄人

10 かわらけ 12.9 8.0 3.3 糠悩!花形焼成良好 将雲母 (!JI クサリ傑混入

II 常i骨斐 円縁日I;)¥ 8型式

12 常滑斐 11紋剖;Ji- 8型式

13 常i骨斐 ，1紋訓;H 8型式

14 待i骨斐 ，1休部J¥ 8 !!'I:ri: 
15 協i骨翌E 口紋;'';111十 7 t早l式

16 常滑3盟 u縁部片 10形ュL
17 常滑控鉢 11紋 ;il;)-J1-

18 常滑ji鉢 仁l紋1'1'1_1部片

19 山茶椀?事系j' u紋部片

20 山茶椀窯系抗:鉢 1"1縁部片

21 瀬戸平腕 (12.8) 胎土:J火(1色精綴!火fjlJ

22 瀬戸卸llll (12.2) 胎土 :J火，Yi-色精紋 l火袖

23 瀬戸柄付片11 (17.0) 胎土 : J火 ~I'i 色精微)火~JlI 一次焼成

24 瀬戸折縁深1111 LI 株部片 胎土 : J火 (1 色整地!火~IIJ

25 瀬戸卸llIl !反日111¥" 品、土:J火山色以前11 次焼成

26 瀬戸酒会す':'(;i:i m古1;及び取手百111'， 胎土 :J大1'1色盟申11 j!;(木文のへフ 11:き

27 瀬戸香角1 (4.9) I 胎土 :J火 I~I 色杭紋 J" 利l

ウ

i
口
δ



L~ 瀬μ'企 (7.5) 

:29 瀬戸小川[ 5.] 

:jO ).(1. fI斐 {本日I¥}'I

31 火鉢 11松川jJlr

32 火鉢 la )-:.*王 125.4)

33 ['Jt: luJさと，1

3，1 ILI政口jじ1111 11紋i'H:}I)

:l5 古i"1IiJ.t.1I11 Il1t川;n

:五〉 古白石d (/1.1) 

37 T.f~長碗 15.3) 

3~ 青irnuiii 7.2 

39 白政宗 !rl i¥l;}1) 

110 J手段 |、 i~; 川 ;)1)

，11 t甘石製鍋，[，，;1[1/11'， 上毛さ6.o 中品3.，1 !早さ 1.:>

'12 irJ1石 I之さ6.9 申iβ2 ~さ 2 . 2

図10 II区1溝の遺物

かわらけ

ヱ かわらけ

かわらけ

4 官"i; i骨!j!~

「υ 出irlーi同Jえ車主立

6 fj 鋭i室ずi、 :t耐~

/ 青山政、1111

H 

9 美濃椀

10 瀬戸折縁深1111

11 ' .ト';ì骨 t~~鉢

12 'm"i骨収j*

13 k鉢

j;¥ 火鉢

15 lil¥石

16 低石

22 かわらけ

23 かわら It

2~ かわらけ

25 かわらけ

26 かわらけ

27 かわらけ

2o かわらけ

29 かわらけ

3D かわらけ

31 かわらけ

32 tltt由提

33 i~l" fli~椀

3/1 i!J磁蓬弁文{ぬ

35 1~l" Þf.i蓮弁丈腕

36 FT匝H自

37 1'.1磁口]日11

(7.2) 5.0 2.3 

18.:3) (5.3) 2. ] 

( I:l. 2) 7.5 3.6 

IIM;;'dS}十

11紋"古川

11司'ai~:!) J1 

I 1 干求白I~J 1) 

3.1 

1-1休部}¥

(2 ¥.!I) (]1.9) :>.1 

I 14::t. i~:l) J J) 

11松市川

11松川1'，

1-1松山I;JI)

長さ6.:; 最大$，;¥5.1I ~大厚'1. 2

R斗 7J最大胆旦Ui:k)lf'O.号

6.1-¥ 

(自.())

7.3 

7.5 

17..1 ) 

ï.~ 

19.8) 

113. ()) 

111.0) 

112. ()) 

ii;，";[¥I¥ 

lii:1;;引;}I)_

I l ~*I\ I;J I) 

(17." ) 

lî~t;:品Iì-

4." 

5.4 

5.5 

5.3 

14.21 

4.2 

5.8 

(9.3) 

(7.0) 

(7.2) 

3. " 

i比大!享0.7

1.9 

3.2 

1.8 

1.9 

1.6 

1.9 

2.4 

2.5 

2.6 

:l. 5 

3.4 

3.5 

図11 II区3面板溝の遺物

l 瀬戸折縁深1111 (26.2) 1 

日 瀬戸itlif草深1111 I I ~:* ì~l:l~ J 1) 

:3 I '，'1';;骨搾ft、 il紋出n-

'1 1'，1;;;骨t呈鉢 lî紋 ì~'l ) j ， 
5 I 1;~' 滑斐 (:21.()) 1 
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伊リ 仁ゴ

1. 本報は、妙本寺遺跡 (N0 .232)の所在する遺跡内の鎌倉市大町一丁目 1140香 2地点における個人

専用住宅の新築に伴う緊急調査報告書である。

2.発掘調査は、平成14年 9月17日~同年 9月26日にかけて鎌倉市教育委員会が実施した。

3.調査体制は、以下の通りである。

調査担当者:原慶志

調 査 員 :須佐直子、太田美知子、須佐仁和、早坂伸市、中川建二、

調査補助員 :宇都洋平 ・高橋拓也 ・野崎美帆・山口正紀 (鶴見大学生)、

原 考史 (国土館大学生)

悔岡渓音

銘苅春也、橋本和之・

調査作業員 :蓑田孝善 ・杉浦永章 ・町田義一 (社)鎌倉市シルパ 人材センタ

協力機関名: (社)鎌倉市シルバ一人材センタ一、鎌倉考古学研究所、東国歴史考古学研究所

4.本報の執筆は、第 l章を須佐直子、第 2章を原、第 3章については調査員協議のもと原が稿を草 し

た。また挿図作成には太田 ・早坂 ・中川・ 栂同・宇都 ・野111奇・ 山口・原(考) ・橋本が行な った。

5.本報掲載の写真は、全景 ・個別遺構を原・須佐 (直)があたり、出土遺物を須佐 (仁) が撮影した。

6.発掘調査における出土遺物・図面類 ・写真などの資料は、鎌倉市教育委員会が保管している。

7. 本報の凡例は、以下の通りである。

-図版縮尺 全測図 1/80

遺構図 1/20、 1/40 

遺物図 1/3

遺構のレベルは海抜標高の数値を示している 。-遺構図版

.遺物図版 ・ー ・ーは利1薬の範囲を示す。黒塗りは燈明皿に付着した油煙煤を表現している。

8.現地調査及び資料整理においては、

意を表します (敬称略、 五十音 )11責)。

多くの方々からご助言、並びにご援助を賜った。記して感謝の

秋山哲雄、大三輪龍彦、岡 陽一郎、小野正敏、河野巽知郎、菊川 泉、小林康幸、

佐藤仁彦、汐見一夫、宗蓋秀明、宗蓋富貴子、田代郁夫、 玉林美男、塚本和弘、継

福田 誠、松尾宣方、馬淵和雄、桃崎祐輔
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第 1章 遺跡の位置と調査の概要

1.遺跡の位置

妙本寺泣跡は、若宮大路を 11二I心'11111として広がる鎌倉平野部の東端山何に立地し、 i引 11の1T.J~~~:ーに展開す

る谷戸のけ一Iの比企ヶ谷に位置し、背後に丘陵の崖面が迫っている。この正|凌は南を大町大路に限られ、

東のぞ11也へと続いている。鎌倉駅から市東方へ約500mのところにあり、西側を走る小町大路側に閉口

した束l国に伸びる谷戸の入口近くにあたり、現在は閑静な住宅地で地需は鎌倉市大町一了日 1140番2に

所在している。調査地付近の現地表ruiのiNi友は10m前後で、あり、小IIIT大路付近 (同6m前後)から束に

向かつて高くなっている。中世基盤!冒とされる黒渇色粘質|ての上!fuレベルで比較すると、約200m北西

に位置した地点 5で6.6m前後で、あり、十，'J-III左岸に形成された微高地東端部の一角を占めていることが

わかる。ところで小町大路と交差したI'i'J-川に架かる夷堂橋を渡ると「おうめさま」として人々に信仰さ

れている本覚寺(日蓮宗、山号妙高:~iJ 1 )がある。妙本寺の惣門前から小路を南へ進んだ左手に妙本寺の

末寺として創建された常栄寺(ぼたもち守)あり、また現在では惣f"]から北へ辿ると200m程で、左に折

れ、琴弾橋を経て小町大路に合流してしまう小路しかないが、かつては北行したまま滑川と山裾の間を

抜けて宝成寺近くまで通じていたようである。

比企ヶ谷の谷戸奥には、鎌倉時代におI]mされたと伝える日蓮宗本山の長興山妙本寺があり、調査地点

を合めて周辺は妙本寺の旧境内域にあたる。寺伝によると、閉山は日朗、開基は比企大学三郎能本、丈

応元(1260)年に開創と云う 。寺の前身は、地名が由来を示すようにこの e干すが比企氏の屋敷地で建仁

三 (1203)年牟九月、比企 J矢が滅亡した地とも伝えられている。

本地点のすぐ西を南北に走る小1111・大路は、南東側に展開する大IIIT・米1ft]".和賀江や:1ヒ・東側にあたる

気和飛坂 (化粧坂)・須地賀江橋(筋違橋)・大倉辻などの 「町屋」の多くを連結しており、鶴岡八幡宮付

近の政治 I't='ifl域から貿易港和賀江 (飯島津)へ至る中世からの幹線道路であり経済的動脈を成していた。

2.調査の経過

当該地は妙本寺遺跡(県遺跡台11長N 0.232)の中に位置する鎌倉市大町一「目 1140番2地点における

個人専用住宅の建設を含む宅地造成工事によって創出された敷地の・角にあたる。平成14年 8月に当該

地において事前相談がなく地盤の改良て事が実施されていた状況が判明したため、施行業者に対して工

事の一時中|析を要請して急速、建築主と施行業者と文化財保護のJ首位に付いて協議を行なった。その結

果、ただちに文化財保護法に基づく Ilb山手続きを行い、平成14/9二9月17日から現地での発掘調査を開始

することになった。

調査は、建物基礎がすでに構築されていた関係から多くの困難を伴うこととなったが、建物基礎の範

囲内で遺構が破壊されていない狭小な|面積を対象に実施された。平成14年 9月17日よりまず第 lトレン

チの表土を重機によって掘削することから始められ、続いて第 2トレンチの調査を実施した。その結果、

第 1・2トレンチは共に鎌倉時代中期~末期にかけて 4時期の中世生活面と、それに伴う遺構・遺物が

発見された。同年 9月26日までの聞に必要な記録作成を行ない、無事に現地調査を終了することができ

た。調査期間中の経過については、以下のように調査日誌の抜粋を記すことにする。

-109 



妙本寺参道
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大町一丁目 1140番1外地点

C杭

第1卜レンチ

本調査地点(大町一丁目 1140番2地点)

図2 調査区位置図
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調査 日 誌抄

9月17日 第lトレンチ調査開始。機材搬入。 トレンチを設定し、重機による表土掘削。

19日 第 1而の遺構検出及び全景写真撮影。 測量用基準杭を設定、原点レベルを調査区内に移動。

20日 第2面の調査終了。全景写真擬影、全測図作成。

21日 第3面の調査終了。全景写真撮影、全測図作成。

22日 第3面下のトレンチ調査 (中世地山面)を実施。写真撮影、全測図 ・調査区壁土層堆積図の作成。

第 1トレンチ調査終了。

24日 第2トレンチの重機による表土掘削。第 l面の調査終了。全景写真撮影、全測図作成。

25日 第2面の調査終了。全景写真撮影、全測図作成。第3面の検出開始。

26日 第3面及び同面下のト レンチ調査 (中世地山面)を実施。全景写真撮影、全測図 ・調査区壁土層

堆積図の作成。現地調査終了し、関係各方面に発掘調査を終了したとの旨を連絡し、機材撤収。

調査地点の経緯は、北緯 [350 18' 50" ] 東経 [139
0

33' 32" ]である。また海抜標高の原点移

動については、若宮大路段葛の二ノ鳥居近くに設けられた三角水準点 (N0.15637: L =6. 168m)か

ら調査地の C杭上に仮水準点を移動した。文章中及び挿図に記載されているレベル数値は、すべてこれ

を基準にした海抜標高を示している。
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第 2章検出遺構と出土遺物

1 .第 1トレンチの遺構・遺物

第 1トレンチ (図 2~ 4)は、建築範囲内の西側北寄りの位置に建物基礎を避ける形で東西3.5mX

南北2.5mの規模で設定した。本トレンチの土層堆積は、図 4に示したように現地表下50cm前後の表土

( 1層)を除去すると、 小型の土丹塊を砕いて突 き固めた地業(2層)が確認され、この上面を第 l面

とした。 現地表下約1. 1mで上部に暗茶褐色土を貼った厚さ35~45cm前後の地業層 ( 4 層)が表出され

たので第 2面とした。さ らに第 2面構築土を掘り下げ、ると、現地表下約1.5mで上面に中・小土丹塊が

点在した第 3面が確認された。第 3面以下の調査については、工事掘削深度の根切底の関係から北壁際

に東西方向でトレンチを入れて確認を行なった。その結果、現地表下約1.9mで無遺物で非常に締まり

ある黒褐色粘質土の中世基盤層が検出された。

以上のように 4時期の生活面が確認され、それに伴って各面から検出した遺構は、土壌・柱穴などが

あり、出土遺物にはかわらけ・舶載磁器・瀬戸や常滑窯製品、金属製品などがみられた。

a. 第 1 面 (図 3~5 、図版 1 ・ 3 ) 

第 l面は、海抜標高9.90m前後でほぼ平坦な生活面を構成しており 、土塘 l基、柱穴 7口などの遺構

を検出した。

土墳:土墳 Iは北西隅で確認され、大半が調査区外に拡っている。一部を P1に壊されている。確認

された規模は、東西70cm以上・南北80cm以上・深さ35cm程を測り、円形状を呈したものと考えられる。

覆土はかわらけ小片・炭化物を多く含んだ締まりのない茶褐色粘質土である。

柱穴:P 1は平面が楕円形を呈 し、東西径50cm・南北径40cm.深さ40cmを測る。P2はP1を壊して

掘られたもので円形を呈 し、径40cm.深さ30cmで、ある。P3・4は調査区外に拡がり、土層観察から後

者が新しし、。確認された規模は P3が径40cm以上・深さ30cm、P4が径30cm・深さ35cmで、ある。P5は

規模が径20cm・深さ25cmで、円形を呈する。P6は規模が径35cm.深さ35cmで、円形を呈し、底面ほぼ平1旦

になる。P7はやや楕円形を呈し、規模が径30cm前後・深さ30cmで、ある。

出土遺物は (図 5-1 ~ 10、図版 3 上段)、 1 ~ 4 が面上から出土した資料である。 l;1]'青磁碗、 2

が角棒状の鉄製品で、用途不明、 3がロクロ成形かわらけ大皿、 4が瀬戸四耳壷の肩部と思われるもので

ある。 5 ・ 6 は土墳 1 から出土したもので、 5 がロクロ成形かわ らけ小皿、 6 が常i骨担鉢である。 7 ~

10は柱穴から出土したもので、 7 (P 1 )が北宗銭、 8 (P 2 )が青磁折)j要皿、 9 (P 3 )が常滑鳶口

査、 10(P 6 )が瀬戸卸皿で、ある。

b. 第 2 面 (図 3~5 、図版 1 . 3) 

第2面は、海抜標高9.40m前後でほぼ平坦な生活面を構成しており、検出した遺構は土壌 2基、柱穴

l口である。

土墳:土横 Iは南西隅で確認され、調査区外に拡っている。確認された規模は、東西80cm以上・南北

40cm以上・深さ30cm程を測り、楕円形状を呈したものと考えられる。覆土は土丹粒 ・かわ らけ小片・ 炭

化物を多く 含んだ締まりのない暗褐色粘質土である。土墳 2は南側が調査区外に拡がっており、確認

された規模は東西55cm.南北30cm以上・深さ20cm程で、断面摺鉢形を呈する。
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第 1トレンチ北壁土層注記

。 2m 

1. 1三 七 ・近現代の存 i。

2.茶褐色粘't4t_-t・4、土汁塊を突き闘めた締まりの強い土丹地業層、

第 11面構築|ーである。

3 茶褐色もii質 1-.: 3 cmjlJ土月地 かわらけ小片を合んだ締まりの

あるもの 0

4.茶褐色粘質土:小土汁塊 かわらけ小片 相砂を合んで締まり

あり 、 上部に!￥さ 10c叶すのH百茶褐色村~t~t上を M

った地業k昔、上l削が第 2出構築土である。

日首*1色中山'ft_! 大型!-JIJ鬼 炭化物を多く混入し締まりあり 、

中世地山 一一」 6 

第 3iBi構築 lである。

6 . 里世j色市'tlît~ _:L 無造物で締まりの偵しはl'Ul地山将である。

図4 第 1トレンチ北壁土層図
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柱穴:柱穴 lは円形を呈し、筏30cm.深さ25cm程で、ある。底面に腐蝕の進んだ礎板と覚しき痕跡が認

められた。

出土遺物は(図 5-11 ~ 15、図版3ヒ段)、 11~ 14が第 1面下~第 2面から出土した資料ーでロクロ成

形かわらけの小・中 ・大皿、 15が白磁端反碗である。

c.第 3面 (図 3~ 5、図版 1・2・10)

第3面は、海抜標高9.0m前後で、東側がやや高く西に向かつて緩やかに傾斜した生活面である。検出

した遺構は土墳 I基だけである。

土墳:土墳 lは北端中央寄りで確認され、調査区外に拡っている。確認された規模は、東西径75cm.

南北径65cm以上・深さ25cm程を測り、楕円形状を呈したものと考えられる。覆土は土庁粒 ・かわらけ小

片 ・粗砂(鎌倉石を砕いたもの)を多く含む締まりのない茶褐色粘質土である。図示できる遺物は出土

していない。

ところで第 3面の調査終了した後、北壁に沿って幅60cm、深さ70cm程のトレンチを入れて中世地山を

確認した。この上面の海抜標高は8.60m前後で、ある。

表 1 第 1トレンチ出土遺物観察表

|ヌ|・香り F重頻 位、長 (a口径b:1氏径 c::liF高) 成形-特徴 (文様-紬薬 IJfi.L.ぷ地焼1&など) NIT考i虚構・その他l

5 -1 青M';，碗 正t部片 b: 4. Ocm ;1!¥f，文 淡緑色不透明高台11刊削Ih畳付露)Jfi f:火白色綴宥 l面l上龍;Jt窯系

2 砂、町;;:<ロ口ロ 長さ i13. 8Jcrn耐(j-9mm厚さ 7日]日1 断固多角形の料、状 用途不明 " 

3 かわらけ a :14.3cm b :8.8cm じ:3.7crn 外底糸切jJ~ ロクロ l~lÞリザ色黒色 i:~k (i少・ 雲付・赤色村 " 

4 瀬戸 |川耳斎 阿部片 '1[(0(1'責み技法オ ー リブ灰色氏紬灰~ólt 白色級宿 " 

5 かわらけ a:(7.7)cm b・4.4cm c :1.7crn 外Ij¥糸切痕ロクロ 権色，1#色微砂 -雲I:):.;JJ;色t./.向J.t 11市 1I演l

6 常i丹 WJ本 11縁古川、片 !火色砂校 長干l.t;':Hl.lj台市i)!f1'(口鉢 II1'J'l -， 

銅銭 H-!:米通宝 北宋銭 1'J)鋳年 1038年周IJBを間 りIJII工 。P1 

8 青政折腰血l a: (9.9Jcm 11縁音li端反状淡緑色半 透 明 灰1'1色県色微砂級需 。P2 龍泉窯系

9 常滑鳶日号!~ b : (8. 8)cm 愉積み校it 砂日底 !天 ~.J.!;色表面I褐色 {沙粒 長石粒やや粗IJfi 。P3 

10 瀬戸 If!lllll a:(l2.6)cm |付面に却日五IJみ j火緑色 IX*III刷主塗り 黄!天内色l%kl沙堅~~主 ゥ P6 

11 か1コらけ a: 6.7cm b:3目 6cm c :2.1crn 外底糸切jj~ ロクロ 将色黒色微砂・雲l‘j・赤色末、i 100干、21M

12 かわらけ a :1l.2crn b :6.0cm c :3.4cm 外底糸切痕ロクロ 燈灰色黒色{故砂 ・2母・赤色p " 

13 かわらけ a :11.3crn b :5.2cm c :3.5cm 外!氏糸切jHロクロ 符色黒色微砂 赤色粒・内i'!・イ H粒 " 

14 かわらけ a:12.3crn b:6.4cm c:3.7clII 外底糸切痕ロクロ 位色.'.~色微砂・赤色粒 ・ |守針・ L rJ粒 " 

15 自伝~ 碗 口市主部n i!M反日縁 灰白色透IVJ灰白色紋宿 2面上核 l

16 常滑位鉢 底部片 |人l面!全滅jJ'J. 11音灰色粗砂粒・イi粒 常d:J-片11鉢 ;煩 2面下、31lri

17 青磁 lI1l b :4.4cm II;Jj面櫛 llTJ丈主IJ花丈 ~;þ灰色透明外底露胎灰色l楽綴同安窯系 3而下 1 地山I凹

戸

h
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2 .第 2トレンチの遺構・遺物

第2トレ ンチ(図 6・7)は、建築範囲内の東隅寄りの位置に建物基礎を避ける形で南北約3.0mX

東西約2.5mの規模で設定した。本トレンチの土層堆積は、図 6に示したように現地表下40cm前後の表

土 (1層) を除去すると、第 lトレンチでは確認できなかった拳大の土丹と中 IJtかわらけの制片を交え

た締まりのない茶褐色粘質土が堆積していた (2層)。その下の 3層も同様に拳大の土丹塊を多量に交

えた茶褐色粘質土あるが締まりの強い地業層であった。この状況より、 3層上面を第 I面として捉えら

れた。現地表下約1. 1m において厚さ1O~15cm前後で、暗褐色粘質土の地業層(5層)が表出されたので

第2面とした。さらに第 2面構築土を掘り下げると、現地表下約1.3mで殆んど間層を挟まずに確認さ

れたのが第 3面 (6層) である。 6層の上面では土丹塊を突き固めた地業が一部で確認された。

第3面.L-)、 Fの調査については、工事掘削深度の根切底の関係から南壁際に東西方向でトレンチを入れ

て確認を行な った。その結果、現地表下約1.5mで無遺物で非常に締まりある黒褐色粘質土の中世基盤

層を検出lした。

以上のように 4時期の生活面が確認され、それに伴って各面から検出した遺構は土壌、柱穴、鎌倉石

切石などがある。出土遺物にはかわらけ、舶載磁器、瀬戸 ・常滑窯製品、 土 ・石製品などがみられた。

a. 第 1 面(図 6 ~ 7 、図版 2 ・ 3 ) 

第 l面は、海抜標高9.85m前後でほぼ平坦な生活面に整地しているが、南半部の上面には土丹が突き

固めたられ版築層が確認され丁寧な生活面の作出が行なわれていた。この面で検出した遺構は土墳 I基、

柏2穴4口などである。

土墳:土墳2は北西隅で確認され、調査区外に拡ってお り、一部を P8により壊されている。確認さ

れた規模は、東西径100cm以上・南北径90cm以上・深さ40cm程を測り、楕円形状を呈 したものと考えら

れる。覆土はかわらけ小片・炭化物を多く交えた締まりのない茶褐色粘質土である。土塘 3は西壁調査

区ー外に拡がっており、確認された規模は南北径75cm・東西径45cm以上・深さ約30cmで、楕円形を呈するも

のと考えられる。覆土はかわらけ小片・炭化物が多く、 2cm角土丹を少量交えた締まりない茶褐色弱粘

質土である。

柱穴:P 8は平面がほぼ円形を呈し、径50cm'深さ約40cmを測る。 P9は円形を呈 し、径40cm'深さ

15cmと浅い掘り方もつo P 10は楕円形を呈 し、径35cm・深さ35cmで、ある。この他、 トレンチ南半部の範

囲で確認された破砕土丹を突き固めた版築面上にやや偏平な土丹塊が不規則に集合した様子が認められ

たが、現状ではどのような性格をもつかは把握することができなかった。

出土遺物は (図 7-1 ~ 8、図版3下段)、この面の遺構に伴う図示可能なものは認め られず、 遺物

包含層及び面上から出土した資料だけである。 1~ 3はロクロ成形かわらけ大・小皿、 4が白かわ らけ、

5が瀬戸入子、 6が常i骨担鉢、 7・8が砥石と火打石である。

b. 第 2面 (図6・7~ 24、図版 2 ・ 3 ) 

第2面は、海抜標高9.35m前後でほぼ平坦な生活面に整地が行なわれていたO この面で検出した遺構

は土墳 2基、柱穴 3口である。

土墳:士墳 2は東壁調査区外に拡っており、 ー部を P2により壊されている。確認された規模は、東

西-径70cm以上・南北径70cm・深さ15cm程で、あり、断面が浅い皿状を呈 した楕円形のものと考えられる。
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第2トレンチ南壁土層注記 一 
b 

1．表 土】近・現代の客土。 

2.茶褐色粘質土：拳大土丹塊・かわらけ小片・炭化物を多めに含む 

締まりのない。第1面の遺物包含層である。 

3．茶褐色粘質土】拳大・頭大土丹塊を多く混人、上面を突き固めた 

締まりの強い土丹地業層。第】面構築士である。 

4．暗褐色粘質土】5 cm角土丹塊・かわらけ小片・炭化物を多めに含 

む締まりの弱い。第2面の遺物包含層である。 

5 暗褐色粘質土：拳大・頭大土丹塊を混入し、締まり強い地業層。 

第2面構築士である。 

6．茶褐色粘質土】拳大・頭大土丹塊を混入し、 上面を突き固めた締 

まりの強い地業層。第3面構築士である。 

7,黒褐色粘質土】無遺物で締まりの強い中世地山層である。 

中世地山 0 2m 

トmi つ一一l  I 

図6 第2トレンチ 
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覆土はかわらけ小片・ 炭化物を多く交えた締まりのない暗褐色弱粘質土である。土墳3は酉壁調査区外

に拡がっており 、確認された規模は南北径95cm'東西径50cm以上・深さ約20cmで、楕円形を呈するものと

考えられる。覆土はかわらけ小片・炭化物が多く 交えた締まりない茶褐色弱粘質土である。

柱穴 :P2は円形を呈 し、径30cm'深さ約35cmで、ある。P9も円形を呈し、径40cm'深さ25cmと浅い

掘り方もつo P 4はやや楕円形を呈 し、径35cm'深さ30cmで、底面に腐蝕した礎板の痕跡が認められた。

出土遺物は (図 7-9 ~ 1 9、図版 3 下段)、 9 ~ 16は面上から出土した資料である 。 9~ 11がロクロ成

形かわらけ小皿、 12が青磁碗、 13が白磁碗、 14・16が常滑担鉢、 15がかわらけ加工の土製円盤である。

17・19がロクロ成形かわらけ小皿 (土墳 2. P 4)、18が青白磁梅瓶 (P3 )である。

己主五; ~- -fcJにJLd 11 

守二干~-l J
-

...第1面
亡二二二コ 7 

。B

て云=C2::J9

7町
12 

ノ冗三 三五
dD 15 

ミ二正三三ク17

"_"" ./ I 

，_" 

...第2面

"，-，， '~'- -- I 可
‘J 18 

百 三毛
ー守

16 

...第3面下卜レンチ ...第3面

¥プ
10cm 

守主主三

図7 第 2トレンチ出土遺物
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c. 第 3面 (図 6・7、図版 2・3) 

第3而は、海抜標高9.0m前後で、東側がやや高く西に向かつて緩やかに傾斜した生活面である。検出

した遺構は柱穴 3口だけである。

柱穴:柱穴は西端調査壁沿いで確認され、 一部調査区外に拡っている。確認された柱穴 1~ 3は、東

西径30~50cm . 南北径40~ 55cm以上・深さ 25cm前後を ißlJ り、楕円形状を呈 したものである 。 覆土は土丹

粒・かわらけ小片 ・粗砂(鎌倉石を砕いたもの)を多く含む締まりのない茶褐色粘質土である。図示で

きる遺物は出土 していない。

出土遺物は(図 7-20~ 22、図版 3 下段)、 21 ・ 22 は 3 面上から出土したロクロ成形かわらけ・常滑

担鉢である。 20は子担ね成形のかわらけ大皿である。

ところで第 3 面の調査終了した後、南壁に沿って幅80cm、深さ 30~50cmのトレンチを入れて中世地山

を確認した。この上面の海抜標高は8.75m前後で、あり 、 トレンチ西半部に土壌状の落ち込みを確認した。

表2 第 2卜レンチ出土遺物観察表

I'xl 番号 種 J'l'i 日、量(a・11任b・!九径 c: ~~，'::j) 成 I1三-守~J 徴 (文級 . f由薬 11台土 -ぷ地 'I:)'t成なと ) 備考(遺構その他)

7 -1 かわらIt a:7.8cm b:3.9cm c:2，ilcm 外I{(糸切Hiロク ロ 日吉黄燈色黒色微砂 -向針 1 rrl[上

2 かわらけ 日 (11.61cmb :6.0cm c :3.5cm タトJ~糸切痕ロクロ 程色黒色{故{沙 雲1:) 白JI " 

3 かわらけ a : 11. 8clll b :5. 7cm c :3. 7cm 外!氏糸切J良ロクロ |培灰絞色黒色i放iゆ 白JI・t.J'lN: るつほか " 

4 白かわらけ 日:12.0cm 外而指日;[1痕明rX(1色{数砂紋密 ノノ

b 瀬戸人子 a:i.6cm b:4，8cm c:2. ~cm 1 If~八弁輪花外底へラ i'j lJ り 1"1縁古1Iに降灰紬 以内色i放{ゆ堅級 " 

6 市・滑 N鉢 底部片 IkJ面摩滅痕 111"1火色粗砂粒計約常i'l'r片口鉢類 " 

7 iiJx石 lくさ (9.I)cm幅3.0cm厚さO.8cm イ|上紙 嶋滝Jlj'. 粘板引製 jiI，jji)J;面に刃物痕イ~. f) i支}W燈色 " 

8 火打行 H:さ3.lcm 幅2.7cm厚さ 2，8cm チャート系 各市に打撃jH有り IIi¥灰-1火尚色 i"s再火の痕跡 " 

9 かわらけ a: (7.U)cm b・S.5cm c: l.4cm 外!怠糸切痕ロクロ 樫色~，I，!，色微砂 雲母 - 赤色約 1 f面下、 2面

10 かわらけ 日:6.9cm b:5.0clll c:1.4cm 外底糸切jI{ロクロ 別賞渇灰色'.IA色微砂・(lJ;1 '. 

11 かわらIt a:(6.9)cm b:5，2cm c:1.7cm 外!ま糸切痕ロク口 径色~，~，色 {政{沙 白針-赤色粒 J:1:}1りJITIl " 

12 ?f"fi;.i 例 I 1 ~持1I片 外面鏑i近弁文: IUJ~k色半透明厚lに施利IIUJ以内色 '1'，色微砂級官 '. 

13 自b長碗 b:(4.5)cm 1l7L碗断面内fll山台灰1'1色不透明畳付、山台内露Jlii 灰白色級'出 '. 

14 常滑脱鉢 !久吉1¥片 I)'J面摩滅痕 .Jt~灰色組砂粒 内耐降灰flll 常十l;j-片口鉢類 " 

15 土製 IIJ幣 1王2.8cm 1早さ 8mm 孔径5mm かわらけ休部を円散状にJJIIr 1j1央小イL 燈色，I .I~色微砂 向針 高、色粒 '. 

16 常滑 J1!鉢 a :29. 2cm b: 13. 6cm c: 12. 3cm I'r口外!削沙日底:陥債技法 椅色 黒色y-l投砂 .1三行中主主1111千i .， 

かわらIt a :7.5cm b:5目4cmc:1. 7cm 外底糸切痕ロク ロ 黄杓色里色{放I昔、 75母 I.'HI 2函 J:峨2

18 青白磁梅瓶 日:3.6clll 1 1*まヘーh-iMi片 水青色透明;幸子ーの施flll 白色黒色微砂1咲綴 P 3 

19 かわらけ 日:6.9cmb:3目 5cmc: 1. 6cm 外底糸[;)J痕ロクロ t:i色黒色微砂・雲1:):.白JI p" 

20 かわらIt a :12.7cm b :11.6cm c :3.6cm 下t'f成形燈色 '，1，¥色{抵砂 14母・1'111 亦色村 21in1、、3面l

21 かわらIt a: 11.2cm b :i.lcm c :3.lcm 外底糸切1良ロクロ 控色黒色n出合-雲1:):.白針・赤色位 31雨上

22 常滑 rii鉢 IJ縁部1'r IUJ褐灰色砂粒・長イl粒粗胎常i骨片 IIj* jJJi " 
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第 3章 土
ta

と め

今回の現地調査は、既に建物基礎工事が完成した状況で実施された為、建物基礎から安全な後退距離

を確保しつつ、調査区の設定位置や調査によって発生する排土の処理問題を考慮して作業を進めなけれ

ばならなかった。さらに高い建物基礎を避けながらの作業は危険を伴う点など多くの困難を抱えての現

地調査でもあった。従って、ごく限られた而積の中の調査であったため、調査成果から得られた情報は

おのずと限られたものである。ここでは各面の年代観について若干述べてまとめとしたい。

本調査地点は、比企氏の屋敷と伝えられる跡地に建立された妙本寺の旧境内地と推定され、比企ヶ谷

戸内の開口部に位置している。先に発掘調査が実施されていた本地点北で妙本寺参道側にあたる大町一

丁目1140外地点 (図 2)の調査成果から予想では比企一族に係る屋敷跡や妙本寺に関連する遺構の検出

が期待された。 しかしながら 、上記のよう な事情により調査区は極めて狭小な範囲にな らざるを得ず平

面的な遺構の拡がりを確認することは難しいので第 1・2トレンチの調査において検出された中世生活

面の概要を以下に記すことにしたい。

第 I面:この面ほ海抜標高9.90mで土丹版築を施しでほぼ平坦な生活面に整地され、土墳・柱穴など

の遺構が検出された。遺構や面上包含層に伴う遺物は、かわらけがロクロ成形の薄手丸深型が主体で概

ね14世紀中頃までに納まるものと考えられる。

第 2面:この面は海抜標高9.40m前後で、弱し、地業によりほぼ平坦な生活面に整地され、 土墳・柱穴な

どの遺構が検出された。遺構や面上包含層に伴う遺物は、 aJ，土遺物の組成から概ね13世紀末葉頃と考え

られる。

第3面 :この面は海抜標高9.00m前後で、上面に鎌倉石の破砕粒を敷し、て生活面であり、土墳 ・柱穴な

どの遺構が検出された。出土遺物の組成から概ね13世紀中~後葉頃と考えられる。

第 3面下(中世地111) :第 3面で調査時で工事掘削深度の根切底に達していたので、 トレンチを入れ

て中世地山の確認を実施した。中世地山は海抜標高8.65m前後で、検出され、第2トレンチから土壌の落

ち込みが検出された。遺構や面上包含層に伴う遺物は、出土遺物の組成から概ね13世紀前半頃と考えら

れる。

[51用・参考文献]

宗基秀明 1998 I中世都市鎌倉の初期かわらけJr中近世土器の基礎研究 四j日本中世土器研究会

宗基秀明 2002 I鎌倉出土の14世紀代かわらけJrかながわの中世 ~鎌倉から小田原へ~ー土器様

相を中心として-.1神奈川考古学会 平成13年度考古学講座

宗基富貴子 1996 I鎌倉・今小路西遺跡 (御成小学校)の瀬戸窯製品について一古瀬戸前期から後期ま

での出土様相 J r瀬戸市埋蔵文化財センター研究紀要 第4輯』

服部実喜 1994 I南武蔵・相模における中世の食器類(2 )一中世前期の様相 J r神奈川考古第30

号J神奈川考古同人会

松尾剛次 1993 I中世都市鎌倉の風景J古川弘文館
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‘c .第 1卜レンチ第 2面(北から)
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図版3
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企 a.第 1トレンチ出土遺物

• 

企 b. 第 2トレンチ出土遺物
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しんぜんこうじあと

新善光寺跡 (No.279)

材木座四丁目573番1外地点
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1.本報は鎌倉市材木座四丁目573番 1外地点に所在する個人専用住宅の新築に先だち行われた、新善

光寺跡(県遺跡台帳No.279)の発掘調査の報告書である。

2.発掘調査は平成14年 l月7日から同年 2月2日にかけて、鎌倉市教育委員会文化財課が実施した。

3.本報使用の遺構図及び遺物実測図・観察表は調査員が分担し、原稿執筆 ・編集は福田が行った。

4.本報に使用した遺構全景写真 ・個別遺構写真 ・出土遺物写真は福田が撮影を行った。

5.発掘調査 ・整理の体制は以下の通りである。

主任調査員 福田誠(鎌倉市教育委員会嘱託)

調査員石 元 道 子 本 城 裕

調査補助員 猿田功一 阿部潤(鶴見大学)

作業 員 (社)鎌倉市シルバ一人材センタ ー

6.発掘調査資料 (記録図面 ・写真・ 出土遺物)は、鎌倉市教育委員会が一括保管している。

仁ヨ

原!責志(鎌倉市教育委員会嘱託)

伊リ
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第 1章 遺跡の位置と歴史的環境

遺跡地は相模湾に面した鎌倉の沖積平野を取り囲む標高100m前後の丘陵の東方、排ヶ谷に位置する。

この谷は約600万年前の新生代第三紀に形成された凝灰砂岩 と泥岩が浸食作用で削られ形作られたもの

である。縄文時代前期の海進期 (約5，000 ~ 6，000年前)には、海面が現在より約10m近く上昇し入り込

んだ海水により鎌倉湾が形成され、現在の鶴岡八幡宮付ー近まで海岸線が迫っていたと考えられる。縄文

時代後期の海退期 (約4，000年前)よりしだいに平野部分の陸地化が進み、弥生時代 (約2，000年前)に

はさらに乾燥がすすみ、海岸線付近では堆積した砂によ って砂丘が形成されていった。砂丘の背後 (北

側)にはラグーン (後背湿地)が形成され、旧市内を流れる最大の河川である滑川をはじめ逆川、 二階

堂川、 扇川、 佐助川などが流れ込んでいた。このこ ろから砂丘や河川によ って作られた自然堤防上に点々

と人々が居住を始めたと考えられている。奈良時代には鎌倉郡の郡街(郡役所)が置かれ、政治経済の

重要な位置を占めていたと考えられる。平安期の鎌倉は、il京頼義が石清水八幡宮を勧請した元八幡宮、

八I~番太郎義家の生まれた甘縄の館、亀ヶ谷の義朝の居館等の存在が知られ、源頼朝が鎌倉に入る 1180年

SQom 500 ，O{)O 1500 
、、
い王n<i江li'¥

図 1 遺跡地点位置図
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l 表土

2. i炎茶灰色砂質-1: 2 cm大の七丹粒・かわらけ片・を含む

2'. i炎茶灰色砂質土 炭化物含む

3 茶灰色粘質砂層 3 -5cm大のこ|二丹粒を多く含む

4. i炎茶筒色砂質土 土丹粒・炭・かわらけ粒を含む

5. n音褐色砂質(2面)

6. i炎褐色粘質砂層 細かい土丹粒を多量に含む

7.日計局色粘質土 炭-瓦片を含む

8.土丹地業層(3而) 細かい土丹粒を密に含む

9 黙樗J色粘質土(地山) 2 -3 cm大の土丹粒を含む

10.11青茶褐色土

11. i炎茶灰色土

12濁茶灰色上 細かい土丹粒を多量に含む

13. ì~暗灰色士と i炎茶褐色土

14.明茶褐色土

15. ì~茶灰色砂質土 細かい土丹粒密に入る

。

図3 第 3面全測図と北壁土層断面図
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調査地点は排ヶ谷、材木座四丁目に所在し谷間奥には枝分かれした小さな支谷が開けている。遺跡名

の新善光寺はこの谷にあったと伝えられている三つの寺院(最宝寺No.248、崇寿寺No.284、新善光寺No.279)

の一つを遺跡名としている。最宝寺は谷の入口付近、高御蔵にあったと伝えられている。現在横須賀市

野比にある最宝寺の寺伝によると、源頼朝が扇ガ谷に創建したものを建久六年(1195)排ヶ谷に遷した

ものという。享徳年間まで排ヶ谷にあり、後に野比に移ったと考えられている。崇寿寺は元享元年 (13

21)北条高時の創建、開山は南山士雲。麿永三十一年(1424) まで存在していたが位置は不明である。

新善光寺は調査地点のある谷戸が新善光寺跡と伝えられ、現在葉山町上山口にある新善光寺はこれが遷

ったものと考えられる。初めて新善光寺の名前が見えるのは、仁治三年(1242)六月十五日亥刻、執権

北条泰時が六十歳で亡くなった時で、新善光寺智導上人が念仏を勤めたとある。葉山に遷った時期は『風

土記稿』によると天正十八年(1590)頃と考えられている。

今回の調査地点は新善光寺跡と伝えられる一角で、周辺では急傾斜地崩壊対策工事に伴う発掘調査が

数カ所で行われている。

(福田誠)

崇寿 寺 山号金剛、禅宗。元享元年 (1321)北条高時間創、開山は南山士雲。

最宝寺現横須賀野比『風土記稿Jに山号五明山高御蔵 浄土真宗 京西六条本願寺末といい、寺伝

では「建久六年弁ヶ谷鎌倉材木座村属に寺を移し、薬師を本尊となす、此頃は天台宗なり」

新善光寺 宗旨未詳 現葉山町上山口 『北条九代記』北条泰時が死んだとき、新善光寺智導上人が念

仏を勤めている。

参考文献

『鎌倉廃寺事典J 貫達人・河副武胤編 有隣堂 1980年

『鎌倉市史.Ii社寺編」 鎌倉市教育委員会 吉川弘文館 1959年

第 2章調査の経過と層序

本遺跡の発掘調査は、住宅の建設に先立って平成14年 1月8日から表土掘削及び機材の搬入を開始し、

同年 2 月 2 日まで行われた。調査面積は45.00ばである。確認調査の結果を基に、重機で表土を約40 ~

50cm掘り下げ第 l面を検出した。グリッドは、建築予定範囲の東西軸方向にあわせて設定した。グリッ

トは市内 4級基準点の内C001(X=-77，270.231 Y=-24，925.990) と、 C002 (X = -77， 271. 606 

Y = -24， 954.148)を基準に、調査基準原点 1(X = -76，166.946 Y = -24， 846.141)、原点 2(X 

二 一 76，162.128 Y = -24， 853. 348) を設定したものである。

使用した仮水準点は、市内 3級基準点No.53412(海抜5.699rn)から移動したもので海抜は24.078rnで

ある。南北グリッドラインより西に32
0

36' 50"が真北である。

調査は調査範囲を 2分割した片側(1区)から表土を重機で掘削し、排士は敷地内(2区)に山積み

にした。 2区の調査時には l区を埋め立て更に余った分を上に山積みにしたものである。調査地は南に

向かつて閉口する弁ヶ谷の新善光寺推定地内に位置する。 2月2日に埋め戻しおよび器材の搬出も含め、

全ての調査を終了した。検出した遺構・遺物の詳細は次章に譲る。

東西に細長い調査区の中央から西側では地表面から約80cmで、岩盤面となる。東側では地山面が緩やか

に谷中央に向かい落ち込んでゆく。このため西側では 2面、東側では 3面の調査となった。西側の 2面

(岩盤面)は東側の 2~3 面になる。
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第 3章検出した遺構と遺物

第 l面

海抜は西端23.60~東端23.30m。地表から -20 ~ 50cm。西から東、谷戸中央に向かい緩やかに落ち込

んでいる。調査区東端から西に約 3m地点、土丹と鎌倉石切石を南北方向に据えた列とこれの抜き跡と

見られる幅30cm、長さ 3m程の溝を検出した。調査区のほぼ中央から西側では 2面と同一面を使用して

いる。

第 2面

海抜は23.20m。地表から 64cm。調査区東端から約 3m、 1面で確認した土丹と鎌倉石列、抜き取

り溝の範囲で東側に玉砂利面が広がることが確認された。土壌 l穴と柱穴 8を検出している。

第 3面

海抜は23.15~22.90m。地表から 94cm。西側は岩盤面となっている。土墳4と柱穴17、溝状の落ち

込みを 2 本検出している 。 3 つの土壌はいずれも直径約 1m、深さ 50~70cmの素掘りの遺構である。調

査区東端近くで瓦溜りを検出した。男瓦・女瓦が比較的まとまって出土したものである。

第 4章 まとめ

明確な建物跡は検出されなかったが、土丹と鎌倉石の石列を境に広がる玉砂利面や瓦溜りの検出から、

この場所が新善光寺境内で近くに瓦葺きの建物があったと推測される。瓦は鎌倉E期から皿期にあたる

もので、創建年代がわからない新善光寺が初めて記録に現れる仁治三年 (1242)を考えると範障に収ま

っている。

谷戸を取り囲む山際にはやぐらが多く穿たれており、急傾斜地の防災工事で調査が行われている。中

でも昭和62年度に行われた発掘調査でやぐらとは異なり、山裾をコの字状に掘り窪め宝箆印塔を主体と

した石塔群や写経石・白磁四耳査を伴う火葬墓が発見されている。この火葬墓は幅3.7m、奥行1.7mの

範囲で写経石が敷き詰められ、その直下から 2間x1聞の玉垣状の遺構と元代の白磁四耳壷が出土して

いる。年代は併せて出土しているかわらけから14世紀中頃と考えられた。この火葬墓の構造は格式ある

火葬礼式に則ったものであることが推測されることから、この谷戸内にそれ相応の寺院の存在をうかが

い知ることが出来ょう 。瓦葺きの建物の存在が推測されたことは一定の成果である。
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遺物観察表

図4 単位はcm ( ) は推定値

N。器種 ・種別 口径 底径 器高 成形 ・特徴 出土地点 -層位

l かわらけ (11.8) (7.0) 2. 7 車鹿甲車成形、色は樫色、胎土は精良、雲母・
I区 I面

白針含む

2 常i骨翠 胎土は精良、色は灰色で焼き締まる、

縁帯部
I区 l面

3 女瓦 厚1.6、残幅5.2、残長5.8 胎土は精良 1mm大の砂粒含み色は灰白色、
I区 1面

叩き目は市松

4 女瓦 厚2.9、残l幅5.5、残長7.5 胎土は 3mm大の石粒を含み割れ口はザック
I 区 l 面~2 面

リし、 色は淡燈色 町き目は市松

5 常i骨斐 胎土は精良、色は暗灰色で焼き締まる、

縁帯部
I 区 1 面 ~2 面

6 鐙瓦 瓦当径(13.0)内区径18.2 胎土は 1mm大の砂粒を多く含み、我口はザ

ック リし、色は灰白色 瓦当文様は圏線を I 区 l 面 ~2 面

伴う左回りの巴文珠丈は21個

7 瀬戸 胎土は精良で灰白色 四耳壷胴部紬は暗

緑色
E区2面

8 常滑斐 胎土は精良で長石を多く含む 縁帯部 E区2面

9 女瓦 厚1.9、残幅10.8、残長8.0 胎土は精良、白粒を含み色は赤灰色
E区2面

叩き目は市松

10 男瓦 厚1.8、残l幅6.5 胎土は精良で 1mm大の砂粒、白粒を含み色 E区2面

は灰白色 側面の面取り 幅が広い

11 常i骨歪 胎土は精良で、長石を多く含み暗灰色 E区2面

縁帯部 士墳3

12 鉄製万子 残長19.6、幅3.1、残厚0.4

図5

N。器種 ・種別 口径 底径 器高 成形 ・特徴 出土地点 ・層位

かオつらけ (11.8) (7.0) 2.8 聴瞳成形、色は控色、胎土は精良、 雲母 ・
I 区 2 ~ 3 面

白針含む

2 かわらけ (11.2) (6.4) 3.4 車鹿櫨成形、色は桂色、 胎土は精良、 雲母 ・
I 区 2~3 面

白針含む

3 かわらけ (12.2) (7.0) 3.3 聴瞳成形、色は樟色、 胎土は精良、雲母 ・
I 区 2 ~3 面

白針含む

4 かわらけ (13.0) (6.6) 2.9 聴瞳成形、色は樺色、胎土は精良、 雲母 ・
I 区 2 ~3 面

白針含む

5 瓦質香炉 (12.0) 外面及び内面内側まで器表面は炭素吸着 ・

磨き 胎土は精良、灰白色
I 区 2~3 面

y
i
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可
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ム



No. 器種 ・種別 口径 | 底径 | 器高 成形・特徴 出土地点・ 層位

6 字瓦 内区幅2.5、上外区幅0.9、 陽刻上向剣頭文、胎士は 3mm大の小石粒、
I 区 2 ~3 面

下外区幅0.8、顎面|幅3.1 白粒多く割れ口はザック リ 色は黄櫨色

7 宇瓦 内区幅1.9、上外区幅0.6、 陽刻上向剣頭文、胎土は 1mm大の小石粒を
I 区 2 ~3 面

下外区幅0.5、顎面幅2.7 多く含む色は灰白色表面は黒灰色

8 鬼瓦 厚2 . 8、残 Ilf~8 . 0、残長10.1 胎土は精良で、1mm大の砂粒を多く含む 色
I 区 2 ~3 面

は灰白色表面は黒灰色裏面は箆ナデ

9 男瓦 厚 2、残幅 8、玉縁長2.6 胎土は 2 ~ 5 mm大の石粒を多く含む 色は
I 区 2 ~3 面

浅黄櫨色 表面は黒灰色

10 男瓦 径(13.4)、厚2.1、残長20.4、 胎土は 5mm大の石粒を多く含む 色は浅黄
I 区 2 ~3 面

玉縁長2.9 樫色 表面は黒灰色

11 男瓦 径(12.5)、厚 2、残長24.2、胎土は 5mm大の石粒を多く含む 色は灰白
I 区 2 ~ 3 面

玉縁長2.7 色表面は黒灰色

図6

No 器種 ・種目U 口径 | 雌 | 器高 成形 ・特徴 出土地点 ・層位

l 女瓦 厚2.3、残幅11.8、長28.3 胎土は 5mm大の石粒多 く含み割れ口はザッ
I 区 2 ~ 3 面

クリ 色は明黄灰色 側面は丸く仕上げる

2 女瓦 厚1.8、残幅10.5、残長9.0 胎土は 1mm大の砂粒を多く含み焼き締まる
I 区 2~3 面

色は淡赤樫色

3 女瓦 厚1.9、残幅5.7、残長5.3 胎土は 1胴大の砂粒を多く含み焼き締まる
I 区 2~3 面

色は灰白色表面は灰色

図7

N。器種 ・種別 口径 | 底径 | 器高 成形 ・特徴 出土地点・ 層位

l 女瓦 厚2.3、残幅15.0、長14.5 胎土は 5mm大の石粒多く含み割れ口はザッ
I 区 2~3 面

クリ 色は灰白色 側面端は丸 く仕上げる

2 女瓦 厚2.6、残幅11.5、残長12.5 胎土は 5mm大の石粒を多く含みザック リ
I 区 2 ~3 面

色は灰白色 側面端は丸く 仕上げる

3 女瓦 厚2.0、残幅11.0、残長10.5 胎土は 3mm大の石粒を多く含みザックリ
I 区 2 ~ 3 面

色は黄櫨色 側面端は丸く仕上げる

図8

No 器種・種別 口径 | 底径 | 器高 成形・特徴 出土地点-層位

女瓦 厚2.3、残幅10.5、長12.0 胎土は 5聞大の石粒多く含み割れ口はザッ
I 区 2 ~3 面

ク1) 色は灰白色 側面端は丸 く仕上げる

2 女瓦 厚2.1、残幅10.0、残長10.9 胎土は lmm大の砂粒を多く含み焼き締まる

色は灰色 側面端は丸く仕上げる 叩きは I 区 2 ~3 面

斜め格子に h-J 
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図 9

No 器種・種別 口径 底径 器高 成形 ・特徴 出土地点・層位

I かわらけ (10.4) (7.0) 2.9 F鹿瞳成形、色は桂色、胎土は精良、 雲母 ・ I区3面

白針含む 瓦j留まり

2 かわらけ (12.4) (8.4) 3.1 聴輔成形、色は樟色、胎土は精良、雲母・ I区3面

白針含む 瓦i留まり

3 女瓦 厚2.4、残幅11.2、残長7.5 胎土は 1cm大の小石を含み、割れ口はザッ I区3面

クリ 色は灰白色 表面は淡黄色 瓦i留まり

4 女瓦 厚2.4、残幅12.2、残長17.5 胎土は3mm大の小石を多く含み割れ口はザ I区3面

ックリ 色は黄桂色 表面灰黄桂色 瓦j留まり

5 女瓦 厚2.1、残幅15.8、残長18.5 胎土は 5mm大の小石を多く含み割れ口はザ I区3面

ックリ 色は浅黄樺色 表面黒褐色 瓦j留まり

図10

No 器種・種別 口径 | 底径 | 器高 成形・特徴 出土地点・層位

I 女瓦 厚2.1、残幅15.5、長11.5 胎土は3mm大の石粒多く含み割れ口はザッ I区3面

ク1) 色は黄桂色 側面端は丸く仕上げる 瓦溜まり

2 女瓦 厚2.7、残幅12.6、残長15.5 胎土は 5mm大の石粒を多く含みザックリ I区3面

色は浅黄燈色 側面端は丸く仕上げる 瓦溜まり

3 女瓦 厚2.2、残幅14.2、残長15.5 胎土は 3mm大の石粒を多く含みザックリ I区3面

色は明黄褐色 側面端は丸く仕上げる 瓦i留まり

図11

No. 器種・種別 口径 底径 百添一品両 成形・特徴 出土地点-層位

l かわらけ (7.4) (5.0) 1.9 車鹿瞳成形、色は樟色、胎土は精良、雲母・ I区3面

白針含む 土墳 2

2 かわらけ 8.0 6.4 1.4 干鹿輔成形、胎土は精良、雲母・白針と 5mm I区3面

大の小石粒混じる 色は糧色 土墳 2

3 かわらけ (8.8) 5.8 2.0 聴瞳成形、胎土は精良雲母・白金|ーを含む E区3面

色は桂色 土墳 5

4 女瓦 厚2.2、残幅6.2、残長9.1 胎土は5mm大の石粒を含み割れ口はザック E区3面

リし、色は淡赤樟色 叩き目は不明 土墳 5

5 男瓦 厚2.1、残l幅8.5、残長11.1 胎土は 1mm大の小石粒を含み焼き締まる、 E区3面

色は淡糧色 側面の面取り幅が広い 土壌 5

6 女瓦 厚2.0、残I幅8.5、残長14.0 胎土は 1mm大の砂粒を多く 含み、割れ口は
E区3面

ザックリし、色は灰白色 側面端は丸く仕
士墳 5

上げる 叩き 目は会~I め格子

7 かわらけ (8.2) 4.6 (2.1) 報醸成形 胎土は精良で雲母 ・白針を含む E区3面

色は桂色 土墳 6

8 かわらけ 12.8 7.4 3.4 申鹿瞳成形 胎土は精良で雲母・白針を含む E区3面

色は桂色 ヒット

っd
バ
吐



No. 器干1Ti・種目IJ 口径 底径 -i7ii尚 成形・特徴 出土地点 ・層{守

9 男瓦 残長8.8、玉縁長2.7 胎土は 5mm大の小石粒を含み割れ口はザッ I 区 2~3 而

クリ、色は灰白色 表面は明黄褐色 トレンチ 1

10 女瓦 厚2.1、残幅8.2、残長8.6 胎土は精良で 1mm大の砂粒、色は灰白色
I区2~ 31面

叩き目は正格子
トレンチ l

11 かわらけ 8.2 5.6 2.2 i糠轍成形 胎士は精良で雲田 ・自主十を含む E 区 2 ~ 3 面

色は樟色 トレンチ 2

12 男瓦 厚1.5、残長6.8 胎土は精良で 1mm大の砂粒を含む 色は灰 E 区 2~3 面

色表面は黒灰色 トレンチ 2

13 男瓦 厚2.0、残長8.5 胎土は 1聞大の砂粒を多く 含む 色は灰白 E 区 2~3 面

色表面は灰色 トレンチ 2

14 女瓦 厚1.8、残幅6.3、残長5.2 胎土は5mm大の砂粒を多く含む、割れ口は E 区 2~3 町

ザックリし、色は灰白色表面は黒灰色 トレンチ 2
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調査地点付近 S62年度調査地点を望む

I区第 1面全景(北から)
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図版1

調査地点近景(西から)

I区第 2面全景(北から)

I区第 2面全景(西から)
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I区第 2面全景(南から)

I区第 3面土境 2 (北から)

I区最終卜レンチ(西から)

E区第 3面全景 (北から)

E区第 3面全景 (西から)

第2面・第 3面
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図版3
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図版4
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図版5
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仁ゴ

本報は、台山遺跡 (No.29)に所在する鎌倉市山ノ内字宮下小路819番 l外地点における個人専用住

宅(擁壁及び車庫)の建設に伴う緊急調査報告書である。

仔l

l 

発掘調査は平成14年4月1日から同年 4月19日にかけて実施された。

調査体制は以下の通りである。

調査担当者 原康志

調査員 伊丹まどか・松原康子・須佐仁和・早坂伸市

調査作業員 山崎一男・清水光一・安斎三男

2 

3 

f
l
l
 

本報の執筆、編集は調査担当者の指導の下に伊丹が行なった。4 

本報掲載の写真は遺構を原が、遺物を伊丹が撮影した。 測量軸の設定は須佐・早坂が行なったO

本報の凡例は以下の通りである。

-図版縮尺 全側図 1/80 個別遺構図 1/60 遺物 1/3

・遺構図版 遺構図に示したレベル数値は海抜標高の数値を表す。

-本文中で報告している各遺物の法量の単位はCillo ( )で示した数値は復元実測の数値。

5 

6 

出土遺物のうち、古代の遺物は菊川英政氏 (鎌倉考古学研究所)にご教授を賜った。

発掘調査および出土品整理にあたっては、以下の諸氏・機関にご教授・ご協力を賜った。

馬淵和雄・石元道子 ・鎌倉考古学研究所・ (社)鎌倉市シルバ一人材センタ (順不同・敬称略)

7 

8 

発掘調査における出土遺物・図面などの調査資料は、 一括して鎌倉市教育委員会が保管している。
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第 1章 遺跡の位置と歴史的環境

本遺跡地は、 JR横須賀線北鎌倉駅の北西約500mの鎌倉市山ノ内819番 1・2地点に所在する。鎌倉

市域は発達した丘陵地形によって、滑川水系の旧鎌倉地域、神戸川水系の津 ・腰越地域、柏尾川水系の

大船・梶原地域に分けられるが、本調査地点は柏尾川流域に属しその支流の小袋川によって形成された

小袋谷戸に面した台山の北東斜面に位置する。地質的には新第三紀浦郷層を基盤とし、上部には関東口

ム層が堆積している。調査地北側、谷戸中央を小袋谷川に平行して山ノ内道(現在の主要地方道横浜

鎌倉線)が走っている。この山ノ内道は武蔵から鎌倉市域に入る主要な道であり、谷戸奥には鎌倉七日

の内、鶴岡八幡宮上方に通じる巨福呂坂 ・武蔵大路及び今小路に通ずる亀谷坂が配される。調査地の北

東には尾根の両側を切り落とし、塁壁状を呈する個所があり防塁であったと推され、調査地南に位置す

る光照寺辺は弘安 5年(1282) に鎌倉に入ろうとした一遍が、北条時宗の命により制止され、野宿をし

て布教活動を行なったとされる地である。中世前期において、調査地を含む山ノ内は鎌倉の外縁である

とともに北の境界域として重要な性格を持っていた地であったと考えられる。また、建保元年(1213)

に北条義時の所領となり、幕府減亡に至まで北条氏の私領であった事も山ノ内が鎌倉の防衛上の需要な

拠点であった事を物語っている。中世後期には山ノ内上杉の居館が所在した。

又、山ノ内には多くの寺院が建立されている。現存する寺としては、建長寺 ・長寿寺 ・浄智寺 ・東慶

寺 ・円覚寺・光照寺があるが、現在は廃寺になってしまった寺には心平寺 ・保寧寺・安田寺・徳泉寺・

正法寺 ・禅興寺・最明寺・国恩寺・正観寺 ・長勝寺・十王堂 -東渓院がある。

本遺跡地の南に近接する光照寺 ・東渓院について簡単に述べる。光照寺は、時宗。開山は一向、開基

不祥。本尊阿弥陀如来像は正長二年(1429)以前の造立といわれる。もと清浄光寺末。境内に正中二年

(1325)銘の板碑がある。現在は本堂 ・庫裏・日限地蔵堂・山門等がある。かつては明和七年(1770)

当寺二十五世洞雲院弥阿了岳代に造られた小鐘があった。東渓院は延宝八年 (1680)、豊後国大野郡原

城主中川久清が娘のためにたてた位牌堂だったが、明治五年に廃絶。かつての東渓院の本尊・山門は光

照寺に移されている。

台山遺跡ではこれまでに11件の発掘調査が実施され、縄文ーから中世 ・近世初期に至までの遺構・遺物

が発見されている。

地点 2は中世以降と考えられる溝 2条が検出されている。地点 3は中世の遺構とともに古墳時代から

平安時代 ・中近世の遺物が出土している。地点 4は弥生時代後期の竪穴住居祉 1軒と 時期不明の竪穴住

居主]:1軒が検出されている。地点 5は弥生後期の竪穴住居祉 l軒と時期不明の竪穴住居担]:5軒が検出さ

れた。地点 6では弥生後期の遺構が発見されている。地点 7は東京大学文化人類学教室が学術調査とし

て調査した。弥生時代後期 ・古墳時代後期の竪穴住居土止をl軒ずつ検出している。地点 8は弥生時代後

期の竪穴住居祉 4軒と古墳時代前期の竪穴住居祉 l軒、中期土坑、後期竪穴住居士l上2軒、掘立柱建物土止

l棟。奈良時代竪穴住居祉1lI汗が検出され、遺物は縄文時代から中世期に至までの遺物が確認されてい

る。地点 9は古墳時代のピット 2穴を検出し、弥生時代から中世期にいたる遺物を確認している。地点

10~ 12 (付近の字名を加えて「台山藤源治遺跡j としている)は、 北鎌倉女子学園の校舎建設に伴い、

三次にわたる調査が行なわれた。地山はハードロームであるが、中世期の削平によ ってそれ以前の時期

の遺構はかなり自Ijられていた。地点10は第 l次調査である。中世期の造成によって、大きく削平を受け

ていたが、縄文時代の土坑(陥し穴)、弥生時代の竪穴住居社18軒(中期 2軒・後期11軒 ・時期不明 5

軒)、古墳時代の竪穴住居主[13軒(前期 4軒 ・中期 l軒 ・後期 4軒 ・時期不明 4軒)、土坑、ピット。平
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安時代の竪穴住居祉 5 軒、溝 1 条、土坑、ピット。中世では道路状遺構と、 14~16世紀に比定される遺

物が発見されている。第 1次調査では中世以前、弥生時代中期後半に出現した集落が奈良時代の空白期

を扶み平安時代まで存続する事を確認した。中世以降は遺物の出土量は僅かとなり衰退していく。地点

11は第 2次調査である。調査面積が狭かった事や、後世に削平を受けていたために遺存状態は良好では

なかった。縄文時代では早期~前期と考えられる陥し穴が2基、弥生時代後期の竪穴住居杜 l軒、古代

の竪穴住居祉 1軒(8 世紀後葉~9 世紀)が検出された。中世では、遺構の検出は出来なかったが、 14

~16世紀に比定される遺物が出土している。遺物は縄文時代から江戸時代後半にいたるまでの遺物を確

認している。地点12は第 3次調査である。第 1次調査の北東に近接する。上下 2段の平坦面からなり、

下段の段築は中世期の造成である。弥生時代後期後半~古墳時代前期の竪穴住居祉 l軒、古墳時代中期

後半の竪穴住居士l上2軒、後期の竪穴住居杜2軒、平安時代前期の竪穴住居士l上l軒、時期不明の竪穴住居

士止 1 軒が検出された。中世では、切岸を伴う段築・柵列・ビットを検出し、 14~15世紀代に比定される

遺物が出土している。

発掘調査の成果から、小袋谷戸の東側丘陵上、及び正陵斜面に縄文時代から、古代にかけての集落の

形成されていった状況が明らかになっているが、中世以降の谷戸内の様相は捉えられていない。建長寺

・円覚寺・東慶寺といった寺社内の発掘調査以外では、山ノ内道沿いの調査例は少なく、報告もなされ

ていないため、具体的な状況は明らかになっていない。

参考丈献

『鎌倉市史J考 古編赤星直忠1953年吉川弘文館

『鎌倉市史』社寺編貫達人他1953年 古川弘丈館

『鎌倉事典』白井永二編1976年 東京堂出版

『鎌倉廃寺事典J貫達人・川副武胤1980年 有|発堂

『日本歴史地名大系』第14巻「神奈川県の地名」鈴木業三 ・鈴木良一監修 1984年 平凡社

『鎌倉市文化財総合目録J 地質・動物・楠物編1986年

「台山遺跡Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 1.1斎木秀雄他昭和60年 鎌倉市教育委員会

「台山遺跡Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 4.1玉林美男他昭和63年 鎌倉市教育委員会

「台山遺跡Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 8.1大上周三平成4年 鎌倉市教育委員会

「台山遺跡Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書13第 I分冊』野本賢二平成 9年 鎌倉市教育委員会

「台山遺跡j若松美智子他平成10年 台山遺跡発掘調査団

「台山遺跡Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書ー15第2分冊』若松美智子他平成11年 鎌倉市教育委員会

「台山遺跡Jr鎌倉市埋蔵文化財ー緊急調査報告書17第2分冊J継実平成13年 鎌倉市教育委員会

「山ノ内清明井戸Jr鎌倉市埋蔵文化財発掘調査年報.1 1 1983年鎌倉市教育委員会

『としよりのはなし.11971年 鎌倉市教育委員会
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第 2章調査の概要

1 調査の経過

本調査は個人専用住宅建設にあたり、擁壁及び車庫が建設される部分について発掘調査を実施した。

調査地は西にE陵を背負って現在の住居が建設されている。住居の東側には一段下がって細し叶、道が走

っている。住居と道路の標高差は約250cmで、あった。事前の確認調査の成果から、地表下約240cmに至る

までは現代の埋土、および耕作土であることを確認していたため施工業者によって、重機による表土掘

削を行なった。その後、手堀りで調査を進めた。調査地内で排土を処理する都合から調査地の約2/3を

調査区とし、残り 1/3を排土置場とした。調査地は湧水量が多いため、土砂の流失を危倶して四方を犬

走り状に残し、長軸約750cm、短軸約260cmに調査区を設定したO 調査区内には、側溝・水抜き墳を設け、

調査区内の冠水を防いだ。現代埋土を除去した調査開始前の地表レベルは19.0mで、あり、調査地前の東

側を走る道路とほぼ同レベルである。調査期間は平成14年4月1日から同年 4月19日。調査対象面積は

12.00ぱで、ある。

2 測量軸の設定 (図 2) 

検出遺構の記録は、鎌倉市道路管理課が設置した 3級基準点・ 4級基準点を基点にして設定した。

4級基準点<K143>と<K144>を結ぶ延長線上に任意の点 P1を設定し、調査区の東西方向に、ほぼ

平行になるように任意の点P2を設定した。 P1から P2方向に 1mの点 aを起点に P1 . P 2を結ぶ

ラインに直行するように軸線を延ばし、軸線の延長上に点 P3.P4を設定し測量の基本軸とした。測

量点と鎌倉市4級基準点との関係は図 2に示した通りである。またそれぞれの国土座標値についても 図

2を参照して頂きたい。挿図上の方位はすべて真北を示している。

レベル原点は鎌倉市 3級基準点43303(標高35.325m) を調査区内に移動した。従って、文章中およ

び挿図のレベル数値はすべて海抜高で示している。

P4・

__/-/-//. (K'43) 

~~ 

-~_ 

<K144> ~/ 

~@-

~ <K143> X-73612.303 Y-26357.425 
P1.------

くK144> X-73601.955 Y-26360.727 

・P3 Pl X-73598_130 Y-26301.950 

P3 X-73601.115 Y-26362.993 

P4 X-73592.766 Y-26362_872 

P2 

図 2調査区設定図
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P1 〈第 1面遺矯全測図〉
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〈第2菌遺構全測図〉
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第 3章検出遺構と出土遺物

調査区は、現在建物の建っている敷地東側に一段下がった調査地前の道路とほぼ同レベルである。本

調査と並行して行なわれた敷地内の庭園造営作業中に、現地表レベルから約0.5m下で、岩盤が検出さ

れている。狭小な面積での調査ではあったが、 3面にわたる遺構面を検出した。

本調査で発見した遺構の遺構番号は、遺構発見時のプランに対して付してあり、必ずしも番号の新旧

が遺構の新旧を表すものではない。以下、発見した順に遺構・遺物の説明を加える。

1 第 1面の遺構と出土遺物 (図 3・4) 

第 1面は、 重機に よって現代埋こ|二・耕作土を除去した後、海抜約18.80mで、検出した。発見した遺構

は土坑 2基・ピット22穴である。第 l面で検出した遺構は含土を観察すると 2時期に分けられる。第 1

面上層の遺構と考えられる遺構は含土内に炭化物を多く含む。また、第 l面の遺構含土には褐鉄が多く

含まれる。しかし、同一面上で検出し、出土遺物が少ないために時期差が不明なため、 2時期に分けて

遺構を提示していない。

第1面の構成土は炭化物を含む褐色弱粘質土。図 3に示した全測図で、点線で示したラインから西側

は、調査区上面が褐鉄を含んで碩化していた。点線の東側は、緩やかな傾斜を示していた。このライン

に沿って、不整形な砂質凝灰岩を数個検出しており土留めであった可能性も考えられる。また、ピット

列をこのラインに沿って検出している。実測遺物が出土した遺構と、ピット列のみ個別に報告したO

出土遺物は実測できた遺物の他に、破片で青磁華瓶 1点・ 青磁蓮弁文碗3点・白磁水滴 I点・白磁皿

3点 ・褐柑壷 l点・瀬戸四耳壷 l点・瀬戸碗 l点・瀬戸折縁皿 2点 ・瀬戸縁柑小皿 I点・瀬戸褐紬碗 l

点 ・瀬戸白磁碗 I点 ・瀬戸揺鉢 I点・瀬戸卸皿 2点・常滑斐20点 ・ロクロ成型かわらけ(大) 8点 ・ロ

クロ成型かわらけ(小)131.点・手倍り l点・用途不明鉄製品 I点・砥石 I点・チャート l点・土師器

斐17点・ 土師器高杯 I点・須恵器器形不明 3点が出土している。

遺構10(図 3) 

ピットである。平面で、幅17cmx 18cm、深さ 7cmを測る。含土は褐色弱粘質土。砂質土、褐鉄を含む。

第 I面上層の遺構である。

出土遺物(図 4) 

lは弥生壷、胴部片。器壁が厚く、やや大振りな器形になると思われる。色調は淡樫色を呈 し、砂粒

を含む精微な胎土。外面横方向の櫛描き。竪位の線刻が残る。内面ハケメ 。

遺構23(図 3) 

ピットである。平面で、幅37cmX36cm、深さ33cmを測る。含土は暗褐色弱粘質土。褐鉄、微量の炭化物

を含む。第 l面上層の遺構である。

出土遺物(図 4) 

2は青磁無文碗。内面、口縁部口づくり以下は施粕されていない。外面口縁部下1.5cmで、段が整形

される。胎土は灰色を呈し堅椴。
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ピット列<遺構2・遺構16・遺構18>(図 4) 

ピット聞の芯芯距離は245cm. 292cmを視IJり規則性は感じられないが、調査区西側、硬化した面上に点

線で示したラインに沿って検出したピットであるため、列として提示した。それぞれのピットは同様の

含土を示す。暗褐色弱粘質土。褐鉄・砂質土・微量の炭化物を含む。第 1面上層の遺構である。出土遺

物はない。

ピット列<遺構11・遺構12・遺構14>(図 4) 

ピット聞の芯芯距離は230cm. 185cmを測る。上記のピット列同様に規則性は感じられないが、調査区

東側、点線で示したラインに沿った緩やかな傾斜面で検出したピット列であるため、列として提示した。

それぞれの遺構は同様の含土を示す。茶褐色弱粘質土。砂質土・微量の炭化物を含む。第 1面の遺構で

ある。出土遺物はない。

;ο 。宅18
遺構16

θ-19∞m ¥ 
ピット列(遺構2・16・18) 遺構10出土遺物

。 。 G 72 o 5cm 

19.00m 
遺構23出土遺物

ピット列(遺構11・12・14)
。 2m 

図4第 1面ピット列個別遺構図・遺構出土遺物

ノ且 二-PU三 三二日

1 鳴守口
口6

， 

。 10cm 12 13 

図5 第 1面構成土出土遺物
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第 I面構成土出土遺物(図 5) 

第 I面構成土は褐色粘質士。炭化物 ・小士丹・軽石・褐鉄が含まれ、硬く締まる。以下は第 1面遺構

検出後、第 2面に至までに出土した遺物である。

lは瀬戸華瓶。中期皿。底部回転糸切り 。底径7.8cmo 2は常i骨斐口縁部片。胎士、小石粒が混じり

粘性低し、 。 3 ~ 5 はロクロ成型かわらけ。 3 は底部回転糸きり、スノコ痕あり。内底ナデあり 。 胎士樟

色を呈 し、小石粒が混じる。口径(10.9)cm'底径 (6.6)cm'器高 (3.9)cmo 4は底部回転糸きり、

スノコ痕あり 。内底ナデあり 。胎土燈色を呈し貝状骨針、 雲母を含む。口径 (9.0)cm'底径 (4.8)cm 

-器高 (3.5)cmo 5は底部回転糸切り、スノコ痕あり 。内底ナデあり 。胎土桂色を呈 し、貝状骨針、

雲母を含む。口径6.4cm'底径4.0cm'詩高2.0cmo 6は鉄製品釘。長さ (5.4)cm'幅(0.8)cm .厚 さ

(0.8) cmo 7は宇瓦。白色粒の混入しない精綾な胎土。瓦頭、内区の文様は宝相華文か?8は弥生壷。

傾き不明。 9は弥生室。内外面ナデ。口唇部に刻みが入る。 10は土師器輩。内外面ノ、ケメ 。胎土淡褐色

を呈 し、 雲母含む。古墳前期。11は土師器室。外面 ・内面ともにヘラ削り 。古墳後期。12は土師器杯、

底部。外面ヘラ削り。赤彩の可能性あり 。13は敵石。片端面白長き痕。7.2cmX3.7cmX3. 7cm。

2 第 2面の遺構と出土遺物 (図 3・6) 

第2面は海抜約18、8mで、検出した。発見した遺構は土坑 2基 ・ピット30穴である。遺構は狭い範囲

ながら、密に切りあって検出された。第2面上面は、第 l面上面よりも硬化した面であった。また、第

I面同様に点線で示したラインから東恨IJに緩やかな傾斜が始まる。第 I面同様に分けて報告はしていな

いが、第 2面で検出した遺構も凡そ 2時期に分けられる。砂質土を多く含み、褐鉄を含む含土を持つ遺

構がやや新しく、粘性の強い炭化物を含む含土を持つ遺構がやや古くなるようである。第 2面の構成土

は明褐色弱粘質土。粘性は弱く、砂質土 ・土丹粒 ・微量の褐鉄 ・炭化物を含む。

出土遺物は実測した遺物の他に、破片で青磁皿l1点・ 白磁口JCml1点 ・白磁碗3点・瀬戸褐手1131点 ・

瀬戸皿 I点 ・瀬戸鉢3点 ・瀬戸揺鉢 I点・常i骨斐17点 ・常i骨E類鉢 l点・手'培り 2点・ロクロ成型かわ

らけ(大)23点・ロクロ成型かわらけ (小)64点 ・器厚の厚い、内外商に炭素吸着の黒彩の斐 l点 ・長

胴系の斐 I点を含む土師器斐 5点 ・外面赤彩の土師器杯 I点・ 土師器高杯 2点 ・土師器器形不明 I点・

弥生斐 I点・馬遺体の歯 1点。

遺構34(図 3) 

ピットである。平面で、51cmX 56cm、深さ30cmを測る。暗褐色弱粘質土。 炭化物を含み、粘性の強い含

土。

出土遺物 (図6) 

lはロクロ成型のかわらけ。底部回転糸切り ・スノコ痕あり 。内底横ナデの後、見込みにナデ

赤褐色を呈 し、貝状骨針・雲母・小石粒を含む。口径 (7.2)cm'底径4.0cm'器高2.2cmo

2 . 3は銭。2は群符通賓(北宋 初鋳1009年)0 3は成平元賓(北宋 初鋳998年)。

遺構36(図 3) 

不整形の土坑である。平面で、長軸102cm、短軸87cm、深さ42cmを測る。暗褐色弱粘質士。多量の炭化

物 ・褐鉄・砂質土を含む。
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出土遺物(図 6) 

4はロクロ成形かわらけ。底部回転糸切り・スノコ痕あり。内底ナデ有り 。胎土樫色を呈し貝状骨針

を含む。口径 (7.4)cm'底径 (3.6)cm'器高 (2.5)cmo 

遺構38(図 3) 

楕円形を呈するピットである。 50cmX31cm、深さ19cmを測る。fl音褐色弱粘質土。砂質土・微量の炭化

物を含む。

出土遺物(図 6) 

5は土師器蓋口縁部片。外面縦位のハケナデが残る。内面横位のハケナデ。

遺構50(図 3) 

円形を呈する土坑である。平面で、57cmX68cm、深さ26cmを測る。暗褐色弱粘質土。炭化物・砂質土を

含む。

出土遺物(図 6) 

6はロクロ成形かわらけ。底部回転糸切り・スノコ痕あり。内底ナデ不明。口唇部、内外面に油煤痕

あり 。胎土褐色を呈する。口径 (9.8)cm・底径 (7.0)cm'器高 (2.5)cmo 

ピット列<遺構43.遺構48・遺構56>(図 6) 

調査区東側点線で示したラインに沿って検出した。遺構43には砂質凝灰岩の礎石が遺存していた。そ

れぞれの遺構含土は暗褐色弱粘質土。砂質土・炭化物・褐鉄を含む。遺物は出土していない。

JCP長Pら ⑥ 
遺構43

¥一五2
-18.90m CG2 

o 2m 
ドーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---<

C83 

そ壬三Z rIヨ
。 10cm 

図6 第 2面ピット列個別遺構図・出土遺物

第 2面構成土出土遺物(図7)

Iは青磁蓮弁文碗。外側面 ・内側面に線刻で蓮弁文。内面蓮華文の型押し。見込みに浅い沈線が巡る。

底径 (6.2)cm。胎土灰白色を呈する。2・3はロクロ成形かわらけ。 2は底部回転糸切り。内底ナデ

あり。口唇部、内外面ともに油煤痕残る。胎土、黄褐色を呈し小石粒を含む。口径7.6cm・底径3.2cm'

器高2.1cmo 3は底部回転糸切り。内底ナデあり。胎土黄褐色を呈 し雲母・小石粒を含む。口径(11.2)

cm .底径 (7.2)cm・器高 (3.1)cmo 4・5は石製品・鳴i竜産系砥石。 4は残存長 (7.2)cm'幅2.4cm
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-厚さ1.4cmo 5は小口に切り出し痕残る。残存長 (6.2)cm.幅 (2.7)cm.厚さ(1.0) cmo 6は土師

器妻。傾き不明。 7は土師器杯、底部。外面ヘラ削り。内面ナデ。古墳後期。 8は弥生妻。弥生後期。

9は弥生輩。外面竪位のハケメ。内面横位のハケメ。口唇部ヘラ状工具による刻みが入る。胎土褐色を

呈し、密である。 10は弥生斐。弥生後期。
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第 2面構成土出土遺物

第3面の遺構と出土遺物(図 3・8) 

第3面で検出した遺構はピット 3穴である。第 3面構成土は暗褐色粘質土。砂質土がわずかに混入す

る箇所もあるが、全体に粘性は高い。調査区西側の第 3面構成土上層には微量ではあるが、小粒の砂質

凝灰岩と軽石が平面的に堆積していた。点線で示したラインから東に向かつて緩やかな傾斜を呈する点

では、第 1面からこのラインが踏襲されているが、若干東にずれる。

出土遺物は実測した遺物の他に、破片で青磁蓮弁文碗2点・常滑翠 l点が出土している。第 3面以下

は、掘削進度の規制により掘り下げていないため、以下で提示した遺物以外の発見はなかった。調査区

北でやや深く掘削した水抜き坑の土層堆積を観察すると、第 3面は中世の地山層であると考えられる。

図7

3 

1 
/JO 5cm 

ノ ヒ二二二二E二二二二ゴ

第3面遺構出土遺物図8

遺構63(図 3) 

円形を呈するピットである。ピット底面には常滑胴部片・安山岩・砂質凝灰岩片

が遺存していた。平面で、43cmX46cm、深さ 16cmを測る。含土は暗褐色粘質土。

土丹粒を含み粘性高い。

出土遺物(図8) 

常滑E類鉢、口縁部片。胎土は粘性弱く、小石粒混入。内面磨耗不明。
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表土出土遺物 (図 9) 

重機に よる表土掘削時に出土した遺物である。

lは青磁蓮弁丈碗。内底に不鮮明だが蓮弁文の型押し。外底、畳み付けまで施糊される。外側面、蓮

弁文は線刻である。底径 (5.0)cmo 2は瀬戸入れ子。ロクロ成型。底部ヘラ整形。 内底ナデな Lo胎

土は黄褐色を呈し、均質で精良。底径 (4.4)cmo 3はロクロ成型かわらけ。底部回転糸切り 。内底ナ

デあり 。外側面口唇部辺が一部剥離している。胎土黄褐色を呈し雲母 ・小石粒を含む。口径 (9.0)cm 

-底径 (5.6)cm .器高 (2.6)cmo 4・5は銭。4は紹聖元賓 (北宋 初鋳1094年)0 5は寛永通賓 (初

鋳1636年)0 6は瀬戸措鉢。条痕単位不明。底部回転糸切りの後、ヘラによる成型。内面火熱のためか

剥離。底径 (8.4)cmo 7は石製品砥石。側面に切り出し痕残る。残存長 (4.3)cm' IjlIii (2.7) cm .厚

さ (2.4)cmo 8は石製品硯。陸部が一部遺存する。残存長 (8.0)cm・残存IjJIii(3.0) cm'厚さ(1.5) 

cmo 9は鉄製品釘。残存長 (3.0)cm .幅 (0.4)cm.厚 さ (0.4) cmo 10は弥生饗か。胎土明褐色を呈

し金雲母含む。傾き 、器形不明。11は弥生輩。二段の沈線区画の中に LR縄文を配す。弥生後期。
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第 4章 まとめ

本遺跡地の所在する台山遺跡では、これまでに11地点(図 1)の発掘調査が実施され、調査地南の丘

陵の緩斜面では、弥生・古墳・中世の遺構と遺物が発見されている。又、調査地南西の「台山藤源治遺

跡J(図 1 地点10~12)では縄文から中世にかけての遺構 ・遺物が発見され、特に弥生時代から平安時代

にかけて台地上に集落が形成され、濃密に遺跡が分布することを確認している。本調査地は通称「台山J

と呼ばれる丘陵の北東斜面に位置する。

今回の調査では、 3面にわたる遺構面と、土坑・ピット・ピット列等の遺構を検出した。検出した遺

構それぞれの関係および、建物等の建造物を狭小な面積の調査区内で推定することは難しく、遺跡の規

模などを確認することは出来なかった。しかし、出土した遺物から15世紀中葉から15世紀後葉にかけて

調査地点で生活が営まれていたと考えられる。また、これまでの発掘調査成果で明らかなように調査地

南の正陵上及び丘陵斜面に弥生時代から、平安時代にかけての集落が形成されていたことを裏付けると

思われる、弥生時代前期から中世後期にかけての遺物が破片ではあるが出土している。

調査区の約2.5m上方の敷地には現在も建物が建っており、雛壇状に造成されている。敷地西は丘陵

の斜面となる。時代的なものは不明であるが、斜面にはやぐら状の横穴と斜面岩盤面を掘りぬいた横穴

式の井戸が残存していた。調査中に敷地内、庭園造成時に調査者が実見したところ、現在の敷地標高よ

り約O.5m下で、岩盤が露出し、造成痕を観察している。雛壇上の段幅は、調査区設定時に段の立ち上が

りを確認できなかったことから、現在の幅よりも 若干狭くなると考えられる。遺跡地から約100m南に

現在も残る、調査地と同ーの壇上に所在する「光照寺jの敷地内にはや ぐらが数基遺存 し、やぐら内に

は墓所を整理したときに、やぐら及び周辺に散在していた五輪塔が集められている。「光照寺j造営時

には雛壇の造営が成されていたのではないかと考えられ、同一壇上の調査地は寺領の内であったのかも

しれない。

調査地の北に走る山ノ内道と調査地の標高差は約 6mある。前述したように調査地は雛壇状に形成さ

れ、壇上と壇下の標高差は約2.5mである。小道が壇下に沿って走っているが、この小道から北に約 l

m下がって現在の住宅が建築され、調査地と同様に壇が形成される。現況では調査地を上段にして、山

ノ内道まで概ね 3段の壇が形成されていることを確認した。遺跡地の所在する小袋谷戸では中世以降の

谷戸内の様相は、調査例も少ないために具体的な状況は明らかになっていないが、中世後期には、調査

地辺は山ノ内道に沿って、雛壇状に造成した土地利用をしていたと考えられる。

参考文献

rlゴ本歴史大系第14巻j r神奈川県の地名J1984年 平凡社刊

『鎌倉廃寺事典j1980年 有|努堂

『鎌合市史jr考古編J1953年古川弘文館

『鎌倉市史jr社寺編J1953イF- 吉川弘文館
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ささめいせき

笹日遺跡 (No.207)

笹目町330番11外地点
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仔1 仁ゴ

1.本報は、笹日遺跡 (No.207)の所在する遺跡内の鎌倉市笹目町330番11外における個人専用住宅の新

築に伴う緊急発掘調査の報告書である。

2.発掘調査は、地盤の柱状改良部分となる調査面積43.50ぱを対象に平成14年 4月1日から同年 4月

22日にかけて鎌倉市教育委員会が実施した。

3.調査体制は以下のとおりである。

調 査 担 当者原賢志

調 査 員 須佐直子・須佐仁和 ・早坂伸市・中川建二 ・久保田裕美

調査補助員 宇都洋平(鶴見大学) ・原考史・橋本和之(以上国士舘大学)

協力機関名 (栂鎌倉市シルバ一人材センター ・鎌倉考古学研究所

調査協力者 石井清司・多国徳蔵 ・藤枝正義・吉本惰三(鎌倉市高齢者事業団シルバーセンター)

4.本報の執筆は、第 l章・第 2章・第 3章を久保田、第4章を原が分担執筆し、編集も行った。資料

整理作業は執筆者の他、 太田・ 須佐(仁) ・早坂・中川があたった。

5.本報掲載の写真は、遺構を須佐(仁) ・原・ 久保田が、 遺物を須佐(仁) ・久保田が撮影した。

6.発掘調査における出土遺物・図面・写真等の資料は、鎌倉市教育委員会が保管している。

7.本報の凡例は以下の通りである。

-挿図縮尺 全測図 1/50 

-遺構図版

・遺物図版

遺構個別

出土遺物

1/40 

1/3 

遺構のレベルは海抜標高の数値を示す。

一 ・ーは柑薬の範囲を示し、黒塗りは灯明皿に付着した油煙煤、また漆器椀・皿

類では、文様を朱漆で表現した部分である。

8.現地調査及び資料整理を通じて、多くの方々や機関からご助言並びにご援助を賜った。記して感謝

の意を表します(敬称略・五十音順)。

大三輪龍彦・岡 陽一郎・小野正敏・河野異知郎・小林康幸・佐藤仁彦・汐見一夫・宗基秀明・宗

蓋富貴子・玉林美男・継 実・手塚直樹・福田 誠・松方宣方・馬淵和雄
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第 1章 遺跡の位置と歴史的環境

1 .遺跡の位置

笹目遺跡は、鎌倉市街の南西寄り、市内中心部を東西に貫く長谷小路(現国道134号線)から北側に

位置し、桔梗山から派生する尾根によって形成された南北に細長くのびる支谷に位置する。笹目ヶ谷

(佐々目谷)と呼ばれるこの谷は比較的大きな支谷であり、『玉船和尚鎌倉記』では、鎌倉七谷のーっ

として数えられている。谷戸内では、中世に行われたと思われる尾根裾の掘削、造成の痕跡が観察でき

る。

調査地点は、この笹目遺跡の遺跡包蔵地内、笹目ヶ谷の開口部中央に位置し、]R鎌倉駅からは南西

に約800m、由比ガj兵の海岸線より北方約750mの距離にある。本調査地点の西隣には島津邸遺跡があり

(図 1-2)、佐々目ヶ谷奥の西側山腹には佐々日ヶ谷榎並邸内横穴、佐々目ヶ谷斉藤邸内横穴群(一

部やぐらにも転用)が知られており、ほか周辺にもやぐら群と横穴群が広く分布している(註 1)。

2.歴史的環境

本遺跡の南方約250mを走る長谷小路は、鎌倉の中央部を南北にはしる若宮大路の下馬から、長谷観

音・大仏を経て藤沢方面に東西に抜けている。長谷小路の南側周辺(長谷小路周辺遺跡)は、由比ヶ浜

の後背地に形成された砂丘帝の北際に立地し、古代・中世の遺構・遺物が多く検出・確認され、平安期

には葬送の地であった様相が、仁|ごl世期に入ると、葬送の地としての性格を引き継ぎつつも、道路で区画

された敷地内に方形竪穴建築士止が建ち並び、、 I甘1両、とりべ、鋳ZE!、輔の羽口、加工途中の骨製品等の出

土から鋳物師等の工人の存在などについては;く言及されている(註 2)。

長谷小路の北側に位置する伝安達泰盛邸跡では、屋敷を区画すると思われる木組みの大溝や舶載・国

産の大室を埋置した遺構などの他、多様な遺物・ 遺構が発見されている(註 3)。甘縄神明社付近の長

谷小路の北側ー帯は、安達廉長以降安達氏一族の屋敷があったとされ(註4)、さらに広く長谷小路の

北側 (道路沿いを|徐く )には安達氏を含め御家人の屋敷の存在していたものと思われる(註 5)。

「笹日(佐々目 )Jという地名は、『吾妻鏡Jや 『金沢文庫古文書』中の鎌倉期の文書ーなどに見られ、古

くからの名称である。中世期では「佐々日jと記され、近世期では「佐々目jと「笹目」が併用され、

現在の行政上の名称は「笹日jに統一されている。現在の谷戸内は住宅地が広がっているが、中世には

遺身院・長楽寺などの寺院があったとされる(註 6)。

遺身院の名は、 『金沢文庫文書』に「佐々目遺身院jとみえている。遺身院は鶴岡八幡宮の別当寺で、

仁和寺の頼助・益助・益性らが住した寺院であったという (註7)。また聖教類の奥書に名を記したも

のが多いことから学問所であったとも言われ(註 8)、『随文私記』に永仁五年(1297)閏十月七日に聖

教等を運び出して焼失したとある甘縄宿坊との関係も示唆される。

本調査地点の西隣では、島津邸遺跡の発掘調査が昭和63年に実施されている。礎石建物や溝などの遺

構が確認され、遺身院との関連が示唆された(註 9)。

長楽寺は『新編鎌倉志H巻之五)佐佐目谷の項に「此谷に昔し寺有、長楽寺と号す。法然の弟子隆観

住せしとなりJと見え、『鎌倉撹勝考H巻之七)長楽寺跡の項では「佐々目谷にあり。浄土宗。法然上

人の弟子隆観といふ僧住せし由。正元 2年4月29日焼亡の事『東鏡Jに見へ、此寺の門前より亀谷の人

家に至るまで、悉く焼失とあり 。其後何の年にか廃跡となれり。此寺もとは北条経時が為に建立せし寺
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なり」 と記される。以上の2点の近世地誌では長楽寺は佐々目谷にあったとされる。また享保3年（17 

18）の『諸嗣宗脈記』には「鎌倉住佐佐目谷有律師」 とあり、これも「笹目ケ谷」にあったことを示唆 

している（註10)。ただし、現在「長楽寺ケ谷」 と伝えられる場所は佐々目谷のーつ西側に位置する鎌 

倉文学館のある谷戸であり、現在では「長楽寺ケ谷」所在を採用する意見が多い（註ii）。長楽寺の名 

は中世期の史料では、「北条貞顕書状」（文暦2年（1235))（註12） ・『日蓮聖人御遺文』・『日蓮聖人註 

画讃』に見え、また『吾妻鏡』文応元年（1260) 4月29日条に「丑就。鎌倉中大焼亡。自長楽寺前。至 

亀谷人屋」と記される。開創は法然の弟子隆観とされるが、さらにその弟子の智慶が京都長楽寺に学ん 

だ後、鎌倉で長楽寺を開創したとも伝えられる（註13)。存続年代は不明。 

（註1） 赤星直忠 1966「古代の鎌倉」『鎌倉市史』考古編 

（註2） 斉木秀雄他 1986『長谷小路南遺跡』長谷小路南遺跡発掘調査団 

馬淵和雄 1994「長谷小路周辺遺跡一由比ガ浜三丁目1175番2外地点一」『鎌倉市埋蔵文化財 

緊急調査報書』10 鎌倉市教育委員会 

宗萱秀明 1994『長谷小路周辺遺跡一由比ガ浜三丁目228・229番他（陥236)』長谷小路周辺 

遺跡発掘調査団 

ほか多数。 

（註3） 松尾宣方 1983「伝安達泰盛邸跡」『鎌倉市埋蔵文化財発掘調査年報』 I 

（註4） 白井永二編 1976『鎌倉事典』東京堂出版より「安達盛長」 一「甘縄」・「甘縄神明神社」 

の項。 

（註5) 『見聞私記』に「永仁五年（1297）閏十月七日未時、自佐々目谷口火出来、甘縄等焼亡、千 

葉（胤宗カ）屋形巳 

下兵部大輔（甘縄顕実）、駿河守（北条政長）、近江守（?）等屋形悉焼了」の記載がある。 

（註6) 1987『日本歴史地名大系・神奈川県の地名』平凡社より。 

（註7) 1988『鎌倉の寺院図』神奈川県金沢文庫 

1988『金沢文庫史料全書』第9巻 寺院指図篇 神奈川県立金沢文庫 

（註8） 貫達人・川副武胤 1989『鎌倉廃寺事典』有隣堂より「はじめに（第三部）」の項。 

（註9） 大河内勉 1991「笹目遺跡発掘調査団報告書」ー鎌倉市笹目町330番一1地点一笹目遺跡発 

掘調査団 

（註10） 前掲『日本歴史地名大系・神奈川県の地名』「長楽寺跡」の項。 

（註11） 前掲『鎌倉廃寺事典』「長楽寺」「鎌倉廃寺図」・前掲『日本歴史地名大系・神奈川県の地名』「長 

楽寺跡」・原慶志・田代郁夫 1990「笹目遺跡内やぐら」『昭和63年度鎌倉市内急傾斜地崩壊 

対策事業に伴う発掘調査報告書』 

（註12) 『金沢文庫文書』(1964）神奈川県立金沢文庫 所収。 

（註13) （註10）に同じ。 
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第2章 調査の概要 

1 ．調査の経過 

本 
/ 

調査地点は、市内中心部南西寄りにあたり、笹目遺跡（県遺跡台帳陥207）の一角に位置する鎌倉 

市笹目町330番11地点における個人専用住宅で実施された。 

平成13年12月に個人専用住宅の建設に係る事前相談があり、工事計画が地盤の柱状改良を伴うもので 

あったため、確認調査を実施した。この調査で現地表下180cm以下に中世遺物包含層及び遺構面の存在 

が確認され、当該土木工事による埋蔵文化財への影響が避けられないことが判明した。これにより発掘 

調査の実施について事業主との数度にわたる協議を重ねた結果、文化財保護法第57条の2 に基づく届け 

出手続きを行ない、現地調査の実施方法などの話し合いを経て、平成14年4月1日から調査面積43.50 

ぱを対象として発掘調査を実施した。 

調査地の現在の海抜高は12.5m前後を測り、調査前の確認調査の結果から現地表下約180cm は近現代 

の遺物を含む客土層であることを確認していたため、重機による表土掘削を行ない、その後人力による 

掘削、遺構の検出、記録保存、写真撮影を行なった。 

当調査地点は谷戸部という立地条件のために湧水が非常に多く、排水作業を行ないつつ安全に留意し 

ながら調査を行なったが、同年4 月22日、大雨によって調査区壁面が崩落し、これ以上の調査は危険と 

判断し、調査を中止した。 

調査の結果、鎌倉時代後期～南北朝時代にかけて、4時期の中世生活面と、それに伴う遺構・遺物が 

発見された。第4 面については精査前に現場が崩落したため、土丹地業による生活面の広がりは確認し 

たが、遺構については未調査である。調査経過については、以下のように調査日誌の抜粋を記しておく。 

調 査 日 誌 抄 

4月1日 小屋設営。第1面の遺構検出へ向けての調査開始。鎌倉市4級基準点を基に測量用方眼杭設 

定、原点・レベル移動。 

4月9日 第1面の調査終了。全景・個別遺構などの写真撮影、全測図作成。 

4月13日 第2面の調査終了。全景・個別遺構などの写真撮影、全測図作成。 

4月19日 第3面の調査終了。全景・個別遺構などの写真撮影、全測図作成。 

第4面に向けての調査開始。第4面からは崩落の危険があるため、調査区はこれまでの北側 

半分のみとなる。 

4月22日 現場雨のため崩落。危険なため調査中止。かろうじて残った調査区東壁一部のセクション図 

を実測・写真撮影。現場崩落状況を撮影。各方面に連絡ののち、完全撤収。 

2.測量軸の設定 

調査にあたって使用した測量軸の設定は図2 に図示したように国土座標を用いて実施した。調査地東 

側を南北に走る道路上に鎌倉市道路管理課が設置した鎌倉市4級基準点D 205及びD 206が確認されたの 

で、この2点を基準として国土座標を測定、調査敷地内にD-5杭を設置した。ここから調査区の東辺 

に沿って4m北の方向へ延ばした位置にB-S杭を設置した。これを調査基準点としてD-5杭とB ー 

5杭を結ぶ直線と90。の角度で西に8mの位置に見返りとなるB-i杭を設置した。その後、図2 のよ 

うに東西軸にアルファベットを北からA-D、南北軸に算用数字を西から1~5を附し、それぞれ2m 
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方眼によりグリット設定を行なった。 

市4級基準点（D 205・D 206）及び 

B一1・B一5・D-5杭の国土座標 

の数値は、以下の通りである。 

D205: [X=-76. 182.150: Y=-26. 189. 765) 

D206: (X=-76.211.489: Y=-26.176.260) 

B-i : [x=-76. 194.758: Y=-26. 197. 774) 

B-5 : (x=-76.191.368: Y=-26.190.528) 

D-5: (X=-76. 194.989: Y=-26. 188. 834) 

方位はすべて真北を使用しており、 

南北軸方位はN-20。又ノ 18"ーEで 

ある。 

標高については、調査地点より南東 

約300mの国道134号線上にある鎌倉市 

3級基準点（No .53123=10.73m) 

を調査区内に移動した。文章中及び挿 

図の数値はすべてその海抜標高で示し 

ている。 

3.層序と生活面 

調査地点は現地表の海抜標高約12.5 

mに位置した平坦な宅地となっている。 

表土は現代の撹乱が50cm程堆積し、そ 

の下に近代の水田耕作土が厚く70cm程 

堆積している。水田耕作土の底面には 

宝永の火山灰（宝永4年（1707) 11月 

に起こった富士山の噴火により発生し 

た火山灰）を含む粗砂が堆積し、その 

下に10-"15cmの厚さで中世遺物包含層 

がある。さらにその下、海抜標高10.8m前後で細かい土丹を突き固めて整地した地業層があり、この地 

業層を構成する厚さ約20cmの整地層と遺物包含層を除去すると、現地表下約190cm 、海抜標高10.6m前 

後で第1面の地業層の広がりが確認された。この層は厚さ約20cm 程あり、土丹粒・炭化物などを含んだ 

暗茶褐色粘質土によって構築されている。 

第2面は海抜標高10.45m前後で確認された。この層は厚さ30cm程あり、人頭大・拳大土丹による基 

礎地業で上面には細かい土丹版築が施されている。 

第3面は、人頭大の大型土丹を投げ入れて構築された、厚さ約40cmの粗い地業で、海抜標高は10. 10 

m前後である。 

第4面は、厚さ約5 cmの粘性が強く遺物を多く含む暗灰褐色土の下から表れた非常にしまった細かい 

土丹版築の面で、海抜標高は10.65m前後である。炭化物・木器を含み、貝砂が混じる。 

F 20。54' 18" 
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図2 グリッド設定図 
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第 3章検出遺構と出土遺物

1 .検出遺構と共伴遺物

a)第 1面 (図 4・5、図版 1・2) 

現地表下約190cm、海抜標高lO.6m前後で、土丹粒 ・炭化物などを含んだ暗茶褐色粘質土を突き固めて

整地した地業層が確認されたので、この生活面を第 1面として調査を実施した。 この面で検出した遺構

は、 土墳 2基、柱穴11口などである。遺物は面上から、かわらけ、舶載陶磁器、手倍り、銅製品、 北宋

銭などが出土 したが、土墳内・ 柱穴内など遺構に伴う形では出土 しなかった。

土墳 (図 4、図版 1) 

土境 1

調査区南西角の壁際 (D-2グリッ ト)で検出され、西側南側は調査区外に拡がる。平面はほぼ円形

を呈し、確認できた規模は南北軸46cm、東西軸40cm、深さ35cm、断面が逆台形状の土墳である。覆土は

人頭大 ・拳大の土丹、炭をまばらに含む、しまりのやや弱い暗茶灰色粘質土である。
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土境2

C-2杭からやや東寄りの地点で検出され、西側を柱穴 3・4に切られている。平面は円形を呈し、

直径36cm、深さ12cmの浅い土墳で、ある。覆土は、小土丹塊 ・炭粒を多く含み、しまりのない暗茶灰色粘

質土である。
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図5 第 1面ピット 、

さ6cmの礎板を伴う 。

柱穴 4

C-2杭付近に位置する。形状は円形で、大きさは直径45cm、深さ 8cmの浅い柱穴で、ある。覆土は炭

化物、 拳大土丹を多めに含んだしまりのない暗茶灰色粘質土である。中央に木杭が刺さる。北側部分を

柱穴 3に切られる。

b)第 2面 (図 6. 7、図版 3・4) 

第l面を構成する厚さ約20cmの整地層と遺物包含層 を除去すると 、海抜標高10.45m前後で、細かい土丹

版築を施した面の広がりが確認された。断面で確認すると、人頭大 ・拳大土丹による厚さ30cm程の基礎

地業の上面であることが分かり、これが第 2面である。この生活面で検出した遺構は、掘立柱建物 l軒、

土横 2基、柱穴18口である。出土遺物はわずかに面上及び土墳より、かわらけが数点みられた。
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第 2面全測図

掘立柱建物

建物 1 (図7、図版 3・4) 

調査区中央よりやや北西寄りに位置する 。 BoC-2 ~ 4 グリットの範囲で東西 2 間二309m、南北

I間二1.95mが検出され、柱間寸法は東西・南北ともに195cm(605尺)を測る。調査区内に湧水が多く、

周囲に排水のための側溝を巡らせていたため、北西隅の柱穴掘方が確認されなかったが、南西隅にて礎

板を伴う柱穴が、同じ柱間距離で検出されたため、東西 2間と判断した。この建物が東西南北にさらに

延びるか否かは、それぞれ調査区外となるため確認できていない。南北の柱並びの軸方位はN-13
0 

-

Eを示している。

各柱穴の掘方は、平面形状が円形または隅丸方形を呈 し、径34~ 50cm程、断面形状は逆台形を呈 し、

確認面からの深さ約40~ 50cmで、ある 。 柱穴 1 (図 7)を除く、ほかすべての柱穴底面に、礎板が据えら

れていた。礎板は平面形状がおおむね正方形で、厚さ 2~ 4 cmと比較的薄く、柱穴 2では厚さ 2cmの薄

い礎板を 2枚並べた上に、もう一枚 2cmのものを重ねて据えられていた。
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土墳

土境 1 (図6、図版 3) 

調査区東端のB-4杭地点で検出され、平面形状は楕円形を呈し、長軸約120cm、短軸約80cm、掘方

は逆台形を呈し、深さ28cmで、ある。覆土は土丹塊・炭粒をやや多めに含む、しまりのない暗茶褐色粘質

土である。

出土遺物は(図10-26・27)、ろくろ成形の大小かわらけが各 l点であった。
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c)第 3面(図 8 ・ 9、図版 5. 6) 

第 3面は、人頭大の大型士丹を投げ入れて構築された、 厚さ約40cmの粗い地業土の上面であり、海抜

標高は10.10m前後で、ある。

この生活面で検出された遺構は、掘立柱建物 1軒、土墳 5基、柱穴 9口である。出土遺物は、かわら

けをはじめ、舶載向磁器、常滑担鉢、鉄製品、木製品などがみられた。

掘立柱建物

建物 1 (図9、図版 5・6) 

西端 (B~ D -2グリット)に位置し、調査区西壁に沿って南北に 3口の柱穴子IJが検出された。その

うち 2口の底部には礎板が据えられ、柱間の距離からみて掘立柱建物の一部を構成した柱穴列と推定さ

れる。これを建物 Iとした。柱問寸法は、柱穴 1~ 3が芯々距離1.90m、1.80mをそれぞれ測り、南北

の柱並びの軸線方向はN-16
0 

- Eを示す。調査区西際での検出のため、建物の規模等の性格は不明で

ある 。 各柱穴の掘方は、平面形状が円形を呈し、径42~56cm程、断面形状は逆台形を呈し、確認面から

の深さ約36~45cmで、ある 。 柱穴 1 ・ 2 (図 9)は底面に礎板が据えられていt:.0 礎板は平面形状が長方
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形、厚さは 4~ 5 cm程で、ある。柱穴 2で

は厚さ4cmの礎板の上に、 厚さ3cmの礎 正{ 1 

板が重ねて据えられていた。上の礎板は、 1. 

回

短辺の側面が凸字状に加工されており、

束材を再利用したものであろうか。2面

⑨1 . 3面の両生活面において、建物は各面

わずか l軒ずつの検出であり、点数も少

ないが、 2面と 3面では礎板の形態に違 f-2 
いがみられた。

出土遺物は (図11-34・35)、図11

34がろくろ成形のかわらけの小皿、図11

一35が用途不明の木製品で、ともに建物

@ 1 -1 (図9)覆土より出土。
ー・・・

土墳 (図 8、図版 6) 

土壇 1 (図版 5・6) c- 千-2
C-3グリットに位置する。平面形状

は円形を呈し、直径約80cm、掘方の断面

は楕円形を呈し、深さ39cmで、ある。覆士

は拳~人頭大土丹で、聞に粘質土が入り、
'v"-了/J3

底部は砂質土。 -TE D 
c') 

出土遺物は (図11-36)、ろくろ成形
空|

侶

市

の大型のかわらけが l点出土している。

土壇 2 (図版 5・6) 
。 1m 

C-4グリットに位置する。平面形状
図9 第3面建物 1

は楕円形を呈し、長軸95cm、短軸76cmを

測る。掘方断面は逆台形状を呈し、深さ47cmで、ある。覆土は拳~人頭大土丹で、聞に粘質土が入り、底

部は砂質土。

出土遺物は(図11-37)、舶載陶磁器 (龍泉窯系青磁蓮弁丈碗) 1点。

土壌 3 (図版 5) 

調査区の南西隅で検出され、グリットは C.D-2・3に位置する。南側・西側が調査区外に拡がっ

ており、全体の規模や平面形態は不明である。確認できた規模は南北軸 2m、東西軸1.36m、確認面か

らの深さ約 4cmで、断面が浅い皿状を呈する。

出土遺物は (図11-38. 39)、鉄製の平根鍛 1点と、漆塗りの木製品(たて櫛) 1点である。たて櫛

は頭部丸く、全体を丁寧に削り、黒漆を厚く塗ったもので、頂部に穴が聞いていたかは不明である。

柱穴

柱穴 1 (図8、図版 5) 

C-3グリッ卜に位置する。平面形状は円形を呈し直径50cm、掘方断面は逆台形状を呈し、深さ35cmを

測る。覆土は拳~人頭大土丹で、聞に粘質土が入り、底部は砂質土。
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d）第4 面 

第4面からは、掘削深度が深く、湧水が非常に多いため、調査区の面積をこれまでの北半分とし、調 

査を行なった。第3面を構築していた大型土丹の地業層を掘り下げると、厚さ約5 cmの粘性が強く遺物 

を含む暗灰褐色土の下から非常にしまった細かい土丹版築の面が現れ、これを第4面として調査を開始 

した。この面では木製品が良好に残り、前面までと比べて多くの遺構プランを検出し、遺物も出土して 

いたが、大雨と湧水によって調査区の壁が崩落し、危険のため調査は中止となったため、精査・測量・ 

全景写真撮影にまで至らなかった。ここでは、それまでに取り上げた遺物のみの記述となることをご了 

承いただきたい。出土遺物には、かわらけをはじめ、鉄製品・宋銭などがある。 

建物 

調査区西壁付近にて、建物に伴うと思われる東材と、柱穴のプランが検出された。遺構について詳し 

いことが分かっていないが、その上面から出土した遺物（図11-45-52）は、45-49がろくろ成形の大 

小かわらけである。50・51は鉄製の角釘、52は北宋銭（天聖元賓）である。 

2．面上及ひ包含層出土遺物（詳細は観察表を参照のこと） 

a）第1面及び包含層出土遺物（図10- 1 -22、図版8) 

第1面包含層（図10- 1 ~8) 

1 -7は、ろくろ成形のかわらけ。4は口縁部に片口が付く。8は竜泉窯系の青磁無紋碗。 

第1面面上（図10一9 -22) 

9 --19は、ろくろ成形のかわらけ。13は灯明皿で、胎土は紛質の精良土。口縁部から体部にかけ、 

煤が厚く付着している。20は手培りである。21は金銅製品で輪形を呈する。22は北宋銭（皇宋通賓） 

である ぐ〕 

b）第2面及び包含層出土遺物（図10-23----25、 図版8) 

23 - 25は、ろくろ成形の大小かわらけで、25は口縁部に煤が付着している。 

C）第3面及び包含層出土遺物（図10-28---33、図版8) 

28---30は、ろくろ成形の大小かわらけ。31は常滑こね鉢（I類）の口縁部片。32は鉄製の角釘。33 

は漆塗の木製品である。断面が台形状で、長い棒状を呈する。表と思われる3面に黒漆が塗られ、 

裏の1面は生地のままである。部材か。 

d）第4面及び包含層出土遺物（図11-40 -44、図版8) 

40 ---44は、ろくろ成形の大小かわらけである。稜線のやや強いものと、薄手で丸深のものに分かれ 

る。 
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挿図番号 出 土 地 器 種 
/ _ _ \ 
'cmノ 鷲

 

歩膏 
、cm) 

胎土色調・成形・整形・備考 

図10- 1 第1面包含層 かわらけ (7.5) (5.5) L5 胎土は微砂I雲母・自針を含む 橿色 ロクロ成形 

2 第1面包含層 かわらけ (7.9) (6.1) L5 届土は微砂・雲母・白針を含む にぶい橿色 ロクロ成形 

3 第1面包含層 かわらけ (8.0) (5.3) 1.5 胎土は微砂・雲母‘白針を含む にぶい糧色 ロクロ成形 

4 第1面包含層 かわらけ (7.7) (6.3) 1.6 胎土は微砂‘白針を含む にぶい橿色 ロクロ成形 片口が付く 

5 第1面包含層 かわらけ (10.7) (5.8) 3.2 胎土は微砂・雲母・白針を含む にぶい栓色 ロクロ成形 

6 第1面包含層 かわらけ (12.2) (7.7) 3.3 胎土は微砂・雲母・白針を含む にぶい橿色 ロクロ成形 

7 第1面包含層 かわらけ (14.0) (9.7) 3.3 胎土は微砂・雲母・白針を含む 横色 ロクロ成形 

8 第1面包含層 青磁 無文碗 / (4.0) / 
素地は黒色微粒を含む灰色良土 焼成堅徴・硬質 粕薬は緑灰色半透明 

で厚く施粕 貫入あり 内外面施粕 龍泉窯系 

9 第1面面上 かわらけ (7.4) (5.0) (1.7) 胎土は微砂・白針・赤色粒・土丹粒を含む 明褐灰色 ロクロ成形 

10 第1面面上 かわらけ (7.4) (4.8) (1.4) 胎土は微砂・金雲母I赤色粒・小石を含む 明黄褐色 ロクロ成形 

11 第1面面上 かわらけ (7.6) (5.4) (1.6) 胎土は微砂・自針・赤色粒・土丹粒・小石を含む 明褐灰色 ロクロ成形 

12 第1面面上 かわらけ (7.8) (5.2) (1.7) 胎土は微砂・白針・土丹粒・小石・輝砂を含む 明褐灰色 ロクロ成形 

13 第1面面上 かわらけ 灯明皿 / 6.0 (2.9) 
胎土は微砂・雲母・白針を含む明肌色弱紛質精良土 口縁～体部にかIナ 

内外両面に厚く煤付着 

14 第1面面上 かわらけ 12.2 7.6 3A 胎土は微砂・白針・赤色粒・土丹粒・小石を含む 糧色 ロクロ成形 

15 第1面面上 かわらけ (12.1) (7.0) (3.0) 胎土は微砂・白針・赤色粒・土丹粒‘小石を含む 糧色 ロクロ成形 

16 第1面面上 かわらけ (10.8) (5.7) (2.9) 胎土は微砂・白針・赤色粒を含む 橿色 精良土 ロクロ成形 

17 第1面面上 かわらけ (12.2) (7.4) (3.1) 
胎土は微砂・雲母・白針‘赤色粒・小石を含む 橿色 ロクロ成形 口 

縁部に煤付着 

18 第1面面上 かわらけ (12.8) (7.0) (3.2) 胎土は微砂・白針・赤色粒・土丹粒を含む 明糧色 ロクロ成形 

19 第1面面上 かわらけ (12.7) (8.0) (3.2) 胎土は微砂・白針・土丹粒・小石を含む 褐灰色 ロクロ成形 

20 第1面面上 土器質火鉢 (45.0) /
 
/
 

胎土は微砂・白針・赤色粒・土丹粒を含む精良土 胎芯が灰黒色を、器 

表は灰黄褐色を呈す 体部に脚部を張り付けた後、0.6-0.7c mの径を 

もっ刺突孔を脚底から器底に貫通 脚はへラで丸みをっける 口縁部に 

煤付着 

21 第1面面上 銅製 輪状製品 太さ0.25 径2.5 輪状を伸ばして直線にすると8.8cm 

22 第1面面上 銭 「皇宋通賓」 北宋1038年初鋳 築書 

23 第1面下～第2 面 かわらけ (7.2) (5.2) (1.5) 胎土は微砂・金雲母・白針・赤色粒・土丹粒を含む 橿色 ロクロ成形 

24 第1面下～第2面 かわらけ (12.0) (8.0) (3.3) 胎土は微砂・白針・赤色粒・小石を含む 明褐灰色 ロクロ成形 

25 第1面下～第2面 かわらけ (13.6) / / 
胎土は微砂・雲母・赤色粒・小石を含む 灰黄褐色 ロクロ成形 口縁 

部に煤付着 

26 第2面土慶1 かわらけ (7.0) (4.6) (2.1) 胎土は微砂・白針,土丹粒を含む精良土 糧色 ロクロ成形 

27 第2面土慶1 かわらけ (13.8) (9.0) (3.5) 胎土は微砂・白針一赤色粒・土丹粒を含む 橿色 ロクロ成形 

28 第2面下～第3面 かわらけ z4 5.0 1.7 胎土は微砂・自針・赤色粒・土丹粒を含む 橿色 ロクロ成形 

29 第2面下～第3面 かわらけ 7.3 5.4 L9 胎土は微砂・自針・赤色粒を含む 橿色 ロクロ成形 

30 第2面下～第3面 かわらけ (13.0) (8.0) (3.1) 
胎土は微砂・白針一赤色粒・土丹粒を含む 橿色 ロクロ成形 口縁部 

に煤付着 

31 第2面下～第3面 常滑 提鉢 I類 / / / 胎土は微砂を含む精良土 灰色 口縁部小片 

32 第2面下～第3面 鉄釘 長8.OX帖 孤3×厚04 角釘 

33 第2面下～第3面 漆塗り木製品 残存長12 7×幅1.8×厚0.7 部材？ 

図11一34 第3面掘建柱建物1-1 かわらけ (7.8) 胎土は微砂・赤色粒を含む 灰褐色 ロクロ成形 

35 第3面掘建柱建物1-1 用途不明木製品 残存長13 2×幅2.0×厚1.1 

36 第3面土贋1 かわらけ (14.0) (8.8) (3.2) 胎土は微砂・白針・赤色粒・土丹粒を含む 檀色 ロクロ成形 

37 第3面土慶2 青磁 鏑蓮弁文碗 (16.4) /
 
/
 

素地は微砂を含む灰色強粘質土 微気孔あり 焼成堅級・硬質 粕薬は 

オリーブ灰色の灰粕 半透明で微気泡あるが良い発色 やや厚く内外面 

施軸 口縁部小片 龍泉窯系 

38 第3面土慶3 鉄鍍 残存長】 [8.7×幅2. 0×厚1. 1 
平根鍍 鍍身部は尖端欠損のため詳細不明 頚部有 頚部は直線状を呈 

し台形関 茎部は断面方形を呈す 

39 第3面土慶3 たて櫛 残存長14.6 ×最大幅（7. 1)×厚1.3 漆塗り木製品 頭部丸く、全体を丁寧に削り、黒漆を厚く塗る 

40 第3面下～第4 面 かわらけ (7.4) (4.4) (1.3) 胎土は微砂・自針・土丹粒を含む精良土 灰褐色 ロクロ成形 

41 第3面下～第4 面 かわらけ (11.8) (8.0) (3.5) 胎土は微砂・白針・赤色粒・小石を含む 明褐灰色 ロクロ成形 

42 第3面下～第4面 かわらけ (12.4) (9.4) (3.3) 胎土は微砂・自針・小石を含む精良土 明褐灰色 ロクロ成形 煤付着 

43 第3面下～第4面 かわらけ (10.1) / / 胎土は微砂・金雲母・白針を含む精良土 にぶい橿色 ロクロ成形 

44 第3面下～第4面 かわらけ (10.2) / / 胎土は微砂・雲母・白針・赤色粒を含む精良土 明糧色 ロクロ成形 
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挿図番号 出土地 器種
口径 底径 器高

胎 土 色 調 ・ 成 形 ・ 整 形 ・ 備 考
(cm) (cm) (cm) 

閃11-45i;{l4而建物内 かわらけ (7.0) (5.0) (1. 5) !治土は微砂・白引を含む精良土 灰褐色 ロクロ成形

46 第 4面lr物内 かわらけ (11.0) (5目 8) (2.8) l治土は微砂 ー金雲母-向JIを含む 灰褐色 ロクロ成形

第 4面建物内 かわらけ (11. 8) (7.6) (3.3) 
11台土は微砂 ・雲母 ・白3十.t丹粒 'Wi上ブロックを合む 明黄褐色 ロ

47 
クロJVI:形

48 第 4面建物内 かわ らけ (10.2) (5.4) (3.0) 肝iLは微妙・ (1*十を合む絹良一i燈色 ロクロ成形

49 第 4而建物内 かわ らけ (10.8) (5.5) (3.2) 胎土は微砂・雲母赤色粒を含む桁良士 燈色 ロクロ成形

50 第 4而建物l付 鉄iT 残存長4.3X何0.7X厚0.45 角 ~J

51 第 4白建物内 主主f，J 残存長6.0X帽0.45Xl乎0.2 戸1釘

52 第 4面建物内 銭 「天笠元資J 北宋 1023年初鋳 ;鉱害

53 炭屑中 かわらけ (12.4) (9.0) (3.2) 
sfi:十は微砂 '1ヰ針 ・赤色粒 土丹校 小イ1を含む 明掲げに色 ロクロ成

形口縁部に煤付着

54 炭層中 かわ らけ (12.2) (7.4) (3.5) sfiー|はi世砂 ，雲母 ・r'H十・亦色粒 ・|汁料を含む 明灰m色 ロクロ成形

素地は黒色微粒を含む白色精良土 )J'tJ友竪級・ 1史質 告11菜は水青色で微

55 炭層巾 青山ol! 1ft止瓶 / (11. 5) / 気泡により半透明の灰納 内外lBJ施事h肖台|勾 !~qmで若干の砂 粘土

納薬付着 外部下位にO.1-0.2cml隔の周回する沈線を施す 底部J'，
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第 4章ま と め

調査の結果、鎌倉時代後期~南北朝時代にかけて少なくとも 4時期の生活面と、それに伴う遺構 ・遺

物が発見された。第 4面については、面上の精査前に大雨と多量の湧水によ って調査区壁が崩落したた

め、早速関係各機関と協議を行なった。その結果、調査続行は危険と判断されたので調査を中止するこ

とにな った。従って、この面では土丹版築による地業層の生活面の拡がりと遺構プランの一部を確認し

ただけで残念ながら未発掘である。

本調査地点は、 笹目遺跡地内の笹目ヶ谷(佐々目ケ谷)の開口部に位置しており、現在の谷戸内は住

宅地が広がっているが、中世には遺身院・長薬寺などの寺院があったことが知 られ、また周辺にはやぐ

ら群が存在 しおり、中世以前に遡る横穴墓群や弥生時代後期から平安時代にかけての遺構 ・遺物も発見

されている。以下、調査成果から得られた各面の年代観について若干述べてま とめとしたい。

第 l面:この面は海抜標高10.60mで、暗茶褐色粘質土を突き固めた整地した生活面で土墳・柱穴など

の遺構を検出した。面上及び包含層に伴う遺物でロクロ成形かわらけの特徴は、薄手丸深型とやや厚手

浅めの器形で体部上方に弱い屈曲をもつもので概ね14世紀中頃までに納まるも のと考えられる。

第2面 :この面は海抜標高10.45m前後で、上面に細かい土丹版築を施して整地した生活面で掘立柱建

物 ・ 土旗 ・ 柱穴などの遺構が検出された。 出土遺物の組成から概ね13世紀末葉 ~ 14世紀前葉頃と考え ら

れる。

第3面 :この面は海抜標高10.10m前後で、人頭大の大型土丹塊に より構築された生活面で穎立柱建物

・土壌・柱穴などの遺構が検出されたO 出土遺物の組成から第 2面に近い時期が推定され、概ね13世紀

末葉頃と考えられる。

第4面 :この面は海抜標高9.65m前後で、検出された細かい土丹版築の地業を施した堅牢な生活面であ

る。遺構や面上包含層に伴う 遺物は、その組成から概ね13世紀後葉と考えられる。

ところで平成15年11月に調査を実施した図 1-11地点では本調査地点の北側を走る道路面 (海抜標高

約12.60m)とほぼ同じ高さで14世紀代の堅牢な土丹版築に よる生活面が検出され、本調査地点とは顕

著な標高差が認められる。生活面にそれ程の時間的な隔たりがないにも係わらず著しい比高差が生じて

いる点は疑問を残しており、今後の周辺調査成果が待たれるところである。
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例日

l. 本報は大倉幕府周辺遺跡群 (No.49)内、雪ノ下回丁目567番 7地点における埋蔵文化財発掘調査報

告である。

2.調査期間 平成14年 6月25日~同年 7月22日

3.調査面積 25m
2 

4.調査体制

担 当 者 馬淵和雄

調査員 伊丹まどか・鍛治屋勝二 (資料整理)

調査補助員 石元道子・沖元道 ・松原康子(資料整理) ・吉田智哉(同)

作業員 宮崎明・柴崎英輔・沼上三代治

5.本報作成分担

遺構図整理 伊丹・鍛治屋・松原

遺物実測・ 図版作成 松原・沖元・吉田

遺物写真撮影 沖元・ 吉田

原稿執筆 ・編集 ・総括 馬淵

6.報文中の I(土師器)T種J. I (同) R種Jは、 手づくね成形種 ・ロクロ成形種の略である。
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第 l章調査地点について

位 置 大倉幕府跡は、六浦道(県道金沢鎌倉線)が鶴岡八幡宮東の筋違橋交差点から旧「岐れ道」

交差点(関取橋)まで、約350m直線をなす、その北側一帯とされる。神奈川県遺跡台帳に「大倉幕府周

辺遺跡群 (No.49)Jとされているのは、「大倉幕府跡jに指定された場所の東・西・南側の一帯である。

調査地点は幕府跡東南角から20~30m という至近の位置にあり、六浦道南側に面している。地番は鎌倉

市雪ノ下回丁目567番 7。なお、県遺跡台帳で大倉幕府西限が横浜田大付属小学校校庭の東縁になって

いるのは、『鎌倉市史 総説編j(高柳1959)以来の明白な間違いである。これは明治時代の師範学校設

置時に敷設された道であり、それ以前に存在した筋違橋から北上する道が幕府西限を示す。

地 勢 一帯は滑川右岸の崖線上にあり、現況の河岸までの距離12~13mという 至近の場所に位置す

る。地勢上からみれば、この付近は朝比奈峠から下ってきた川が狭い谷聞を抜け、それにいくつかの支

流が合流して市内中心部の沖積平野を形成し始めるあたりである。調査地点の東180mで、北から二階堂

川が、同じく東60mで南から大御堂川が流れ込み、さ らにすぐ西側で、北から東御門川が流れ込む。調

査地点の現地表標高は10.2m前後で、前面の六浦道の現況路面より 30cmほど高い。また、この付近の

滑川の河床が5.2m程度なので、 5m前後の比高差があることになる。

歴史的環境 近在の崖線上には弥生時代中期後半~後期の大きな集落があり(地点 7ほか，馬淵1998

・同1999)、また律令期の集落も指呼の距離で発見されている(地点58・5，馬淵ほか1985.馬淵1993)。

縄文時代の遺物も、若干高い場所になる荏柄天神社の前面で採集されている(赤星1959)。

鎌倉時代に入ると、この付近は鎌倉の中心となる。治承四年 (1180)年、源頼朝の「新亭Jが大倉の

地に造られ、以後「大倉幕府」と呼ばれた。南北朝時代の歴史書『保暦聞記』は、そこは先祖の頼義が

はじめて鎌倉に居宅をかまえたところだといっているが、真偽は不明である。幕府が若宮大路の東側に

移転した鎌倉時代中期以後は記事が減るが、大倉幕府東南角は、本来の二階堂大路が六浦道から分岐す

る地点でもあり(現在の大塔宮行きのパス通りは明治にできた道)、かつて「大倉辻j と呼ばれた場所

であった可能性がある。「大倉辻」とは、鎌倉幕府が『吾妻鏡』建長三年(1251)12月3日・同文永二

年(1265) 3月 5日の二度、「鎌倉中」の商業地区を指定したときに現れる地名である (r吾妻鏡』同日

条)。鎌倉後期に調査地点一帯がかなり繁華な場所であったことがうかがえる。

また、滑川をはさんだ調査区東南の谷には、頼朝が父義朝および義朝と同時に死んだ鎌田正清追福の

ために建立した勝長寿院があった。谷の名称、はそれにちなんで「大御堂ガ谷」という。大倉御所の南に

あるので、「南御堂jともいう。寺の造営は元暦元年 (1184)11月26日に「地曳始jがおこなわれて始

まり、文治元年(1185)10月24日の「供養Jで完成をみている (r吾妻鏡』同日条)。廃絶時期について

はよくわかっていないが、『快元僧都記』天文九年 (1540) 9月23日条に、遷宮のときの「簾中方の社

参のこと、勝長寿院に尋ねられ」とあるのを最後に健在を示す記事は見当たらなくなる。調査区のすくい

東の滑)11にかかる橋を「大御堂橋」という。

大倉幕府東南角の関取橋西詰には、天文十七年(1548)、北条氏康により荏柄社造営料徴収のための

関所が置かれた (1荏柄天神社造営関定書案Jr神奈川県史 資料編.1 3 -6863)。以来この地には「関

取場jの名がついた。賦課の対象は「商人方」と「道者方jに分けられ、荷物や馬に関銭がかけられて

いる。また他国への飛脚からも徴収しているが、往来の道俗や地元民には課していない。関取場につい

ては、発掘調査でもそれらしき礎石建物が発見されている(地点18，馬淵ほか1990)。

その他近辺の発掘調査地点については、図 lを参照してほしい。
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図 1 調査地点と近辺の遺跡・旧跡(網目内が大倉幕府周辺遺跡群)
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図 l調J'U也/，':名

調査地点字1の 「地点J i遺跡」は省略。発行1'1-が鎌倉市教育委員会の均台はこれを符断。調食団の名称が遺跡、名と同じ場介は ifil!J資凶J
とのみ記す

111各科、はつぎのとおり

『市緊急報告書j- r鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報缶詰』

r:台傾斜地報告書J一 『鎌倉市内急傾斜地崩壊対策事業にi'I'う発姻調1i'報告書』

大倉幕府周辺遺跡群 (No.49) 1 雪ノ l、問「目567番 7 (本地点) 2 雪ノ下中大倉耕地562番16(菊川泉2001r市緊急報告詣」

17-2) 3. 雪ノド字7(1111前562番29(福旧ほか1996r市緊急報告書112-1 ) 4 雪ノ下字大倉耕地565許4 (菊川英1991irli緊

急報符吉.1 7) 5. 三|街堂字荏柄38番 1 (馬淵1993.i市緊急報告書.1 9 -2) 6. 二階堂宇行作j58番 4 (原ほか2002，r d1緊急報告

書j18-1 ) 7.雪ノ下四丁目 2-23 ¥1980・1981年調資，未報告) 8. 雪ノ]、四丁目620番 5 (馬淵1998r市緊急報告書.114 

2/同1999r大倉幕府周辺遺跡群 ー宵 ノ下問]目620番 5地点-j， 調公団) 9 大倉市御r'J (1980年計IJtl1j-真生[J自1¥調査，未報告)

10 雪 ノ下liLlr円620帯 4 (l 984~r市教委立会い調査，未報告) 11.大倉南御門 B (1983年市教委立会い調査，未報告) 12.雪 ノ

ド[lqTTl610森 2 (1983・1984年王林美男調査，未報告) 13.大倉南街l門(l980:iF手塚直樹調査，未報告) 14 雪ノ下三丁目606番

1 (菊川英1993r市緊1.1，報告書.1 9 -3) 15.雪ノ FミrICJ607喬ほか (菊川英1994i市緊急報告書j10-1 ) 15 b .雪ノ下凹丁

目580番10ほか (原ほか2001r市緊急報告書'J17-2) 

大倉幕府跡 (No.253) 16. TI'ノ卜三丁目618番 4 (汐見ほか2002r市緊急報告書.118-1) 17.雪ノ下三 「目651番 8ほか(iタ見

1999 r市緊急線告書.115-2) 18.雪ノ下字大合耕地569喬 1 (馬淵ほか1990r大会幕府周辺遮跡群 雪 ノ下字大合耕地569番 1地点

，.， -1調査「日) 19 雪 /1ごpg-Jー日707番 1 (1990年宮111真剣査，未報告)

政所跡 (No.247) 20.雪 ノ卜 三丁目965番 1 (i頼旧1992r巾緊急報告書.1 8) 21.雪ノ下三 l日966詐 1 (瀬旧1992r市緊急報告

書j 8) 22.'，雪ノ干 三TFl970番 2 (1991>1'.手塚直樹調査，未幸:f{{:l;) 23.究ノーl、三]一目970番 2ほか (野本1999r市緊急報告書j15 

2) 24 雪 ノ卜 三丁目987番 1・2 (千坂ほか1991，調査団) 25. 雪ノ1、三丁目987番 (手塚ほか1993r市緊急報告書j 9 -3) 

26.雪ノ下三丁目989番 4 (宗翠秀ほか2αIIr市緊急報告書.117-1 ) 

鶴岡八幡宮旧境内(No.56) 27. T(]iJ'1棟!日地 (l991ir斉木秀雄調Jt，未報告) 28.研修道場用地 (斉木ほか1983，調査団)

29.直会殿!日j也 (斉木ほか1983，調査団) 30 国宝館収蔵j'IU1JJ也 (松尾ほか1985)

北条小町邸跡 (No.282) 31. 雪ノ下ーfEI395番ほか (菊川英1989r市緊急報白書.1 5) 32. 雪 ノ下 一丁目401番 5(馬淵|ほか2003

『市緊急報庁舎j19) 33.雪ノ f-'丁目400番 1 (馬淵ほか2002r市緊急報告書J18-2) 34. 雪ノ f-T目4321li'2 (菊川英1989

『市緊急報告書j 5) 

北条高時邸跡 (No.281) 35. 小JI日三nJ4261寄3 (原ほか1996r市緊急報告書.112-1) 

東勝寺跡 (No.246) 36. 小町 三丁1d468香川 (符田2002r市緊急報告書.118← 1) 37. 第 1・2次調査 (赤星ほか1977r東勝寺湖、1
調査団) 38-40.第3次調査 (菊川英ほか1998r東勝寺跡.1) 41 小町 三丁目523番14(汐見ほか2001r市緊急報告書.!17-2) 

田楽辻子周辺遺跡 (No.33) 42. i'fe明寺字釈迦12621番ほか (子塚ほか1989r均明寺釈迦全ヶ谷遺跡J調査団) 43 釈迦堂ヶ谷(19

70年奥旧直栄調査，未報告) 44. i争明寺l到来辻子遺跡 (子塚ほか1990r釈迦堂EfI'%辻子逃跡ー浄明寺釈迦堂6581番地点 j調査団)

45.1争明寺一]目661番ほか (布、2000r市緊急報告書j16-1 ) 46. 浄lifJ寺字宅!日1562番33(大上.1992i市緊急報告書一J8) 

浄妙寺旧境内遺跡 (No.408) 47. i争防icjf二三j目6番 3ほか地点 (大河内1996r市緊急報告書.112-2 ) 48. i判明寺三丁目 16醤 l

地点(宗整秀2ω2r市緊急報告書.118-2) 

杉本寺周辺遺跡 (No.158) 49.杉本寺前ポンプ場 (1985年市教委、工会い調交，未報告) 50.二階堂字杉本912香 lほか地点 (馬淵

はか2002r杉本寺周辺遺跡j) 51.杉本寺境内 (未報告) 52 杉本寺町辺遺跡内やぐら (田代1988a iSFl:.fD62年度急傾斜地報告書J
調査団) 53.杉本寺周辺泣跡内やぐら (l:H代ほか1996ドド成 6年度急傾斜地報告書J謝査団) 5/1.杉本城跡内やぐら(1事ほか1991

f平成元年度急傾斜地報告書J調査団)

横小路周辺遺跡 (No.259) 55. 二l府金字径十丙 9* 1 (菊川英1990rili緊急報一告書.16) 56. 二|術立字誌柄10ill6ほか (福田ほか20

00 r市緊急報告書.116-2) 57. 雪 ノ下五丁 13557番 l地点、 (野本1998r市緊急報告書.1 14-2) 58.1古nl柄遺跡 (馬淵ほか1985

fl旬往柄遺跡発振調査報背書J) 59. JIil在柄遺跡第 2地点 (馬ilHlほか1985rlffl在柄遺跡発掘調査報告書.1) 60. 二階堂字横小路110

香 3地点 (宗茎秀ほか1996r横小路周辺遺跡 永福寺関連遺跡の調会'-.1訪l交付1) 61. 二ー階堂宇横小路93番11地点 (野本ほか1999rdl 

緊急報告書.115-2) 

理智光寺跡 (No.265) 62.二階堂宇稲葉越802喬 7地点 (大許可|人lほか1991i市緊急報告書.1 7) 

報国寺境内 (No.) 63 報国寺境内やぐら(田代1988fsi何rJ62年度急傾斜地報告書j調査団) 64. 報国寺境内やぐら (田代1994i三|ι

成 5年度;色、傾斜地報告書j調査団) 報回二千111境内(1979年斉木秀雄調査，未報告)
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第 2章調査概要

調査にいたる経緯 平成14年 4月、個人専用住宅の建設に係る事前相談があり、基礎工事に際して地

盤の柱状改良をおこなうものであったため確認調査を実施したところ、現地表下40cm以下に中世遺物

包含層および遺構面の存在が確認され、これにより当該土木工事による埋蔵文化財への影響が避けられ

ないことが判明した。建築主との協議において工事計画の変更は困難との意向が示されたため、文化財

保護法第57条の 2の届出手続きを行い、施工者との工程調整および発掘調査の準備が整った平成14年6

月25日から 7月22日まで現地での発掘調査を実施した。

測量方眼の設定 基準線は測量の便宜を優先し、調査区壁方向に平行または直交させた。まず調査区

外北西の任意点を基準 1-Aとし、そこから東に算用数字を付した南北軸を、南にアルファベ y トを付

した東西軸を 5mおきに派生させた。ただし調査区が狭いため、実際に中を通過するのは 2軸と B軸の

みである。交点 2-Bの座標成果はつぎのとおり 。

(A R E A 9 J X -75 407.800 Y -24324.900 (鎌倉市4級 No.l76・183を使用)

X系と 2軸の偏差 N-36
0 

52' -E 

調査経過 調査は平成14年6月25日から 7月22日まで実施した。その聞のおもな経過はつぎのとおり。

6月25日 作業開始

7月2日 河道掘削開始

7月6日 中世河道写真撮影と平面実測

7月10日 台風

7月15日 中世以前河道写真撮影

7月16日 台風

7月18日 全景写真撮影と深掘り

7月22日 機材撤収

関
取
橋

失 2 

α，ClCl 

、{/~ιでう~山「

県道金沢鎌倉線
10.6 9.9 

ζa=36"52'00 

雪ノ下四丁目 10.1 
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図2 調査区設定図
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土表
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9.00m _ 

調査区西壁土膚断面

... 

mom- lWJ 
調査区北壁 (東部分)土層断面図

調査区東壁土層断面図

10.00m 

55 

調査区東壁土層断面図

。
2m 

2 

/¥ 

8-1 ~ 
¥ 

ホ

! 011何色村吹上 f.)<:化物・小傑 ・褐欽 砂'{'{士を汗む

と 1日色弱fli'l'tよ }日鉄を，'，む

。¥ I日色弱!1m上 i*化物を多i止に含む 砂"N上浪人

1 î~色弱粘'(t土 民化物・砂質 lを，'，む M性ややあり

九 灰色2褐色紗質 一1: î~鉄を，'，む、少量の枯質 1:1卑混入
(i r*ó~tß色村土 f部分的に伺鉄を含む(中 111息徽!国)

7 茶15色Ui'l'tよ 炭化物}日鉄・王/iを合としまりあり

対 茶ìU色~!HI~í質 | 砂質iを含む 炭化物 !日鉄を微量にかむ しまり弱l'i 

り j~色弱枯tt t: i.)i化物・ 1昌鉄壬微:，tに含む しまり ~~jぃ l 

1 11 茶悩色f，'i'l~í土 決化物砂n-Iこを微用に斤むし まり*jい
11 附 色Wi1'tよ 'h'j上川人しま IH)lIい ~ _I :li(II(Wi土
11 不出色村民土 11にi!よ似 しま り¥jiJい | 
1:¥ 附1日色事J'hJj貿 1: 1日鉄を白む 炭化物を微I，t含む、 宝水火山l火多量に混入 J
11 IYJt.¥褐色'fl'j土 炭化物 .15jt; . 砂質上を微監に~'Iむ
¥:， 附!日色刷 1'. 炭化物・!日Ij、を少r.t含む

11; a日間色村 lょ 砂質オを多情に含む伺1': 炭化1却を微鼠に含む

I I ~，UHJ色村 L 1~鉄をfrむ. 炭化物を微 1 ，\に合む
1 S U!J茶褐色~~IJi上 {品目上を事l，tに含む.j~鉄 i;';(ヒ物を微li¥に古む

I!I uJJt.¥1日色中j粘't't仁 砂質fを多駄に含む lsjt;を含む
1U 1火!日色砂町上 (近町以降の制作 1:)
~ I SUHJ色村i1: I~鉄をま5母に ・ 炭化物を微l古に :'iむ かたくし まる

21 s百出色事j.h!i質一J: 1日鉄を，'，む 粘性強ハ ヘ

日 !リ11日色砂'I't土 li.';iたに砂 .'h'j仁がI(Hli 出鉄やや多く ・炭化物を微量合む1
:!l t品巳砧t!，[I 刊1 上 ・ .j~ 化物士微'Il_. 二台/.. 

1:-; I抑制色砂n上 1:¥に近似 I~鉄砂を合む
~ti uliiM色事jt/j質 l 炭化物を主(.f<に含む

~í 褐色的'1'[1: 1日鉄を少量 ・炭化物を微 Ijtに含む判i '('ttiJ.~入
川 町Jt.¥ie色砂 砂利 ・卜百p.炭化本片を古む

川 町出色砂村土 ilt討小IJ\l ー 士。Ilj (，~を 含む
川 崎!日色弱rIi質_I: i日鉄・ 砂J賃上を含むかたくしまる

!I 日前日色砂'(t土 炭化物を多11に .1日鉄を;;;む

口日音階色卓JlIi質一1: jlt計1.，を少惜炭化物を微雨に含む枯tt強い i 

1:1 U r.l- HJ色弱t\~質 1. i.)i(t物・ 1尼:n粒 ・砂質土を吉む しまりあり 1 
:¥1 時間色~J~J 'h';質 1 : Ily筒土砂が凶状にI(討自 民化物を少 :i~含む " j"(i1!:!I(thU 
仏 IYIi日色砂町土 側 二i砂が問状に堆桁掲鉄と棚の炭化物的む i 

かたくしまる

凶 明1[1色砂笥士 山に近似;):)に比べて1Ii'I'(上の混入多い

:¥; H!JI~色砂'~(t: ;.;.;(t物・小1，粒 目砂が回状にI(幻自

:¥S 灰照色村j'(1土 iJt:f'f'J、地を合む

:19 灰色粘質 仁 各l止の泥岩見を含む

10 灰:JH5色炭化物庖 多量のj師日iiを含むGi'i1炭化JI司)
11 灰色粘蹟 1: :¥!Jに近似

11 陥{J'i褐色紗質 1: L師初日ーを;;;む

¥:¥以IfJ色f1i'l't土 行千の炭化物を含む

11 l:ii.'日色炭化物問 多抵の.I:i:IJ;."を含む (第1炭化阿)

I ~ n昔前褐色村民十 代寸ニのぬ化物を含む

lI i 硝1~色砧質士 多量の炭化物 土i:iJia苦を:-;む (第3炭化層)

H 時前褐色枯質~: f'i十の炭化物を含む

IS f:J(，t-.U色枯伐土 木認を;'1む

I!I 日青山灰色仙質| 本~iiを :'1む
日() Dì} ó~灰色弱枯'(!(J 本誌を，'，む 1I也山吊iU
;iJ 淡!火褐色枯質J.: iJt'岩 ・凝灰岩粒を合む

J~ 灰，1.1:1.色炭化物l向 上師..を多盆に含む

S:l 灰前色粘'I't土 粘土問で凝灰府塊を含む

:")¥ 灰白間色村i1H: 1也山の砂粒を多く含む

;，:") 灰民間色砂，t'U: (}血LuJJii:t)
.ili 日岳民黄色村¥t'U: 犯行'J、IJ¥!を含む
;ji 黄f:ii色粘'I'tt iJ己お 凝灰岩小塊黒色利上を， '，む
:jS 黄灰色弱材質 上

引} 灰月:色J炭化物1白
60 賞灰色枯n.-t: 57に近似 鼎色粘jは少ない

1;1 灰前掲色帖土 部分的に渇鉄を含む

図3 土層図
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調査成果第 3章
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1 .近世

表土は50~70cmの厚みがあり 、 それを除くと近世商が

ある。この面は暗褐色粘質土または灰褐色砂質土で構成

され、西半部が一段落ちる。この落ちの線以西の 1・2-

Bに、円形土坑 2基 (土坑 3・4)が検出された。なお

土坑 l・2は近・現代の撹乱坑であり、省略した。

土坑 3 (図 3調査区中央部南北土層断面および図 4近

世遺構全図参照，個別図は省略)

位置 1・2-B 大きさ:直径 3m(推計)・深さ52cm

平面形:円形 断面形:逆台形 主軸方位 :不明

充填士:図 3参照 出土遺物:なし

土坑 4 (図 3調査区西壁土層断面および図 4近世遺構

全図参照，個別図は省略)

ど三三HJJ

鎌倉時代前期

× 
¥ 

位置 1-A. B 大きさ:直径2.22m.深さ80cm

平面形:円形 断面形:逆台形 主軸方位 :不明

充填土:図 3参照 出土遺物:なし

2.鎌倉時代前期

近世層は20~25cmの厚みがあり、その直下に中世基盤

層の灰黄褐色粘土がはやくも現れる。このことは、調査

地点が近世に基盤層まで削り取られたことを示すものだ

ろう 。この層からは、調査区東南部の 2-Bで急傾斜の

壁を持つ東西方向の大型の落込みを、また、西南角の l

Bで溝状の遺構を検出した。前者は、位置からみて旧

2 

、そ ご 」

¥ 
ー メ//11-B

い三二

古代~平安時代末期?

弥生時代

べ
¥同

¥

(右岸)の可能性が高い。

(図3調査区北・東・中央部南北土層断面図お

よび図 4鎌倉時代前期遺構全図参照，個別図は省略)

位置 :2-B 規模 :幅1.5m (調査区内現況)以上

・深さ1.9m (同前)以上 平面形 :やや西南方向に

曲がり、非直線的 主軸方位 :N-80
o -w (上流か

らみて)前後 充填土:図 3参照 出土遺物:図 6

-表 1. 2参照

特記事項:堆積土中に 3枚の厚い炭化層があり、それ

ぞれが一時期の川床だったとみられる。底面を入れると

4期の変選がたどれる。いずれの炭化層にも相当量の遺

物が含まれていたが、いずれも手づくねの京都系土師器

皿が多くみられ、鎌倉時代前期までにおさまるとみてよ

滑川の岸

河道 1

o 2m 

遺構全国図4

ハ
h
u

n
U
 

円
ノ
』

し、。



3.古代~平安時代末期

河道 lを除くと、下にあらたな落込みが出現する。

これもまた河岸だと考えられる。

河道 2 (図 3調査区北・ 東土層断面図および図 4

古代~平安時代末期遺構全国参照，個別図は省略)

位置 :2-B 規模 :幅1.8m (調査区内現況)

以上 ・深さ0.98m (同前)以上 平面形 :やや北東

方向に曲がり、非直線的 主軸方位 :N-85
0 -w 

(上流からみて)前後充填土 :図3参照出土遺

物:図 7・表 3参照

特記事項 :河道 lに切られる。詳細な年代は不明だ

が、古代かもしくは平安時代末期の中世に属する遺

構であろう 。図 7-1は弥生時代中期後半~後期の

高I不。

4.弥生時代

L 

- 8商1m

t.，_ 
y 

¥ 

主rU色も，I'nl
炭化物 !日鉄を微li!;1";;む

J 時制色村帖質」

'i永火L111;iを多:，tにF7む
3 ~fl\色~JsJ制î'il:

砂!'tI~ ・ 火山灰を含む

しまりわるい

10.00m .1 茶出色iHiWi質j

1 表 土j"'_ 5~一 一F、.rr /( 6 

-k/米主1一二 9.00m
¥ミ .J 7 

(反転図)

。 2m 

tに近似 1より もしまりわるい

5 時制色iJ~J粘賀士

I!J鉄 ・"正行 ・玉{;を合と

かたくし まる

Jj 灰ぬm色砂'fi 'l~
}白山山砂に近似 1日鉄を微量，'，

む

I 11青出色!J ~J粕質1

日に近似 ilt岩 ・砂利をF7む

図 5 溝状遺構

河道らしき落込みを検出 した。位置は上記 2条の河道とさほど変わらない。

河道 3 (図 3調査区北 ・東土層断面図および図 4弥生時代遺構全図参照，個別図は省略)

位置 1・2-B 規模:111高2m (調査区内現況)以上 ・深さ0.9m(同前)以上 平面形 :やや

北東方向に曲がり、非直線的 主軸方位 :N -82
0 -w (上流からみて)前後 充填土:図 3参照

出土遺物 :図化可能なものなし

特記事項 :図化 し得なかったが、出土遺物には弥生時代中期後半~後期のものがみられる。当該期の集

落は調査地点の西側に広く確認されている。

第 4章 まとめ

滑川旧流路について簡単に触れておきたい。

調査区東南部を斜めによぎる急傾斜の大きな落込みが検出された。第3章でも指摘したとおり、位置

からいってまず滑川の古い右岸とみてよい。弥生時代中期後半に始まり、鎌倉時代前期まではほぼ同じ

場所にあった。以後はこの地から現在の滑川により近い方向(南)に移っていったのだろう 。いずれの

時代にも護岸らしき施設はない。

鎌倉時代前期の流路は、この時代のみでも 4時期に分かれ、底面を除く 3時期に炭化層が堆積してい

た。中期以後現況河川寄りに移行する契機として何らかの人為を想定するしかないが、あるいは北条泰

時がおこなったという朝比奈切通し閉塞 (実際には改良か=石井1986・馬淵1994など)に ともなう 六浦

道整備があったのかもしれない。

この地は近世に、中世遺構がほとんど残らないほど削 り取られている。天文十七年(1548)の北条氏

康による関取場造営に関連しているのだろうか。

i主

石井進1986["中11ト六浦の服史Jr三浦古文化j ~':;40号 三irti古文化研究会

馬淵和tJU994["武士の打1;鎌倉 ーその成立と梢想をめ ぐって Jr都市鎌合と坂東の海に暮らす』 新人物往来社

-207-



ξ三 |三三つ1 三三日ヨ9

~三プ2

で士主言ヨ

¥一-~~2 三三 i 長引

一十三
百
叩

一d

E

亡 三子て三
℃iE~ ミモ三|乙ヰ

ミ乙民三者三二三L三J
ミミ三長三さえ

三竺今7

只三l与三

工二 lζJ?a

セ三 三三ク20

又二二基三プ21

に三七ュゲ22

ミニギ孟~3

ミ二L 三叉。

ミ尋云22

v;v下、
1¥ーJ 19 

1~19 第1炭化層遺物

て;平~

:=三

一

f

ヨ三

三
20~29 第2炭化層遺物

に三£三E三ヲ1

30~32 第3炭化層遺物

。 10cm ロ
図6 河道 1出土遺物

-20良一

。

34 33・34 最下層遺物



。 10cm 

も
F~- 一二 ー

Lゴコ
「ク J:j ¥¥¥JL ¥

乙よ_/2

河道2出土遺物 遺構外採集遺物

図 7 中世以前・遺構外採集遺物

番号 種 !iJIJ 大きさ せいけい 素地・胎土 その他特徴など

図6 土f:i1i ~~ IIll 口径(10.2cm)1.式径 (9.2cm) 日日高1.4cm 手つくね後内底部11縁庁1Iナデ

l T 位|人l折小型 飴土は淡l!;¥色で黒雲母制片、内色5十状物質をffむ 焼成良府

2 
1: nili ii~ llIl 日後8.8ω1 Il~径3 . 4cm 昔話I布1.65cm Tーづくね後|人l底部口縁部ナデ 外底面に掠痕あり

T 干i[! 小型 胎土はj炎符色 (表面)-灰黒色(ij台芯)で白色針状物質を含む 焼成きわめて良好

3 
」 f:lli ii~ 皿 11径9.5cm 1氏f手4.1cm ~~I'iij l. 7cm 乎づくね後|人l底部口縁部ナデ外収I而板状圧痕

T 11; 小型 I1白土は淡将色(表出) -灰黒色(11台，E、)で黒雲町制11片、白色針状物質をfrむ 焼成良好

4 
J: f:lli ~~皿 LI径9.5cm riH壬4.4cm (，~高 1.9cm 手づくね後|人l底部口縁部ナデ

T H( 小 1日 I1古土はI主将色 (表白)-灰位j色 1n台芯)で黒雲母判111¥を含む 焼成きわめて良好

5 
土日iii 出 1111 口{手 (9.5cm) lif径 (4.2cm) 6~高2.0cm 手つくね後内底部11縁自1Iナデ外!誌面に採決あ り

T 的小 型 胎土は淡的色 (表面)-版社j色 (外底面)で県安 i:)中111川、白色針状物質 を含む 焼成良川

6 
こt nili ii品川l 口径9.15cm 底径3.9cm 鋭的¥1. 95cm 手つくね後IJ..J底部口縁部すデ

T H 小型 胎土は占、1(;色 (表面) -1天褐色 (1台芯)で黒色粒子を含む 焼成きわめて良好

7 
土日ili (，~皿 手つくね{長内成部il縁i'illナデ 11縁と 内底函1['リミにillJ媒付着

TH  小型 胎土は淡椅色 (表而)-1.火褐色 (I!fi芯)で堅実付朝111"，、白色針状物質をfTむ 焼成良好

8 
t (:lli j>，:f 1111 口筏 115.6cm) !長径 17.6cm) ~ð:高3.4cm 手つくね後内底部日縁部ナデ

T f中 大型 胎1はI炎怯j色 (表而)九H音)火色 (飴芯)で黒雲1号制11日、白色針状物質を作む t免hY:良lif

9 
十 1'. nlli 出血 口径 (7.8cm) 底径 (6.4cm) 総高2.0ω 才ill1l'lな;ロクロ 1氏部Inl'[it;糸きり 内圧~;~II -jデ

R fIf( 小耳リ 胎土は1炎筒色で黒雲母親1111、1'1色針状物質を合む 1rt成良好

'引H当
土師時 1111 口径 (9. 0 cm) !長径 18.4cm) 俸高1.5cm イ~ï叫転ロクロ 底的11111転糸き り |人l底部ナテ'fi(1i訟で、きず

10 
R H( 小型 胎土はj炎符色で白色針 ;IJ、物質を含む 焼成良好

化
日筏 (9.6cm) 底径 (5.7cm) 待高1.8cm 右向転ロク口 氏部Inl松N司 1: f:lli ~~皿 板状!上痕により底面がゆがむ '1'心部の穴は穿孔によるものか11 

R や~; 小型 1白土はj炎符色(表面)-灰伺色(11台，E、)で里雲円高111片、ドl色iH状物引をfTむ 焼成良H

12 
+. f:1!i 協 1111 口f壬 (9.lcm) 15:径 (5.4cm) 25高1.7cm イil日|転ロクロ 底部1"1;[¥ム糸きり 内底部ナデ外底面板状11痕

R fA 小型 胎土はj炎性j色 (表面)-灰~g色 ( 17'J底音阿1央) で以雲母組l片、白色針状物質を含む 焼成良好

13 
土 nili (，~ Jsl 口径 02.6cm) 底径 (7.6cm) 持高3.6cm イ， ILJH!i;ロクロ 1，'f; fill~"1転

R f'R 大型 胎土は淡褐色で黒雲母細川、 ['.1色針状物質を合む

14 
卜 m!i r.，~ Illl 口径(13.4cm) 底筏 (9.lcmJ ít~;局3.1cm :{-il両l恥;ロクロ 底部II'I転糸きり 内底部ナデ 外底面板:[;たLi決

R Hi 大型 胎土は淡制色で黒雲母、白色JI状物質を含む

15 
土自i!i 背任血 口径(14.4cm) 底径 (8.9cm) 器高3.6cm 布1"1転ロクロ 底部liJl転糸きり 内!良部ナデ縫認できず

R f車 大型 胎土は淡特色 (表面)-灰褐色 (Hfi芯)で早雲母制11片、赤色粒子、白色引状物質を含む -!i'tI&良好

16 
土f:ili (.~皿 底径 (7.2cm) 右回転ロクロ 底部回転糸きり 内底部ナデなし

R fill 大型 胎土はIYJij~特色で黒雲母綱J.t、赤色粒子を含む .tJ'tl&きわめて良好

17 
土f:lli 総皿 口f壬(14.3cm) 底径(10.1cm) gfF高3.1cm till1l如、ロクロ 底i'i111111'Iij;糸きり 内底部ナデ外底而板状u::痕

R椛 大理l 胎土は淡住j色(表面)-赤位色 (11台芯)で!t'，~N調11川、|コ色豊| 状物質を fTむ 焼成良好

18 近-#~ ~~ ""TLj磁碗
底後 (6.8cm) ロクロ成Jf; iilJり出し高台

胎土は!火色で紋術 紬茶は!天緑色で、透明 外Irufliは露目白、

19 IL 残長18.2cm r[1 (14.8cm) 匂さ7.1cm 最大厚1.9cm 凸而縄目 山而布目 側面ヘラ i'ilJり

院し|ーは)パ位j色 (表面)-明褐色 (lIfi芯)で黒雲母調11片、小石片を合む

表 1 河道 1出土遺物観察表 (1) 
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番号 種 日リ 大きさ せいけい 素地 ・胎土 その他特徴など

L，，16 |師 (.)f 1I11 円i王 (8.8cml J九{王 (5.2cml ~~高 1. 25cm 子づくね後|付底部11縁部ナデ

20 T fo[[小 型 胎土はt炎怯j色 (衣1(li) 、 IVJ尚色 (lJii.:;:)で黒主主[J細川 、CI色針状物質を作む

21 
l 師掠 IIll 仁11壬9.2cm li(1王6.Ocm ~:i ，自j 1. 6cm 手づくね後|付底白1¥口縁日11ナデ

T 的 小型 胎土はdミ特色(1{I(li)-灰褐色 (船主~ ) で黒袋 GHIII 片 、 I~I 色針状物質を合む 焼成きわめて良好

22 
f:ifJ探皿 Ilif9.8cm Ir¥i王6.Ocm ~:i ，¥，:j 1. 8cm 手づくね後内11，く古Illi紋庁11ナデ 外底illi板状圧痕

T f~! 小 ~2 IJti上は明的色(1<I(li)- 1火同色 (胎 ;t~) 焼成きわめてllH

23 
UjfJ 器 1111 U1手9.9cm liHf5.0cm ;>，出荷:j2.15cm 手づくね後l人-)1た1¥111Iff'社1¥11ナデ

T tm 小 型 胎土は旬Ji:k褐色(1;:I(li)-1天褐色 (sfi芯)でJ主主l止制11片、)']色針状物質を合む #t成きわめて良(lf

~~ 24 
(:lli 器 皿 日後(13.8cm) !八i予4.2cm 器高 (3.4cm) 手っくね後l人llil:古11口縁音11ナデ外底面板状庄痕

2 T 締 大 型 日台上は j~~尚~ (1<I(li) -n)JI火尚色 (lJ古;t:)で黒雲母細1'，-、)'10.幻状物質を含む 焼成きわめて良好

化
25 

r.lli 器 皿 Tづくね後内成;';1¥11紋日11ナデ
地 T fo![大理! 胎 I~は IlJJi炎粉色で，r.J:\ ';_~: 付朝un を含む 焼成きわめて良M

26 
|由11 器血 手づくね後内j久官1111紋部ナデ

T f'I( 大 型! 胎土はItJ:Ji炎褐色 (去I(ii)- 1珂灰褐色 ( lJti芯 ) で~~~玄 EHIII川を含む 'iYtlぷきわめて良好

27 
1. Ulli 持阻 口i王 (8.4cm) 11¥1予 (5.8cm) r.~，高 1. 65cm 1:il旦|軒、ロクロ 底部|自転糸きり 内底部ナデなし

R Hi 小型 胎土 lま ゆJi炎位j色で !:，I~:雲 母制11片を含む 焼成きわめて良好

28 
1- 印li j探血 μi王 (8.1cm) IJH毛 (4.6cm) 都高1.6cm 布団転ロク ロ l氏再11回転糸 きり 内底部ナデなし

R t垂小引 』古j'. は j炎燭色で忠実{手掛11片、 山色~ I 状物質を含む 'Ifth比きわめて良好

29 
l占 師l器 1111 rl径 (9.4cm) 115:1.ま (7.4cm) 務高1.7cm 右回転ロク口 氏部回転糸きり 内底部ナデ

R 続 小型 胎土はゆ1i炎褐色で，tH雲Jf):制lIi'，を合む 焼成良好

30 
1. Ulli 保 皿 口径9.8cm 成任'1.3cm ?，~高2.0cm 手づくね後内!な音11口縁部ナデ外底而に嫁痕あり

首1
T fili IJ、 1担 IJfi土は WJ淡伺色で~1.\'~-~ 付 *-III}'，、内色針状物質を ffむ 焼成きわめて良好

3 1: uiji 器皿 口径 (8.5cm) li(符5.Ocm ?，~高 (1 . 7cm ) 右凶転ロク口 氏古111，，1転糸きり 内底部ナデなし 口縁部に叶I1煤付着
11ι 31 
化 R 極 小 型 胎:1は明ト白色でよ，IA1ミi手掛1I!'r-、赤色粒子、白色針状物質を合む 焼成きわめて良好

1. r.iji 器 皿 口径 (8.6cm) J氏i王 (5.2cm) i詩高2.3cm む1"11;ムロク ロ 1;il:;';III'li転糸きり 内底部ナデなし
32 

R H 小型 胎土[立明i炎続色でノl、イil'，を含む 焼成は良好

{道rr[)1卜k 
33 !克 ffJ未製品 長さ 17.8cm )1立大帆¥2.2cm 最大原2.8cm 1，1司端及び平511なjYijにノコギリ痕

1 J;，'1 
34 箸 残長21.4cm 附0.5cm '-'/さ0.5cm 両日 ほ(;f完形

表 2 河道 1出土遺物観察表 (2) 

番号 種 !iJIJ 大きさ せいけい 素地・胎土 その他特徴など

M;u 1::':17 'J:J、 '1 土 25 口{王 (22.0cm) 外I([J及び口縁部に羽状縄文 |吋l且lはミガキのち赤彩

2 ["J 勾1 胎土は切Ji炎褐色で県芸E・i]制11片、赤色粒子、 小石川4 を合む

2 
)1; Ili王 (11.lclII) 1，:ロクロ lul転 j'jlJり出 し高台 市台に砂Icl絡みによる剥離が4ヶ所 |付聞にも 4ヶiijrの砂1-1桁

j外!1 

鉢 みのij;(同;

胎土はI炎茶褐色で綴'前 焼成良好 1610-1711t紀第 3間半期 一彩子唐津

3 
t江泉三県青磁 底径4.6cm ロクロ成j杉 削り出 しi吉i台

jllij イヒ 文碗 IJ古lは明灰色で線高t ;flll楽はl火緑色で透明 外!定 l白露lJ~i 高台内に祭クソ付着

表 3 河道2および遺構外出土遺物観察表

， J，iI1ì' 1 ;( "Í~ f小

第 1iJdヒ1';i1
第2炭化M

~~ 3炭化府

調査区全体

第l炭化層

第2炭化層

第3炭化層

。克 20% 40克 60克 80% 

ロ 土自limiT積圃 土問j V.~R種

表4 土師器技法別構成
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内底面に蓮華l者草丈

100克



調査区全体

第l炭化層

第2炭化層

第3炭化層

。% 10% 

口土師器皿 図土器

園青磁竜泉窯系 回青白磁

20% 

回常滑

回白磁

30% 

I面 J肘 I預 |、 府

|師器[[[[ [/[45 98.90% ‘371 99.73% 

l器 2 0.14% 。 0.00% 

??siff 0.48% 。 0.00% 

il(美湖I'tj 0.07% 。 0.00% 

瀬戸 。 0.00% 。 0.00% 

瓦 3 0.21% 。 0.00% 

11磁同安宅系 0.07% 。 0.00% 

11似ii'芭泉窯iI'、 0.07% 。 0.00% 

青白 íil~{ o 0.00% 。 0.00% 

白線 0.07% 。 0.00% 
J止大牛止~!~Ill IJ 0.00% 0.27% 

1来日任以外木製品 。 oα)% 。 0.00% 
1)11 l木材 。 O.α)% 。 oα)O/r， 

'\~f モP白1*.箭~~1¥-1]1 o O.α)% 。 0.00% 

古川 1/161 100% 372 100% 

調査区全体

第1炭化層

第2炭化層

第3炭化層

/ 

40% 50% 60% 70% 80% 

回瀬戸 口瓦ロ渥美・湖西

日鉄製品 図漆器以外木製品 目加工木材

E 回 調交Iバ令体

95 97.94% 2296 95.87% 。 O.ω% 8 0.33% 

1.03% 43 1. 80% 

1.03% 5 0.21% 。 0.00% 0.04% 

o 。ω% 6 0.25% 。 。00% 3 0.13% 。 0.00% 8 0.33% 。 0.00% 2 0.08% 。 O.∞% 2 0.08% 。 。ω% 16 0.67% 。 。009u 3 0.13% 。 0.00% O.04')u 。 O.ω% 。04<Jo

97 100.00% 2395 100% 

表5 産地別構成

7 

J 

。% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 

ロ土器図国産陶磁器 固瓦ロ舶載陶磁器 回金属製品 口木製品 園加工木材 園骨角製品

I面上層 I面下 層 H 1m 調査民全体

土器 1447 99.04% 371 99.73% 95 97.94% 2304 96.20% 

国産陶磁部 8 0.55% 。 0.00% 2 2.06% 49 2.05% 

瓦 3 0.21% 。 0.00% 。 0.00% 6 。目25%
舶載陶儀器 3 0.21% 。 0.00% 。 0.00% 15 0.63% 

金属製品 。 0.00% 0.27% 。 O.∞% 16 0.67% 

木製品 。 0.00% 。 0.00% o O.ω%  3 0.13% 

加工木材 。 0.00% 。 0.00% 。 O.∞% l 0.04% 

月向 μ向3ィ制ι " o 0.00% 。 0.00% 。 O.∞% 0.04% 

1461 100% 372 100% 97 100% 2395 ωo% 

表6 器種別構成
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90% 100% 

図青磁同安芸草系

図骨角製品

調

11 

B 

爾

一 J 

90% 100% 
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仔l

1. 本幸R文は、 長谷小路周辺遺跡(神奈川県遺跡台帳No.236)内、鎌倉市由比ガ浜三丁目194番50地点に

所在する遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告である。

2.発掘調査は、個人専用住宅建設に先立ち平成14年 7月1日から 7月25日にかけて鎌倉市教育委員会

が実施した。調査面積は5l.75ぱ。

3.調査体制は以下の通り 。

調査員汐見 一夫 鍛治屋勝二

調査補助員 沖元 道鈴木弘太

調査協力者 中須洋二 町田義 一渡遺輝彦

4.本報文の整理作業は、 主に遺構図の整理を汐見が、遺物の実測及び全挿図の トレースと版組みを小

泉衣理が行った。中世以前の遺物は、実測から原稿に至るまでの全てを押木弘巳氏(鎌倉遺跡調査

会) が行った。原稿執筆は第 l章 ・第2章 ・第3章の遺構を汐見が、第3章の 1. 2の遺物は小泉

が、第 3章の 3は押木が、第4章は執筆者討議の上汐見が文責を負い全体の編集を行なった。又、

本報文に使用 した写真は遺構関係を汐見と鍛治屋が、遺物を小泉 ・押木が撮影した。

5.発掘調査から本報文作成に至るまでに、以下の各氏及び機関から御教示と御協力を賜った。

制鎌倉市シルバ一人材センター 鎌倉考古学研究所 東国歴史考古学研究所

6.本報文に関わる資料は鎌倉市教育委員会が保管している。

康子

po
 

--ム
円
ノ
ム

仁ゴ

松原



目次
第 l章環境と立地 ………………………...・H ・-………………………...・H ・..……………………………218

第 2章 調査の概要 …………………・・…ー……・ー…………………・………・・…...・ H ・・ H ・H ・..…………….222

第 3章 遺構と遺物 …………………………….......・ H ・.....・ H ・..…・……・・………………...・ H ・.....・H ・....224

l. 1面の遺構と遺物...・ H ・...…...・ H ・H ・H ・-……………・・……・・……ー……...・H ・....・ H ・..……………....225

2. 2両の遺構と遺物……・・…・・…………・・……………ー………ー…………...・ H ・.....・H ・H ・H ・..…・…....227

3. 中世以前の遺物 …………-…・…・・……・・…………・・………ー………….....・H ・-…….....・H ・..…….229

第4章 調査成果 一…・・…・…一一・……ー………………・・…………・・…一…・・・…一……....・...……………ー233

挿図・表目次
図 I 長谷小路周辺遺跡と調査地点 ………...218 表 l 出土銅銭一覧 1……・・…・・……………..234

図2 国土座標とグリッド配置 ………………222 表 2 出土銅銭一覧 2 ……・・…ー……………..235

図3 グリッド配置と堆積土層………...・H ・..223 表 3 出土銅銭一覧3 ・………...・H ・..…...・H ・'236

図4 l面の遺構 ・……………………...・ H ・….224 表4 出土銅銭一覧4 .…....・ H ・..…...・ H ・..…'237

図5 l面出土遺物 …...・ H ・-……………・・….226 表 5 出土銅銭一覧 5 …一……ー……………ー238

図6 2面の遺構 ・……………・・……...・H ・-….227 表 6 出土銅銭一覧 6 ..……一-一……………ー239

図7 2面の出土遺物 ………ー……………….228 表 7 出土銅銭一覧7 …………………………240

区18 採集遺物 …...・H ・...…...・H ・.....・ H ・-……228 表 8 出土遺物計測表 -…・…・・………...・ H ・....241

図9 中世以前の出土遺物 ……...・H ・..……・・・230 表 9 出土遺物数 ……...・H ・..…...・H ・..………242

図10 周辺の遺構軸方向 ………...・H ・.....・H ・..233

写真図版目次
図版 l 遺構写真 l ……………...・H ・..…...・ H ・.....・ H ・..……………………...・ H ・..……………・………・.243

図版 2 遺構写真 2 ……...・ H ・..…………………・・……・・………・……………………………...・ H ・H ・H ・"'244

図版 3 遺構写真(中世) ……………………………………...・H ・.....・H ・..……...・ H ・..…...・ H ・..………245

図版4 遺構写真(中世以前) ………………...・H ・..………………………………………...・H ・..………246

ウ

i
唱

l
ょっμ



第 l章環境と立地

長谷小路周辺遺跡は鎌倉市の南縁、現六地蔵交差点から長谷観音交差点に至る国道134号線に沿った

東西に広い範囲が呼称されている。本遺跡範囲内ではこれまでに本調査地点を含めて23地点で調査が行

われており (図 1)、その成果から、遺跡地北側のE陵と海岸線との聞には弥生?古墳時代以降に形成

された砂正が少なくとも 3列東西方向に横たわり、砂E聞には海退時の名残と考えられる低湿地状の弱

粘質砂が不規則に堆積している。国道134号線は北側の砂丘列のほぼ頂部を通り、現車道に面した南側

の調査地点では中世飛砂下層にこの弱粘質砂が地点により厚く堆積し、下層には中世以前の遺構・遺物

を内包する。中世期の遺構群は方形竪穴と土坑が主体で、地点に依り井戸 ・溝状土坑・墓土i上が複雑に重

複して発見されることが多い。方形竪穴の構造は、堆積土が乾燥した砂層の為に木質が遺存せず不明な

点が多いと言わざるを得ないが、 土台に鎌倉石や伊豆石を利用するもの、柱穴建てのもの、杭で壁板を

支える簡易なもの等多種多様である。 溝状土坑や通路状の空閑地からはある程度の街区が看取され、方

形竪穴の主軸は現車道に直交するように発見されているが、道路面は顕著に発見されていない (図10)。

一方、現況及び中世遺構面の検出レベルが 2m程低い地点 7・12では中世期の硬化面が発見され、地点

15・16及び本調査地点の遺構軸方向はこの硬化面を意識しており、国道134号線から分岐した現小車道

が中世の道路面を踏襲していると思われる。由比ヶ浜中世集団墓地遺跡内地点29の調査区北端の遺構軸

は地点280 30で発見された中世道路面を意識し、この道路面は地点15・16の硬化面とほぼ同軸であるこ

とから観ても、この地域では中世鎌倉中心部の若宮大路に中心とする街区割とは異なり、鎌倉期以前か

ら形成されてきた砂丘や海岸線等の自然地形に沿う様に道路が通され、街区が定っていったのであろう 。

調査地点:遺跡名

1 -24 :，長谷小路周辺
遺跡、 25-34・由比ガ浜

中世集団墓地遺跡、 35-
38 :由比ガ浜南遺跡、

39040 長谷観音堂周辺
遺跡、 41042 桑ヶ谷療

病院跡、 43 高徳院周辺

遺跡、 44-47 甘縄神社
周辺遺跡、 48-55 笹目

遺跡、 56・57:今小路酋

遺跡、 58 若宮大路周辺
遺跡群、 59・60 下馬周

辺遺跡

図1 長谷小路周辺遺跡と調査地点
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47. 長谷一丁目 2003年淵査未報汁。

笹目遺跡 (No.207)

48. 笹目町330番 l地点 1988年調査「笹日遺跡(笹目町330番 I地点)Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 6

三12:成元年度発掘調査報肯Jl 1990年 3月 鎌倉市教育委員会/r笹日遺跡発掘調査報(17書 鎌倉市笹日間1

330番 I 地点Jl 1991年 7月 佐日遺跡発用調査団

49. 佐日425番 l地点 1993年調査 「笹目遺跡、 (No.207)(笹目町425番 I外地点)Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調

査 報告書10 平成 5年度発掘調査報告(第 2分↑IIt)Jl1994年 3)i 鎌倉市教育委員会

50. 佐日302番 5地点 1993年調査 「笹日遺跡、 (~o.207) Oik日向302帯 5地点)Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査

報告書11 平成 6年度発掘調査報告 (第 I分冊)Jl 1995年 3月 鎌倉市教育委員会

51.笹目町285番 I地点 1999年調査 「笹H遺跡、(No.207)笹 目町"285番 l外地点Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調

査報告書 17 平成12年度発掘調査報告(第 2分冊)Jl2001年 3月 鎌倉市教育委員会

52.笹目町286書 l外地点 1999年調査 「笹目遺跡 (~o.207 ) 笹目町286番 l 外地点J r鎌倉市埋蔵文化財緊急

調査報古書17 平成12年度発掘調査報告(第 2分間)Jl2001年 3JJ 鎌倉市教育委員会

53. 笹目町302帯11地点 2000年調脊 「笹目遺跡(No.207)笹目 町302]干11外地点Jr鎌倉市埋蔵文化財 緊急調査

報告書18 平成13年度発掘調来報告 (第 2分冊)Jl2002年 3月 鎌倉市教育委員会

54. 笹目町 2002年調査 未報告(目(・国庫)

55. 笹目町 2003年調査 未報告(111代 ・民間)

今小路西遺跡 (No.201) 

56.由比ガ浜一ー「日213番 3地点 1991年調査 『今小路西泣跡

1-11比 ガ浜一丁目213番 3地点Jl1993年 7月 今小路西泣跡発掘調布団

57. 111比ガ浜ー丁目 183番 I地点 2000年調査「今小路西遺跡(No.201)由比ガ浜←A 丁目183番 l地点Jr鎌倉市

埋蔵文化財緊急調査報告書18 '1;成13年度発掘調査報告 (第 2分"骨)Jl2002年 3月 鎌倉市教育委員会

若宮大路周辺遺跡群 (No.242)

58. 由比ガ浜一 丁目 129番 5地点 1993年調査『若宮大路周辺遺跡群発掘調査報告書 由比ケ浜一丁目 129番 5

地点Jl1995年 5月 若宮大路周辺遺跡群発掘調査団

下馬周辺遺跡 (No.200)

59. 由比ガ浜二丁目 107番 l地点 1995年調査「下馬周辺遺跡、(No.200)(由比カ"iJ~二丁目 107番 1 地点)Jr鎌倉市

埋蔵文化財緊急調売報告書13 平成 8年度発掘調査開告 (第 2分冊)Jl1997年 3月 鎌倉市教育委員会

60.由比ガj兵二 J日106番 6、 7外地点 2000年調査「下馬周辺遺跡 (No.200)山比ガ浜二丁目 106番 6、 7地点j

『鎌倉市埋蔵文化財会緊急調査報告書18 平成13年度発掘調査報昨(第 1分1m")Jl 2002年 3月 鎌倉市教育

牙三日~'-
←λ・7<工三

註 ・各調査地点 ・報告書:は、長谷小路周辺遺跡(No.236)は全ての、他の遺跡は図 1の範囲内の調査地点を、

各遺跡'{tJ:に調査年]11ftに番号を十jした。

-報告書は2003年 8月末現在。

-小泉衣月!と渡達美佐子の協力に拠り筆者調べに拠る。
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第 2章調査の概要
-調査経緯から結果に至る概要

本調査は個人専用住宅の建設にあたり、建物基礎設置範囲を対象として確認調査と諸協議を経て実施

された。調査区は 2箇所に分れ、東側を I区、西側を E区とした。 II区の南端は表土掘削時に現地表下

2m 以上が近現代に撹乱されているのが確認された為、掘り上げ後の調査区壁の安全上、又、 敷地内で

処理する残土量の問題等を考え併せ調査区外と見なした。

調査では、遺構面の整合を考え 1. II区を平行して進めるべく予定したが、 I区の上層は広範囲に撹

乱されていた事と調査に伴う残土置場に難渋した事から、2面までは平行して調査した後、 I区を無遺物

層まで先行して掘り上げて記録保存し、 E区の下層を調査した残土で I区を埋め戻す方法を採らざるを

得なかった。期間中台風の直撃を受け、調査区壁を養生しながら酷暑の中で作業を進め、遺構面 3時期を

併せて方形竪穴 4基・土坑40基を発見し、 一括性は低いものの銅銭60余枚等多くの遺物が出土し成果を

得られた。全ての記録保存終了後に関係各方面に連絡の上、出土遺物と諸器材を撤収し調査終了とした。

-グリッド配置 (図 2) 

調査に際しては国土座標から座評点を移動し調査区内のグリッドを設定することを試みたが、調査地

付近の基準点は多くが遣存しておらず、やむを得ず 1. II区を囲む 2mグリッドを調査区の方向と形状

に合わせ任意に設定し、 I区を南北に通る主ij!H14ラインと 4級基準点E108 (X : -76595.539 Y: 

26239.337)から光波測定器を用い計測した。主軸 4ラインは磁北に対してN-2r 40' -Eである。

E 146は現地に鋲は遺存するが、座標点位置図データとは合致しなし、。参考までに示した。

-堆積土層

図3には調査時に設定したグ

リッド配置と、下層堆積土確認

の為に掘り下げた 1. II区のト

レンチ位置図を含めた調査終了

時の最終状況を示した。II区の

て146

。
A 

2 3 5 

B / 
γ 

ごL

¥ 
ど
ひ

」一ーー

d 
/ 

¥ 」ーーー- A 

¥ 
L 阪;:レ/

46 21.028m a:335
0

08'54" 

8.000m b:180 h': II 

C 

確認調査横の範囲は、 本調査の

際に崩落した部分を法面をつけ D 

て再度土層観察を行った結果を

図示している o E 

O層は近世以降の堆積土で、

E区では部分的に現地表下 2m

以上、遺構面・遺構覆土を撹乱

F 

Pl三El

Pl二P2

P2二P3 50.300m c:88
0 

P2 

P3三E108 15.450m d:273
0

40'00" 

している。

1層は土壌化した暗茶褐色砂

質土で、土丹粒 ・土器粒・年度

粒を含む中世遺物包含層。 。 10m 
( 1/300) 

図2 国土座標とクリッド配置
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砂層

図 3 グリッド配置と堆積土層

() 4111 

( 1/l20) 

2層は調査開始面で、若干土壌化した暗褐色砂質土。市街地遺跡の遺構面の様に版築・整地されては

いないが、遺構確認面でありこの 2層上面を I面としたo 3層は灰褐色砂質土。貝粒子が全体に多量含

まれしまりは良し、。 1面の遺構との重複関係等からこの 3層上面を 2面とした。

4層は、上層 3層から下層 5層へのi斬移層で砂粒・ 貝粒子共にやや粗いが、若干粘性がある。 5層は

細砂がかなり土壌化した黒褐色弱粘質砂層。微かな観察範囲ではあるが地点4・5・10に顕著な砂丘間

低地に堆積する湿地状の堆積土と判断したo 6層 ・7層は微細員粒子と極細砂から成る砂層で、付近の

調査成果と披見して中世飛砂と思われる。 6層は暗黄灰色で微かに炭化物粒が観られるが本調査範囲内

では無遺物、 7層は黄灰色で部分的に粗い貝粒子が混交し、本調査範囲内では無遺物。同様な堆積土中

から、地点 2・6・7他では奈良・平安期の遺構と遺物が、地点18では弥生期の墓土止が遺物を伴って発

見されているが、本調査範囲内では遺構は確認されず、 遺物も 全 く出土しなかった。 9層は、 著 しい湧

水の為部分的な観察ではあるが、央雑物を全く含まない黄灰色の砂層。
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第 3章遺構と遺物

調査では確認調査の成果を基に、 1 . II区共に現地表下70cmまでの表土と近現代の埋め土である撹

乱坑を重機に拠 り掘削した。その後人力で遺構而及び遺構を掘り下げ、 最終的には現地表下約 2m、海

抜6.0mの無遺物自然堆積層まで確認した。以 F、調査順通り上層の遺構と遺物から述べてし、く 。尚、

本調査では遺構内外から多量の銅銭が出土しいる。何れも一括廃棄とは考え難く 、儀礼の如く埋骨・埋

納 した様相もない為、第4章末に原寸の拓本で図示し表形式に纏めたO 又、本調査では中世以前の遺構

面は顕著には把えられなかったが、中世層中に多量の古墳期~古代の遺物が出土している。これらは各

出土層位遺構から切離し、中世層出土の古代遺物として本章末に纏めた。
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1面の遺構(図 4) 

図4には 10 II区の l面全測図。平面図は設定された調査区の位置関係そのままに、断商図は基準レ

ベル全て800mで図示している。現地表下約50~ 70cmの海抜801m前後、図 3 の 2 層上面を I 面とした。

発見された遺構は、方形竪穴 I軒・土坑18基である。 10 II区に跨る遺構はないと判断している。 II区

は撹乱が広範囲に及んでいる事もあるが遺構は希薄、 I区では確認調査墳の壁が崩落し結果的に土坑 1

基の範囲を想定線で示した。

方形竪穴は I区の南寄りで発見された。覆土は士丹粒・炭化物粒を混交するしまりの悪い茶褐色砂質

土。確認された規模は南北201mX東西209m、壁高最大値60cm、底面はほぼ平坦、底面の遺構は各壁直

下に径10~20cmで、深さ 20cmの杭穴が l ヶ所ずっと、北壁下に微かな窪みがあるだけで、出土遺物の様相

を観ても構造や用途は不明である。確認範囲から観る遺構軸はN-35
0

前後 Wで、地点 7 0 12で発見

された道路状の硬化面と直交に近い方向。方形竪穴周囲で発見された平面形方形に近い土坑 1・3・4

や、 I区北端で発見された土坑群の軸方向や並びもほぼ同軸である。

土坑 10 3の覆土は、部分的に白色砂・炭化物粒・土丹粒の混じる暗茶褐色士。土坑3は検出の|捺に

底面を掘り過ぎており、第 4章末に図示した銅銭は 2面土坑17最上層の可能性もある。北寄りの土坑群

の覆土は概ね炭化物粒を含みしまりのない暗茶褐色砂質土。 確認調査横壁の崩落により、範囲不明瞭と

なった土坑14は方形竪穴の可能性がある。

1面出土遺物 (図 5) 

1 ~ 6は l面上、概ね図 3の l層中の出土遺物。 1は大型糸切り 底かわらけで器壁が薄く 、やや内湾

する。胎土は肌色を呈する弱粉質土だが、 二次焼成により全体的に若干黒く変色している。 2は瀬戸窯

折縁深皿口縁部片。胎土はやや粘性の欠ける淡黄味灰白色を呈する。jjt灰緑色の柏が全体的に薄く刷毛

塗りされるが、 二次焼成により内外面とも部分的に剥落する。中E期の製品。 3~ 5は常i骨窯諸製品。

3 ~ 4 は片口鉢 E 類口縁部片。 器表・胎土共に 3 は暗茶褐色土、 4 は焼成不良な暗茶色土を呈 し、宍雑

物を多く含む。 4 は内面体部の指頭痕、外面上位のナデや下位のハケ調整が明瞭に残る。ともに第 6~

7型式の製品。 5は斐胴部片の拓影。格子文の押印が捺される。 6は加工痕が残る鹿の角。表採より出

土している鹿の角と対になるのだろうか。

7 ~22は遺構内出土遺物。 7 ・ 15 ・ 18 ・ 21 ~22は土旗21 、 8 は土墳 2 、 9 は土墳12、1O~ 1l・ 13 ~14 

は土墳 l 、 12 ・ 16 ・ 19~20は方竪 l 、 17は土横18出土。

7 ~ 1lは小型、 12 ~15は大型糸切 り底かわらけ。小型は外面体部中位に稜をもち、聞きながら立ち上

るものと器壁が薄く、碗型に近い形状のものが混じる。大型は外面体部中位に稜をもち、器壁が薄く口

縁が聞きながら立ち上るものが多しミ。概ね肌色~淡桂色を呈する弱粉質士。16は瀬戸窯瓶子肩部片。胎

土はやや粘性の欠ける淡黄味灰白色を呈し、灰緑色の柑lが全体的に薄く刷毛塗りされる。器壁が非常に

薄い。中期後半~後期の製品。

17~ 20は常滑窯諸製品。 17は山茶碗底部片。 Jl台土は爽雑物を多く含む灰褐色土。内面に摩滅痕はみら

れない。高台のつかない第 8 型式の製品。 18 ~ 19は片口鉢 E 類口縁部片。 胎士・器表ともに暗茶褐色~

黒褐色を呈し、央雑物を多く含む。 第 7 ~ 8 型式の製品。 20は斐口縁部片。断面N字状の口縁部形態を

とる。胎土は爽雑物を多く含む灰色士、器表は茶褐色を呈し、口縁部に降灰がかかる。第8型式の製品。

21は瓦器質火鉢皿類。輪花状を呈 し、外面体部上位に菊花文スタンプを配する。器表は黒色処理され、

内面体部の口唇部や下位のナデ調整以外は内外面共に縦方向の磨き、外底面は砂底。

22は鹿の骨。加工の際の刃物痕が残る。
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1面構成土
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23 ~ 3 1 は l 面構成士出土遺物。 23~26は小型、 27~29は大型糸切り底かわらけ。概ね肌色~d~桂色を

呈する弱粉質土。小型は口径底径比が小さく、器壁がやや内湾するものと器壁が薄く、器高の高い碗に

近い形状のものが混じる。大型は体部中位に稜をもち、器壁が直線的に立ち上るものが多い。

30は常滑窯山茶碗底部片。胎土は央雑物を多く含む灰褐色士。つけ高台はあるものの非常に貧弱なた

め、摩滅した可能性も考えられる。内面に摩滅痕はみられない。第7型式の製品。 31は備前窯担鉢胴部

片。拓本で確認できる範囲では条線は 7本以上。

土坑 3及び上記層位から出土した銅銭は第 4章末に、土坑 8・9・10及び上記層位から出土した土師

器は本章末に図示したO
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2面の遺構 (図6) 

図6は I. II区の 2面全測図。平面図は設定された調査区の位置関係そのままに、断面図は基準レベ

ル全て8.0mで図示している。現地表下約lOOcmの海抜7.8m前後、図3の3層上面を l面とした。発見

された遺構は、方形竪穴 2軒 ・土坑 8基である。土坑 8基の内 2基(土坑27・28) は平面形状及び遺構

断面の観察から方形竪穴の可能性があるものの、調査中に台風が来襲し確認前に崩落し想定線で示して

いる。
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fj形竪穴は II [ヌーで 2 基発見された。 Jj71~竪穴 3 は遺梢 n易の検出様相

から調査区東壁付近で回り込むと忠われる。覆土は炭化物粒の混じる茶

褐色砂層O 確認された規模は南三|ヒO o 8mX 東西202m 、~\~~高最大値40cm 、

底面はほぼ平坦、底面の遺構は東壁下に径20 ~30cm で、 jlE さ約20cmのピッ

トが2箇所。出士遺物を1Jj:せ観ても構造 ・用途は不明。このfj形竪穴 3

と重複しより新しい方形竪穴 2は、確認された規模は南北Oo5mX東凶

302m、壁再:jは調査区壁の断面から約40cm、底面はほぼ、IL坦でピットが

1日発見されたが、出土遺物を併せ観ても構造・用途は不明。又、遺構

平岡検出時には土坑番号を付したが、その後土!百:lJ:li.t色lの観察や完掘後の

様相から土坑27・28も方形竪穴と思われる。権二LはMれも炭化物・土丹

粒を多く含む暗茶褐色砂質土。この土坑27より新しい土坑17は、東西に

長い不整長tJ形で、覆土は粘土粒・炭化物粒 ・焼土粒を合む茶褐色砂質

士。東寄りの覆土 |二層から多量の銅銭が出土している。

2面出土遺物 (1司7)

32~33は遺構内出土遺物o 32は土壌15出土の大型糸切り底かわらけ。器壁が薄く、器高の高い碗に近

い形状を呈する。IJ台土は)jJL色を呈する弱粉質土。33はこ|て横16・17出土の土錘。

34は2面構成土、概ね図 3の14層中のH:l土遺物。34は小型糸切り底かわらけ。外国体部中{立に稜を持

ち、器壁が外側に聞く 。lJf:i士‘は肌色を呈する弱粉質二iて。土坑15・16・17及び上記層位から出土した銅銭

は第 4 章末に、方形竪穴 2 ・ 3 及び上記層位から出土した土r，fIi{5~ 0 須恵器は本章末に図示した。

表採 (医[8) 

35 ~ 37は舶載品。 35は同安窯系青磁櫛後丈碗底部片。 逆台形状の厚い削り出し高台を有し、内面に櫛

掻文が施される。素地はWi性が強く 、堅密なiJuW灰色を呈する。黄色|床抹色の紬が外面体部下位を除い

て薄く施される。底部はヘラ切り 。36は龍泉窯系青磁腕}s支部片。素地はやや粘性の欠けた灰色を呈する。

不透明な灰青縁色の柏を全面に施した後に高台端部周辺の紬を掻き取り 、その露胎部分が赤く発色する。

37は白磁口冗皿底部片。素地は灰白色級密士、 flh調は乳白色を呈し、外面体部下位から底部にかけて施

柏されていない。 38~ 40は常滑窯諸製品で 、 38は片口鉢 E 類口縁部片、 39は斐口縁部片。 |折而N字状の

口縁部形態をとる。胎土 ・器表ともに暗茶褐色~黒褐色を呈し、央雑物を多く含む。口縁部に降灰がか

かる。38は内面に指頭痕、外面にハケ調整が明|庶に残る。ともに第 7型式の製品。 40は霊胴部片の拓影。

格子に斜線文の押印が捺される。41~42は土製品\ 0 41は土製円板。42は蓋。両方ともかわらけ質で、端

部が精巧に磨かれている。43は鹿の角。 1面上より出仁している鹿の角のような加工痕はみられない。
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3. 中世以前の出土遺物

本地点で、は中世以前に遡る遺物として、整理箱約 1箱分が出土し、このうち実測可能なものは27点を

数えた。時期的に主体となるのは奈良・平安時代の土器類で、これより 一段階以前の、古墳時代末期の

土器も認められた。また、図示には主らなかったが、外器面にヘラミガキを施した古墳時代前期頃の所

産と見られる査もしくは鉢形土器の胴部片なども若干量が出土している。

今回の調査ではこれら遺物の所産時期に属する遺構は検出しておらず、出土状況としては中世遺構へ

の混入品、或いは中世砂層下の包含層出土として捉えられたもののみとなる。以下、各出土遺物につい

て説明を加える。

1 ~ 8は土師器杯。 1は有稜i不の系譜を引き 、肩平気味の丸底を呈すると見られる。古墳末~奈良初

頭、 71世紀末葉 ~8 世紀初頭の所産か。 2 も有稜杯の名残を僅かながら官めているが、かなり扇平な作

りとなっている。ヘラケズリ方向の差による体 ・底部の作り分けは不卜分で、相模型士不成立の直前段階

に位置付けられょうか。奈良時代初頭、 8世紀前葉頃の所産か。

3 ~ 5 は相模型杯。体部は横方向のヘラケズ リ 、底部は定方向のヘラケズリによって仕上げられる 。

3・4は口径が大きく丸底気味の形態を呈 しており、相模型でも成立段階の資料となろう 。)]台土は淡黄

褐色を呈し、金雲母を少量含み精良。3は内外面ともやや摩滅 ・剥離し、器面の調整痕は不明瞭である。

4の内外面には赤彩が薄く残る。 5は明躍な平底化、法ー量値の減少といった点で前二者より後出的な様

相を備えている。胎土は淡桂褐色を呈 し、金雲母を少量含み精良。相模編年では ・期に主体となる形式

で、 8 世紀末~ 9 世紀初頭前後の所産かと考えられる 。

6は体部横ヘラケズ リであるが、胎土は相模型杯とは異なり、どちらかというと後述する武蔵型斐に

近い印象を受ける。外面に黒色処理を施している。

7は甲斐型杯の口縁部小片。休部外面斜め方向のヘラケズリ、内而の口縁部から体部にかけて山形状

の暗文が施される。胎土は赤褐色を呈 し、白色微砂粒を含み精良である。 8も甲斐、もしくは駿東方面

の杯であろうか。底部のみの小片で、内面に放射状暗文が施され、外l面の体部から底部にかけて黒色処

理が施される。外面の体部は横ナデ、底部はヘラケズリ調整。Mi土は淡赤褐色を呈 し、白色微砂粒少量

を含み精良O

9 ~ 21 は土師器斐。 9 のみ古墳時代後期の所産で、他は奈良 ・ 平安時代の所産。 9 は胴部外面が縦方

向のヘラナデ ・ヘラケズリ調整、内面横ヘラナデ調整。 6世紀後半頃の所産か。 10は相模型斐。口縁部

内外面横ナデ、胴部内外面ナデによって丁寧に仕上げられる。外面頚部には、ヘラ状工具による刺突痕

数ヶ所が見て取れる。胎土には細砂粒がやや多く、金雲母と白色針状物が少量含まれる。

11 ~ 17は在地産の短頚霊で、「三浦型斐Jとの仮称もある。砕片化した資料のみで、法量等を復元 しう

る個体はなかった。ここでは同型式の特徴を端的に示す口縁部のみを掲げたが、底部資料については相

模型斐も含め、本調査での出土例は皆無であった。全体の特徴としては口頚部が短く、口縁端部が面取

りされることが言える。面取りの顕著なものには、粘土の内 ・外方へのはみ出しが看取される (11・16)。

口頚部は直立もしくは内傾気味となるもの(11. 1 2 ・ 16 ) と、外傾するもの(13~15)とがある。16の

ように極端に短い口頭部を持つものもあるが、より短いものが年代的に下るとされ、年代判別の一指標

となっている。総体としては、9・10世紀代の所産となろう 。胎土に多くの粗砂粒 ・角閃石粒を含み、

相模型より全体的にざらついた!惑がある。器面調整は内外面ともハケもしくはナデ (ハケ後)を基調と

する。概して被熱により黒変し、器面が剥離するもの(13・17)もある。17は外反する口縁部で端部の

面取りはないが、胎土の特徴から本型式に含めた。18・19は武蔵型斐で、台付きになるものであろう 。

口縁部内外面横ナデ、胴部外面横ケズリ調整。いずれも内面口縁部に煤が付着している。胎士は赤褐色
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を呈し、精良である。20・21は台付斐の脚部。武蔵型であろう 。20は脚基部。21は脚端部が内碗気味に

聞く 。胎土・色調は18・19と同質。

22 ~ 27は須恵器。 22は蓋。 天井部は平坦で端部が下方に強く屈曲・垂下する 。 胎土には白色針状物の

混入が目立つ。 23~26は杯口縁部の小片。口縁端部の形状がそれぞれ異なり、直線気味に外傾するもの

(23・24)、外反するもの (25)、やや肥厚するもの (26)があり、年代的なばらつきが見られる。 27も

杯で底部片。外底面回転糸切り後無調整。士不類に関しては、全体の形状・法量が把握できる個体がなか

ったため詳細は明らかでないが、概ね御殿山59号窯~同25号窯式の範障で捉えられるものと見ている。

従って、年代としては 9 世紀中葉~1O世紀初頭前後の資料が主体となろう 。

以上のように、本地点出土の古代遺物は 7世紀末から10世紀代までの時間幅を持つもので、これは由

比ヶ 浜砂丘一帯における集落の消長期間の中で捉えられるものである。その意味では、周辺調査地での

遺物の出土傾向と同様の在り方を示しているといえるだろう。

「三浦型斐Jについては、近年報告された葉山町三ヶ岡遺跡における立地や出土状況などから、製塩土

器として使用された蓋然性が示されている。 一方で、海浜部以外の遺跡から出土する例も少なくない点

から、使用法に限定性を持たない煮沸具としての見方もある。本地点ではよく焼けた小片のみの出土で

あったが、図 3一地点 9・10では遺存率の高い個体も多くあり、被熱度・破砕度の差異といった点も用

途の多様性を示唆しているのかもしれなし」更に、上記の二地点では口縁端部への面取りを施さない 8

世紀後半代の短頚斐も出土しており、 三浦型斐の祖形となる可能性が指摘されている(大河内1996、大

河内・菊Jl I 他1997) 0 これと似た資料は、横須賀市北西部の久留和遺跡で 7 世紀末~ 8 世紀代の竪穴状

遺構から出土しており、系譜上、 三浦半島の相模湾岸北西部において相模型斐の製作技法をもとに短頚

斐の成立があり、次いで半島全域に定型化した「三浦型蓋」の展開があったとの見解も示されている (中

三川他2003)。中三川氏の指摘にあるように、その出現から展開、そして消費形態の上でも結論を見な

い遺物であり、今後も詳細な検討が必要であろう 。

今回の調査では、標高7.25mで、古1tの遺物包含層が検出され、層厚は30cmほどを持つものであった。

その下位の砂層では遺物の出土はなく、この無遺物層が古代遺構の掘り込み層となる可能性も考えられ

る。ただ し、本地点、の東方60mに位置する地点20では、標高 8~ 8.5mで 9 世紀代の竪穴住居祉が検出

しているし、同様に西方50mの地点16で、もこ れよりやや高いレベルで古代遺構が確認されている。こう

した点を考えた場合、本地点における古代包含層の検出レベルはいかにも低く、その意味付けには注意

が必要である。上本進二氏は鎌倉・逗子市域における地形発達史について、様々なデータをもとに検討

を試みているが、古墳時代後期~奈良・平安時代の復元図では、本地点付近からちょうど江ノ 電線に沿

った形で砂E間低地の延びる様子が示されている(上本2000)。中世段階にはこの低地帯も飛砂によっ

て覆われ、現在では殆ど起伏を感じることのない状態にまで至っている。これには、中世を中心とする

大規模な人為的土地改変もあったことは述べるまでもないが、中世以前には現在日にする以上に地形の

起伏が顕著であり、それに伴う土地利用の制限があったことも想像される。本地点における古代包含層

の在り方も古代の微地形を窺わせる好例といえるかもしれないが、如何せん狭い中での検出であるため、

ここではその可能性を提示するに留めておきたし、
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第 4章調査成果

遺物まとめ

遺物はかわらけが半分以上を占め、その他に舶載品や常i骨、瀬戸、渥美、備前等の国内産諸窯製品、

火鉢、土製品、鉄製品、石製品、自然遺物などが出土している(図 参照)。層位的な時期的変化はほ

とんどみられず、かわらけは精良IJfi土が出土ーする以前の器壁が薄 く、腕型に近い形状のタイプが主体と

なる 。 その他の常滑窯諸製品は第 7 ~ 8 型式、瀬戸窯諸製品は l二1-' ・朋以降なとご概ね13世紀後葉 ~ 14世紀

前葉の年代と考える。

本調査地点周辺の長谷小路周辺遺跡群では、これまでの調査成果からは鋳造・鍛冶関連品や骨角製品

が多く出土し、 13世紀中頃~ 15世紀初頭には職能集団が活動していた地域であったと考えられる 。 本調

査では、浜地の特徴でもある自然遺物 (表 9)の比率は高いものの、この地域に集住していたであろう

職商人に直接関係するような遺物はほとんど出土していなし、。これとは別に注目されるのが、銅銭の出

土である。銅銭は遺構・層位内より 24種類66枚が出土した。銅銭の出土状況としては半数に近い29枚が

土坑17、10枚が土坑 1より出土 しているものの、その出土状況は遺構内に埋納或は一括廃棄とは言い難

い。そのため出土場所ではなく、初鋳年・ 書体の順に一覧表として示した (図 参照)。 今回の調査面

積は から単位面積あたりの胴銭出土枚数は となり、非常に密な印象をうける。単に落し物やゴミと

しての廃棄とは片付けられない出土数と思われる。長谷小路(現国道134号娘)を扶んだ今小路西遺跡

(由比ヶ浜一丁目213香3地点)では鎌倉が都市機能を夕日、始める15世紀初頭に位置付けられる井戸の

底から、摸鋳銭鋳造失敗品とその鋳型などが発見されている。調査地内に鋳造施設等は発見されていな

いものの、職能集団が活動していた地域という点をふまえると両者の遺跡地は非常に密接な関係であり、

このことからも胴銭の出土が多いのも理解できる。
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表 1 出土銅銭一覧ー 1

2 3 4 

銭 1主 開元通費 主主 干主 開元通費 銭 F重 |羽元通費 銭 種 開元通費

国 名 !事口 国 字1 !者 国 Z'， !まf lヨ 名 唐

初 鋳 王|ミ 621年 初 主存 五|二 621年 初 鋳 年 621 :fF 初 鋳 年 621IjO 

童Eヨ: 体 椅書 書' 体 椅議 書 体 結書 書 体 措書

=背 文 背 文 z円tじ 文 z同11ニ 文

出土地点 土坑17上層 出土地点 土坑17上層 出土地点 土;坑17上層 出土地点 土坑17上層

径 I23.1mm 1. lmm 径 I23.1mm 厚さ| 1.1mm 径 I22.7mm 1. Omm 径 I22.4mm 厚さ i1.0mm 

↑精 茅i 表面擦り 1務 寺区J 備 主甚J {精 量Jチ 縁擦り

斗 6 

銭 稜 開元通費 主主 種 関元通賓

国 名 唐 医| 名 唐

初 鋳 年 621年 千JJ 鋳 年 621年

者一 {本 措書 者 {本 椅書

背 文 右上月 Zl1寸じ 文 上月

出土地点 土坑17上層 rH土地点 I面上

径 25.5mm 厚さ 1.5mm f壬 23.5mm 厚さ 1. 5mm 

世情 羊Jチ ;Ii宇 ・歪む 官H 考 僻

7 I 8 

3主 種 開元通貨 銭 種 IJ月元通資

凶 名 唐 国 名 唐

初 鋳 年 621年 初 鋳 年 845年

書 体 梢書 書 付三 1'/児耳戸目

ニ円4じ 文 ユ円じ :立: 上 月 監 か ?

出土地点 表採 出土地点 I面下

径 I24.6mm 厚さ] 1. Imm 径 I23.5mm 厚さ| 1. 5mm 

備 考 孔欠け ・何年 備 茅J 会昌関元銭

A
斗
A

円
べ

u
q
/臼



表 2 出土銅銭一覧-2

9 11 12 10 

銭 fi[( 太平油資 銭 種 i'/化冗資 主主 附 成す1'，;じE51 銭 種 }i<<T元資

ITI {'， 北米 l司 名 Jヒ宋 [.fl γl 北宋 liI 名 Jヒ宋

flJ 鋳 97611 {1j JJi 年 9901ド 午VJ 鋳 998{1 初 tち 年 998年

ig 体 ftTil;: !~: 体 十??六 li {小 4皆汽 書 体 4ff書

211じ1 y.:. J l寸t二 文 1T λ一 'iT 文

山|地点 土坑 3 出土地点 l面下 11'， 1地点 土ザU7J:.I邑; 山土地点 l 面下

{弔 I21.6m !享さ l1. 5mm {王 I2-1.81l111l Jl/さ| 1. 3mm 任 I24.9mm 厚さ| 1. 3mm {手 I25.0m JJAさ| 1.4mm 

.!d ど liill 主J多 )5' lijU 若JL 小孔索く

13 14 15 16 

3主 柿 景M()じ資 銭 種 作{:j冗費 i& 干，[! 天草()じ資 f主 種 k聖元'!1f

LEI 字1 北:.1': l卦 名 JヒA.: 111 竿1 jヒ:，j，: 同 名 Jヒ宋

初j 鋳 1004 {I: 初 全)j 年 1009年 初 f寿 1023{1 初 #j 年 1023-ir: 
体 格子i ーCI主I {本 十行計 f~; 術 ~i 書 体 術書

i守 X 背 文 '貨 文 オlじI 文

H'， . L地点 士坑 l 出土地点 |わ'Ll71-_l"オ H.rr 上地/ 土坑17ヒ!吾

径 25.0nll1l 厚さ 1. 3mm 径 25.3mm fr/Jーさ 1.2mm 1子 25.3mm 厚さ 1. 4mm f壬 1.7mm 

JE 官t 考 制H ィEJ 考

171 |18| |19| |20| 

主主 手k 天!~~l )己資 主主 種 *-聖元資 tJ;: {1Tl 景f，{j;己資 3主 種 京tf占元袋

|王| 1〆I 北:.1，: 回 名 北宋 [[1 γI 北司、 国 名 Jヒ宋

初 鋳 1023年 初 主Ji 年 1023年 j')J 鋳 103/j {ド 初 年 1034年

三EjEZ 付E 結者 書 体 ヶ2宅;、て~-tt 者 {イ; 梢;円 書 体 H'T書

17 立; ゴ円じ 文 7T 立; 背 文

ILH 卜地/ 1 f1ri卜 出土地点 方形竪穴 l U~ ヒ地点 土坑17上層 出土地点 1 j雨下

径 I25.2mm l享さ | 1. 5mm 径 I2/1. 9mm UA| 1.2mm 任 I25.6nml 厚さ| 1.2mm f壬 I23.1mm 山| 1.5mm 

llII; )5 考 J<[耐察り 日Ij )5- {荷 考 紋擦り

「

h
d

円

Jつ山



表 3 出土銅銭一覧-3

凶 凶 凶 七4

主主 千世 男、ネ1IJじ資 S長 極 1;¥1ミ通費 銭 干中 皇米j凶1~ 銭 種 号1米通費

医l 午1 北宋 [c[ 名 J ヒ'~~ |五| γ1 jヒオミ [4i[ 名 Jヒ宋

十~J 3存 1034 {I' 初 j:Ji 年 1038年 初 Hi 1038{1 初 j:Ji 年 1038年

i!三1S 休 +皆吉 =I!: 体 Hr-Tヰ 体 椅=thg 二jl主t 体 +丹青

背 又J 背 1ζ 7干 x 'll寺 51:. 

Il: [地.l，I，i 表採 ，'1'， J 地点 !-J;'L1 11'， 1 地点 土lj'[1 出 卜e 地点 I1面下

径 25，5mm 厚さ| LOmm 径 I2/1， 1mrr りさ | 1，3mm 25mm 厚さ | 1，2mm 係 l24， 1mm I I~< さ| L4mm 

inli J5 面主 考 fnii }j' 考

25 26 27 28 

銭 同 皇宋通貨 銭 種 i;l米通賓 t五 前 皇'~::j必 t~ 3支 種 'il :，j~j昼食

III r， 北宋 |主| 名 北京 [clq す1 北宋 [3i[ 名 Jヒ宋

l~J 3主 1038'1 初 #i 年 1038年 中]J 主t 1038"1 初 M イド 1038年

書 1l' 築言? ('7 体 勺a丸 こft; f本 家古 二ド f本 '今f、E4ミAョ
，円tじ λ 、 '背 又; ニ斤 話干 zIf1 じ 文

tH .[-，地/，1 方形県六 l {-H土地点 一|坑17上附 /1¥ -[二地 J tJ:Jm 仁層

{王 23，70mm 厚さ L 1mm 1壬 21，3mrrl l'正さ L3日目l lif 24，9mm l早さ L3mm 1，6mm 

てFJ やHi 手J芸 イし加T iJilj CY; 考

凶

i主 車I 皇:，j~j出資 J.~ 種 '/'i::jill資 主主 干i[， 皇宋J凶賓 t主 f重 宇和7じ賓

住l 名 北米 国 名 北:tミ 国 r， jヒえミ |主| 名 北'よ

初 鋳 1038{I一 初 録j 年 1038i十三 初 JJi 103851 初} 年 1054年

書 {本 主""主主Eニ1 古一 体 語、 ~Ii 古一 {小 主王者 書 体 H!しl三ElzI 

;エ円1じ
瓦J jl干 瓦J 背 y_ 5l1j じ 文J

出 |地 f 土坑17仁層 UJ ゴー地点 11(11下 /:1'， ，[地点 l耐]、 /.1'， 上地点 ーl坑17J二J~

f壬 I 25，3mm 厚さ| L5mm 径 I 23，1mm I~J: さ| ]， 4mm f王 I 23，3mm L3mm 係 I22，3mrrl 肘| ]， 4mm 

官日 2E J 干し加11 考 ー茅J 俄 考

fo 
q
J
 

つ山



表 4 出土銅銭一覧-4

33 34 35 36 

主主 F中 主主tJij凶資 t主 僅 Xd，右通貨! 主主 やF j台平lじ貨 銭 ?亘 治平元35'

11;1 γ1 Jヒ1、 国 名 Jヒ宋 Irl すl 北:1..: IJq 名 -1ヒ宋

初 鋳 1056{1三 初 f}j 年 1056年 初J 鋳 1064 {Io 初 fん 年 1064年

寸}主f {十 椅ァzzi司g 4田4町 体 桁:士? 11， 楢71i -1主 {本 1均、、: 二~寸1 

背 y.. 背 文 千T X 背 文

けi t 地 1，'，( 土坑 1 /11土 j也点 I1函卜φ [LH 土地 1，¥ 11(111、 出土地点 |刻表

{王 1 21. 8mm 厚さ l1. 9mm 径 1 21.0mm !らJさ| 1. 4mm 径 1 24.lmm 厚さ| 1. 5mm 径 1 2/1. Imm 111，'さ| 1. 4mm 

考 イ南 若JL llili ~- 考

37 38 39 

銭 H! J何等C)じ賓 銭 種 !日目~一元:w 銭H I~~寧Jé 'i~

1，，1 γl 北宋 国 名 Jヒ宋 出才! 北宋

子)J 鋳 1068{1二 初 iJi 年 1068年 十万3ん'1 1068{1. 

11' 桔1i 書 付三 術書 書休 楢予言

背 文 背 文

背山文| 地 I'Y 
出 l 地点 土坑 3 出土地点 |坑17←卜同 l面 1"

任j_24.5mm 厚さj 1. 4mm 径 1 23.9mm 111さl1.6mm 径 1 23.8mm 厚さ| 1.6日目l

制n 考 {結 ヨ〆多 備 25 背面$1'，氾

40 41 42 

主主 fjf( }~.~j~{fl:賀 iJi 種 Je ~~:j回7 笠目ヤ ilili 経 JC量11通F負-

凶 γ1 北:，j~ |主| 名 Jヒ司; 回 名 Jヒ宋

初 鋳 1068{ド 初1 鋳 1078イ下 初 f，fi 年 1078年

+'・ 付、 蛍為、:-f'-1 ト11' f本 千'-i，': 斗Fヰ会 {4， 行書

Z!11 じ 立; J 十tI二 y.. zft] じ 文

山土地点 二t-.:tA1 rH土地点 1))'[ 1 l]j 

f壬 24.0mm 厚さ 1. 4mm 1手 21.lmm l亨さ 1. 3mm f壬 し3mm

fmi ~ 1桁 手J壬 'r'YI(fI錯7色 備 五Jチ
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表 5 出土銅銭一覧ー 5

43 1¥4 45 16 

銭 種 元豊i山吉 銭 ト~( 元主l:i凶賓 5主 f車 冗豊通貨 銭 穏1 一Jc封W:j由(I:J'民t 

|司 名 Jヒ宋 国 才I 北米 |王| 名 Jヒ宋 |刀 名 北宋

初 鋳 年 1078{f 初 鋳 1078{ド 初 鋳 年 1078年 lY) J}i 年 1078{1: 

51=11 ， 体 行書 三Zヨ島 イ本 行~Li 司1ヨ3 {本 行語。 書 {本 築書

t言 文 背 又; 子? 文 背

nJ土地点 土坑17上層 出土地点 土坑17上回 13'， 1-.地点 六採

f王 24.4mrn !享さ 1. 5mrn f壬 23.7mm !早さ 1. 5mm {干 25.7mrn !早さ 1.2mrn 1. 3mm 

事ー会' (精 1t / 15 j4li :;.一

471 48 49 

5主 種 元祐通貨 f長 H 7じI4i通費 2主 種 元:ftji盈賓

住| 名 北宋 国 γI 北司、 l:ill t， 北宋

初 鋳 年 1086'ド 初 })f 10S6年 初 鈎 年 1086'1' 

1_1~ 付三 行書 手i 体 Q'i' ;1干 寄与 体 行書

77 文 ，j円i二 又J オlじj 文

1
1_-1 ~ 土 地点 土坑17l層 出|二地 点 土坑17上府 出土地点 jft手

{王 I21.7mrn l享さ| 1. 3mrn 径 I24.9mrn !享さl1.1 mrn 任 I24.4mrn I厚さ| 1. 4mm 

iJiii 考 備 .Y;. 1'frul錯;芭 ~ 考

50 51 52 53 

銭 種 元祐通貨 銭 在I 紹笠!元賓 主主 種 紅{ l}~元費 1主 極 紹聖~7己資

民| 名 jヒ宋 国 t， 北米 医| 名 Jヒ宋 |耳 名 北宋

初 ~J.f 年 1086イ下 初 鈎 {f 1094年 初) 鋳 f下 1094年 初 年 1094'1"' 

三F担3 体 築書 書 体 行?-i 言j {本 tヨ昔t、量日主 書 体 家書

1守 文 背 X 3円1じ 文 7r 文

UJ土地 点 土坑17t層 出]地点 ゴ坑17上回 出土地点 ←l坑17上層 出土地点 表採

{壬 24.8mrn lELさ 1. 7mm 径 24.0mm !享さ 1. 6mm f王 23.1mm l与i;さ 1.3mrn t至 25.0mm !享さ| 1. 3mrn 

羊Jチ 備 45; 信H 是J主 jijii 考

。。
円
ベ
Uつ山



表 6 出土銅銭一覧ー 6

54 55 56 57 

主主 種 元符通賓 主主 種 壁材J元'食 銭 種 政手lIi重賞 銭 千重 政相]通資

凶 名 北宋 同 名 」ヒ宋 国 名 北宋 国 名 北宋

初 鋳 年 1098年 初 鈎 年 1101年 千刀 鋳 年 1111年 初 鋳 年 1111年

書 体 行書 書 体 行書 書 体 築書 書 {本 築書

，同tじ 文 11じ1 文 背 又 背 又

出土地点 表採 出土地点 二l坑 17上層 出土地点 土坑171府 出土地点 I面下

径 I23.8mm 厚さ| 1. 3mm 径 I24.9mm 厚さ| 1. 4mm 径 I24.6mm 厚さ| 1. 4mm 筏 r24.0mm1厚さ| 1. 2mm 

備 手J壬 制11 考 孔}JIl工 備 考 備 言巨J 

581 59 

5長 種 慶元j国15 主主 やq( 嘉定通賓

1;f，J 名 rti沫: 国 名 南宋

初 3寿 年 1195if会 初j J.1f 均二 1208年

f生 体 格者 書 体 桔書

背 文 五 背 文 十

a~ 上地点 土坑17ヒ層 出 一1:J血 点 I商上

径 I24.5mm 厚さ| 1. 4mm 径 I21.2mm 厚さ| 1. 1mm 

考 備 考

601 61 62 

主主 種 半日定通貨 銭 種 ~木5l( }[じC山?r， 銭 位 皐宋元賓

匡| 名 南宋 国 名 南宋 国 名 南宋

初 鋳 年 1228{ド 初 鋳 :ff 1253千下 初 鋳 1253年

古一 体 桁書 主革ヨ主 イ4' 家書 三主担三3 体 さま書

，1i弓tム 文 元? 背 文 背 文

出土地点 土坑17上層 出土地点 土坑 1 出土地点 土壊 4

径 I24.4mm 厚さ l1. 4mm 径 I24.0mm 厚さ| 1. 6mm 径 I24.9mm 厚さ| 1. 6mm 

制I 考 備 考 f荷 ~ IL加工

n
H
U
 

円
く
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表 7 出土銅銭一覧ー7

63 6/1 65 

3主 種 51米元資 Æ~ f虫 皇宋JじIR『 5長 純 皇宋元資

Ilil 名 I十l宋 同 名 f.fi朱 同 r， 南宋

初J 鋳 1253年 初 1253{1 初 もJJ 1253年

体 築;Ii ÷回そ {本 弘:{ ~1: 古ー イ小 家書

'11T jι一 背 51:. 又

lU土地 点 l坑17仁層 出|地 点 1 ~犠 l H.I(tì H.~ 土地点 I面上

fモ 24.0mm lぅLさ 1.6mm 径 2~ . Omm J♀さ 1. 4mm 径 22.9mm 厚さ 1.30101 

オJ長 fn" 寺d会 背面i~qH立 jiin JJ ど

66 

主主 4豆 文久水質

Iq 名 i J:! ' i'lHJi 

主ド 1863{ド

体 桝r'i

tT x I皮紋

1'1
1
1 土 地 点 |坑 17上 層

任 I26.6mm J11さ| 1. 4mm 

考 ffiむ

ハU
A
斗
A

q
/臼



表8 出土遺物計測表

百十iMiJfI直 単位:cm 35 表採
舶車t 品 5目。

図 遺物
層位 干亜 自リ

同安窯青磁碗

No No 舶車t 品
口径 底径 器?占J 36 表採

龍泉~青lìif碗
(4.6) 

l面上
土 器 (14.0) (8目4) 3.7 37 表採

時~I 載品
5.6 

かわらけ ・糸 ドIM~I 1)[1肌

2 l 函 I~
土師i 器

38 表t~
常 r目ー 窯

士不 }十|寸11'II ~t[ 

3 l面仁
常 i骨窯

39 表採
常滑窯

片口鉢E類 望E

4 l面上
常滑窯

(20.7) 40 表採
常滑窯

文線格子に斜線
片口鉢H類 押印文

5 l面上
常滑窯

文様:格子 41 表採
土製品

押印文 |可 イ反

6 l面上
加工骨

42 訂正
土製品

(6.0) 1.5 
鹿の角 主主

7 土旗21
土 号2 (7.9) (4.6) 1. 35 43 表採

， 目円， 

かわらけ・糸 鹿の角

8 土原 2
器

(7.2) (4.4) 1.7 l面上
土自i1i 器

(15.8) [3.5] 
かわらけ糸 杯

9 j墳12
土 器 (7.2) (4.8) 2.0 2 ←|坑10 土師器

(13.8) (10.8) 3.4 
かわらけ・糸 士不

10 ゴ竣 l
器

(7.8) (4.6) 2.3 3 方怒3
土師器

14.4 10.1 3.8 
かわらけ・糸 勾:

11 土壌 l
土 器

(7.6) (5.0) 2目2 4 上J:tc9 
1: 師器

(15.5) (10.7) (3.8) 
かわらけ ・糸 士不

12 方竪 l
土 号5

(12.5) (8.2) 3.5 5 2面構成一1:.
士郎器

(11.8) (6.4) 4.2 
かわらけ ・糸 土不

13 土績 l
土 昔話

(14.0) (7.7) 3.45 6 表採
土師器

(11.2) [2.3] 
かわらけ-来t 土不

14 土墳 l
二七 器

(13.4) (8.4) 3.4 7 l面上
J. 8rn ~.品

[3.2] 
かわらけ・糸 杯

15 土績21
土 器

(12.6) 8 lj百構成土
土 師探

[1. 6] 
かわらけ ・糸 勾く

16 方緊 l
瀬戸窯

9 土壌14 1: 師 6~
(17.0) [10.8] itl¥ j 主主

17 土壊18
常 i骨窯

(6.2) 10 こ|坑23
土師器

(21. 3) [10.9] 
山茶碗 斐

18 土壊21
常 i骨窯

11 2 j同構成土
土師器

[5.5] 
片口鉢II~ßj 斐

19 方厚長 l
'市 t骨窯

12 古代層
土師 tE

[5.8] 
片口鉢E類 受

20 ブJ竪l
常滑窯

13 2面構成土
土師器

[3.0] 
楚 斐

21 土塘 l
瓦器質

14 古代層
l 削 6~

[3.5] 
火 鉢 斐

22 土墳 l
加工骨

15 表採
土師器

[3.0] 
鹿 主主

23 l面構成土
土器

(8.7) (7.2) 1.6 16 2面構成士
土師器

[5.1] 
かわらけ ・糸 斐

24 l面構成土
土器

(8.7) (6.6) 1.6 17 2面構成土
土師器

[2.3] 
かわらけ-糸 斐

25 l面構成土
土器

(7.8) (5.5) 1. 85 18 2附構成土
土師 6~

(14.6) [4.4] 
かわらけ糸 斐

26 11白構成土
土器

(7.9) (5.2) 2.4 19 1:坑8
土師器

(12.2) [3.3] かわらけ ・糸 斐

27 l面構成士
土器

(11. 4) (7.4) 2.7 20 2面構成土
土師器

[2.6] かわらけ ・糸 斐

28 l面構成土
土器

(13.0) (8.5) 3.3 21 2而構成土
j二師器

(10.3) [1.7] かわらけ・糸 主主

29 l面構成土
土器

(13.4) (8.2) 3.1 22 古代層
須恵器

(16.4) [3目1]
かわらけ-糸 主主

30 II笥構成土
常滑窯

(8.0) 23 古代層
須恵器

(11.0) [2.9] 山 茶 碗 土不

31 lj商構成土
備 日1)

24 l 面構成土
須恵器

(10.6) [3.3] ;百 鉢 t不

32 土綴15
土 日号

12.0 7.4 3.85 25 表採
須恵器

(12.2) [3.2] かわらけ-糸 杯

33 土壊17
土 製 品

26 方竪2 {fl Z': *~ (12.0) [3.9] 土 3量 rf 

34 2而構成土
土器

(7.7) (5.4) 1.5 27 2面構成十
須恵 13

(6.4) [1. 4] かわらけ ・糸 勾;

A
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表 9 出土遺物数

訟J52かわら It 骨自 戦
仁3 I!J 内 産 諸 窯口口

)( 2本 土製品
糸 切り 青磁白 F忽 青 白 磁 褐 手由 瀬 戸 主々ト 滑 J屋 美 備 円Ij

l面U:_ 140 5 22 2 

1 I市遺構 177 I 20 7 

l面構成ー仁 27 18 I l 

2面上 3 

2百1J立構 31 3 

2而構成j二 27 2 

表採 122 2 3 19 3 
古代層

528 2 9 84 4 13 

% 37.8 0.1 0.1 0.1 0.1 0.6 6.0 0.1 0.1 0.3 0.9 

訟〈52j9c 製 口o口
石製品

ペ1 世 以 lj'li 
近世

白 字大 遺 物
計

銭 長I 土師器 須恵器 灰紬陶器 J円~. 貝
% 

1 f(1I上 3 3 3 4 l 6 18 207 14.8 

1 ill]遺情 14 I 21 6 l 17 137 404 28.9 

1mI構成土 13 5 4 2 19 96 6.9 

2樹上 2 5 11 0.8 

2商遺構 I 2 12 4 2 26 82 5.9 

2置i構成土 29 13 9 72 154 11. 0 

表採 7 5 7 9 25 202 14.4 

古代層 2 4 3 10 0.7 

66 5 7 臼 36 2 37 305 1，398 100.0 

% 4.7 。目4 0.5 4.6 2.6 0.1 0.1 2.6 21. 8 100.0 

託く
千 潟 群 集 内 湾 i尼底群集 内 i湾砂底群集 湾外 砂 !ま群集

アサリ
シオフキ

カガミガイ アカニシ パイガイ
イチョウ

イボキサコ ツメタガイ
チョウセン ダンベイキ ベンケイガ

ガイ トリガイ ハマグリ サコ イ

11宣i上 2 2 5 1 

1函遺構 l 2 4 76 4 24 6 

l面構成土 2 6 

2 Tii]上 3 

2面iilli:構 3 l 5 2 

2面構成土 19 2 2 2 3 19 2 

表採 2 I 9 

古代層 3 

24 3 7 6 10 82 9 74 13 

民i
岩礁 li 宇L 類

ア ワ ピイワガキサ ザエパテイラ シガダガガラガツノマニタナシボボウショラウ
ウ ン

中 足骨歯 骨 指 A円孔 その{也

1 j百u 3 i l 

l面遺構 5 8 2 2 I 

l面構成土 2 3 l 

2面上 2 

2面遺構 2 4 6 

2面構成土 5 7 6 2 

表採 4 3 2 6 

古代J国

言|一 16 21 26 4 り 2 2 6 

bく
ほ 宇L 類

鳥 類 缶 類
ニホ ン シ カ イ ヌ ヒ イルカ

角 その他 上腕骨 指骨 :¥':f!骨 頭骨 上腕骨 その他 椎骨 その他

l面上 I 

l面遺構 2 8 1 2 3 

I面構成土 2 

2而 t

2面遺構

2面構成土

表採

古代層

2 8 3 2 3 2 3 

つ山A斗Aq
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企土坑 17 (南東から)

企土 坑 27・28 (南から)

企 E区調査最終状況 (南西から)

企土坑 23・24 (北東から )

企 方竪 2・3 (南から )

遺構写真 1 

-243-

企 I区調査最終状況(南西から)

図版1



図版2

A 調査前現況

企 I区 1面全景 (南西から)

A 土坑 5・6 (北東から)

企 表土掘削終了後

企 I区方竪 1(南から)

A 土坑 9・10 (東から)

、血構写真 2 

-244ー



5・7

5・1

5-14 

5-21 

8-41 

5・10

5・12

5・6

8・42

遺物写真(中世)

-245-

図版3

5・11 5・26

5-13 

7・32

8・43

5・22



図版4

7 (内面) 7 (外面)

土師器坪

須恵器蓋

土師器袈

遺物写真(古代)

-246 
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1 .本報は、北条政村屋敷跡 (No.l31)内、鎌倉市常盤字常松下1005番2地点における個人専用住宅新

築にともなう発掘調査の報告である。

2. 調査期間 平成14年 7月23日~同年 8月9日

調査面積 28. 19m' 

3.調査体制

担当者

調査員

(有)秋元組

調査補助員

作業員

4. 本報作成分担

図版作成 伊丹・鍛治屋 ・松原・沖元

表 作成 伊丹 .'(中元

写 真擬影 馬淵 (遺構)

執筆・編集 伊丹

総括・補綴 馬淵

5.発掘調査にかかわる資料は鎌倉市教育委員会が保管している

協力機関 (社)鎌倉市シルバ一人材センター・ (株) 高野建設・

馬淵和雄

伊丹まどか・石元道子 (現地調査)

鍛治屋勝二 ・松原康子(資料整理)

沖元道・吉田智哉

柴崎英輔・沼上三代治・宮1"奇明

仔l

-伊丹(遺物)

伊l凡

1.図中の方位はすべて座標北を示す。

2.挿図縮尺は次のとお り

遺構全図

土層 図

出土 遺 物 3分の l

3. 遺構図の高度は海抜を示す。

4.土師器皿の呼称のうち iR種」はロクロ成形種を、 iT種」は手づくね成形種を示す。

5.元号年および史料中の条文を示す日付は漢数字を、地の文中での日付は算用数字を用いた。

6. 引用・参考文献は第 4章末尾に一括した。

0
0
 

4A 
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80分の 1

60分の l
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第 1章調査地点について

調査地点は、 JR鎌倉駅から西に約1900mの、常盤と呼ばれる谷戸内に位置している。常盤は東西約

900m、南北約300mを測る広い谷戸である。現在は JR鎌倉駅と県道藤沢鎌倉線を結ぶ新道が谷戸内の

ほぼ中央を縦断しているが、中世では鎌倉市中から大仏坂切通しを西に越えた北東部、化粧坂切通しを

西に越えた南西部に位置し、両切通しの監視・防衛拠点としての要地であった可能性がある。谷戸内に

は多くの支谷があり、調査地点は谷口(西)から一つ目の南側の、 ~J肩100m (谷口)、奥行120mの規模

がある支谷の谷口部に位置する。現在の地番は鎌倉市常盤字常松 F1005番 2外地点。この支谷内にはか

つて「仲ノ坂」という道が通じていたという 。現在、南の山稜に向かつて谷戸内東側の山裾を縦走する

狭い道がある。この道自体は昭和の前半頃まで小川であったというが、すぐ近くを並行して旧i'iJノ坂が

走っていた可能性は少なくないであろう。谷尻の山上には大仏坂切通しが旧状を留めている。

谷戸内には殿入・御所ノ内・法華堂・一向堂・車坂・中坂(仲ノ坂) ・たちん台 (館の台 ?)等の小

字名が残り、常盤は「常葉Jとも記される。調査地から東に約200mの距離にある、現在「御所の内jと

称される一帯の支谷には、北条泰時の弟で連署・執権を務めた北条政村の「常盤亭jがあったとされる。

政村常盤亭は、「常葉ノ別業J. 1常葉ノ第j ・「常盤ノ御亭J. 1常盤の山荘j とも記される。『吾

妻鏡』によると、康元元年(1286)8月、将軍宗尊親王が「常葉別業Jに赴いたと記され、歌合が行な

われた記録も残る(同月 二十・二卜一日条)01金沢貞顕書状J(年月日未詳)には「さであまなハのやけ

て候程二、ときハへうつり」とみえる (r神奈川県史 資料編.] 2 -1623)。谷戸内には重時流北条氏の

時茂(重時四男)から時範(時茂の息とも、北条義政の息ともいう)まで山荘があったと伝える (r新

編鎌倉志.])。重時の息で、連署・評定衆をつとめた信濃塩田北条氏の祖、北条(塩田)義政もこの地に

いた可能性がある(阿部1971)。当地一帯は北条氏一族が別邸を設けた地であったことが窺われる。ま

た、鎌倉幕府滅亡直後の元弘三年(1333)六月 三日の「政綱施行状J( r神奈川県史 資料編.]2 -3102) 

で、曾我右衛門太郎入道に宛て、「曾我人々相共、常葉可警護」と命じており、鎌倉防衛の要地であった

ことを示している。

谷戸内に広がる複数の支谷では多くの Iやぐらjの存在も確認されている。調査地の南東400m付近

には、 一向堂とし寸小字名が残る。 r新編相模国風土記』所載の「大谷遺跡録」には、延慶二年(1309)

唯善坊が如信上人の彫像、親鷺の真影・遺骨を持し、鎌倉に下りて常盤村に居住し念仏の宣布に努めた

とある。この唯善坊の草庵は、戦国期に兵火にかかり「廃庵」となった。現在では宗旨未詳とされるが、

浄土真宗(一向宗)の布教所が所在していた地であろう 。

谷戸内での発掘調査は、これまで次のようなものがある。

1971年に法華堂と称される支谷でお こなわれた調査では、地山を幅広く掘り切って「入り口Jとした

遺構を検出した(地点8，奥田1972)01977年には法華堂東の支谷の調査が行なわれ、鎌倉期から室町期

前半にわたる三時期の遺構面を確認し、井戸・礎石建物・溝などを検出した。遺物は中世土師器 (1土

師器mu)・常滑斐 ・舶載磁器・銭などの他に、金銅製水滴・骨製妻子 .1骨石製スタンプ・硯などが出

土している (地点6，未報告)。この地は、現在は国指定史跡[北条政村邸跡Jとなる。史跡 「北条政村

邸跡」の北側に広がる正陵部は地山加工により山城の特徴が認められ、県遺跡台帳で枯梗山城と呼ばれ

ている (N札387)。調査地点と殿入川を挟んで近接する地点 3・4・5では、中世の遺構・遺物とともに、

奈良・平安時代の水田が検出された(斎木ほか1994)。調査地の南側、同支谷内での調査では、鎌倉時

代後半の遺構・ 遺物とともに、 9世紀中葉から後半に比定される竪穴住居や、8~10世紀に属する遺物

が出土している(地点2，馬淵1999)。 (ヲ|用・ 参考文献は第 4章末尾に一括)
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図2 調査区設定図

第 2章調査の概要

1.調査にいたる経緯

平成14年 5月に地下室の築造を含む個人専用住宅の建設に係る事前相談がもたらされた。地下室の築

造に係る掘削深度から勘案して、埋蔵文化財への影響は避けられないものと判断されたため、確認調査

を実施したところ、現地表下60cm 以下に中世遺構面の存在が確認された。 これにより 事業者との協議

を経て、文化財保護法第57条の 2の届出手続きを行い、施工者との工程調整および発掘調査の準備が整

った平成13年 7月23日から 8月9日まで現地での発掘調査を実施しt.:.o

2.調査の方法と経過

調査は平成14年 7月22日~同年 8月9日にかけて実施された。調査対象面積は28.19ばである。

平成14年 5 月 28 日 ~30日に行なった確認調査の結果から、地表下60cm までは近・現代の整地層であるこ

とが判明していたので、重機によりそれを取り除いたのち、人力で掘り Fげ、遺構確認を行なった。調

査区内には大きな撹乱坑があったうえ、直径80cmのコンクリート製の基礎杭が12本埋設されていたた

つ臼
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凶 泥岩地行層

( No . 3~11 ・ I 面)

NO.13上面=]]面 白
NO.14・15上面=IIl面 ) 

NO.17上面=lV面

NO.18~20=土坑1

人@ 1800m

。 2打1 一 17.00m

(主見制深度)

西 壁南壁(西側一部)
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i 表土

2.茶褐色弱粘質|一 近世創作二I'.c
3 拳大の泥岩・砂質土を含む。

4. 小石大の泌岩ー炭化物を合んだ11計局色粘質土。

5 挙大の泥岩・炭化物を含んだI悩褐色粘質士。

6.小石~拳大の泥岩・炭化物を含んだH青褐色粘質土。

7.黒色粘土1M

8. 6と|百l質

9.拳大~人頭大の大型.JiJe岩 ・炭化物 ・砂ff+_{を含む。

10. 9と同質 より緊~&I: に iJt岩が占有する。

11 拳大~半人頭大の泥右!層

12 茶褐si占11土 2と同質o {J少質土泌人。

13. 1Ii;茶褐色利j'nj- 絢鉄を多く 含む。炭化物・遺物片を多く含む。

14. 11吉褐色粘11土 13fこ比べ*r~tf.が強く褐鉄分が少なし、。

15. H音伺色粘1!土 13に比べ料性が強し、。佐H止世は13と同じく 多L、。

16. H音褐色粘 1~土 渇鉄を多 く含む。杭件強。遺構覆土か ?

17. 黒色料 |二 炭化物-造物片を合む。褐;鋭、i放昆。

18.茶褐色弱品ll質土 炭化物・ 遺物片含む。制欽微量。

19.茶褐色弱粘質上 粘性弱い。褐鉄・炭化物を含む。

20 茶悩色弱粘質土 炭化物 ・泥計粒を微需に含む。

図 3 調査区壁土層固

め、平面的な調査が非常に困難であった。また、調査区内に設定した測量用方眼の 2軸以東は旧地表が

下がっていくが、海抜17.0mまでといっ掘削深度規制により、以下の確認はできなかった。

測量にあたっては、調査区内の南寄りにある国土座標交点X= -75. 590.460/ Y =27. 278. 880 (area 

9 )を基準とした。座標成果は調査地点北約20mにある鎌倉市4級基準点 (C073)から算出した。

調査の結果、破砕泥岩による地行や土坑を検出した。出土遺物には中世のもののほか、破片ではある

がそれ以前のものも含まれている。出土遺物については、報文末に一覧表で示した。

日誌抄

7月23日 調査開始。機材搬入。調査区の設定。重機による表土掘削。

24目 標高原点移動。測量基準線を設定。試掘坑位置確認、掘り 上げ。

25日 上層面検出および遺構確認。

29日 精査と並行して、 全側図、個別遺構図の作成。

8月1日 上層遺構面全景写真撮影。

2日 上層遺構面で検出した、泥岩地行部分を重機に よって掘り下げ開始。

3日 上層遺構面と下層遺構面の間層で精査、遺構面でないこと を確認。全景写真撮影。

7日 下層遺構面確認、精査。調査区壁の土層堆積図実測。

8日 下層遺構全景写真撮影。全側図、 個別遺構図の作成。機材清掃。

9日 現地調査終了。機材撤収。
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3.堆積土層

調査開始前の地表高は海抜18.7m、前面道路の標高は調査地点あたりで海抜17.2m前後なので、約1.5

mの比高差がある。近・現代の層が地表下約60cmにおよんでおり、これを剥がすと直下に大・小の破砕

泥岩によって構築された版築地行層が現れ、中世上層面とした。海抜高は18.1~18.3mである。この地

行層は堅く突き固められ、約80cmの厚さがある。調査区西端から東に約80cmの辺りまで、壁に平行する

形でひろがり、西および南北は調査区外にある。破砕泥岩による地行層下には、調査規制深度の海抜17.0

mにいたるまでに、褐鉄を多く含む硬く締ま った暗褐色粘質土層が、約40cmの厚さで堆積する。

中世下層とした、規制深度値以下は黒色粘土が堆積する。泥岩に よる地行が切れる辺りから東に向か

つて落ち込みが形成される。この落ち込みは、道路をはさんだ東南側で1997年に実施された調査でも、

「道路に面したところが急斜面の崖となるj という報告がなされており、道路東側にあたる本調査地も

同様の様相を示すと考えたが、規制深度のために崖、あるいは斜面の確認は出来なかったO

第 3章検出遺構と出土遺物

1 .上層遺構面(図 4) 

調査区西壁沿いで、現地表下40cm、海抜18.3mで、泥岩による地行面を検出した(図 4)。泥岩による
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地行は約80cmの厚さがあり、堅固で、平坦で、あるが、生活面を造成した確かな痕跡を確認することはでき

なかった。地行の東側は、 東に向かつてややなだらかに傾斜するが、後世に上部が削平を受けた可能性

もある。泥岩の地行は確認できた範囲で、南北に490cm、東西に380cmを測った。東西幅は傾斜面も 含み、

平坦な部分で、幅80cmを測る。地行の北 ・西・南側は調査区外に延びてしま っていたため、正確な形状、

範囲は不明である。この地行は「道路」ではないかと想定して作業を進めていたが、全容がうかがえず

はっきりとした性格は不明であり、可能性がある、というにとどめたい。

検出した遺構は、泥岩地行のほぼ中心近くに、 浅い溝状の土坑一基がある。幅30cm、長さ220cm、深

さ5~ 18cmをi則り、溝という より、浅い落ち込みといった感がある。遺物は出土していない。土坑 lは

不整形で、遺構埋土は褐色土。焼土、大・小泥岩、炭化物を含む。出土遺物には土師器(図 5-9)が

ある。土坑2は円形を呈する。地行の傾斜面で検出したが、土坑上層は削平された可能性もある。埋土

は茶褐色土。焼士、炭化物を多く含む。遺物は出土していない。

2. 下層遺構面 (図 4) 

厚い泥岩地行を重機によ って取り除くと、褐鉄を含む暗茶褐色粘質土層(図 3土層番号13)が厚さ約

5 ~20cmの堆積で、広がる 。 その下層には、上層に比べて、粘性の高い暗褐色粘質土(図 3 土層番号14)

の堆積が広がる。この層の上面では、調査区の西、ほほ中央付近から北に向かつて落ち込みを確認した

が(図 3土層番号15)、削平を受けたためか、平面的に確認する事は困難であ った。この落ち込みから

は、破片ではあるが遺物が多く出土した。調査区の東方に下層面遺構全図(図 4)で点線で示したライ

ンから以東は落ち込むと思われるが、掘削深度の限界があるために確認は出来なかった。

モ二二」ヨ 巳王=-]. ミp.

七二|一二三 こ」ミ18

宰ミヲヲミーー 一 7 
05  

1 ~8 耕作土

k二 I_d

~I_Lこ九 マ3

マ-72 ~__:- .1;二死。
土坑1 上層遺構面 で一一 ]12 

。 10cm 11 ~13 下層遺構面

図5 出土遺物
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第 4章 まとめ

本調査では、調査範囲が狭く、出土遺物も少なかったために、遺構の規模、性格などを明確にするこ

とができなかった。上層遺構面検出の泥岩版築を中心に、調査成果を簡単にまとめておきたい。

遺跡の年代について 遺物の出土量が少ないために、上層・下層とも年代比定をするのは困難である

が、遺跡全体についていえば、近隣の地点 2と同様律令期にはじまり、 12世紀末から15世紀の中世を中

心として、近世まで続いているとみてよし」

下層遺構面は、基盤層に近いことから、大きく鎌倉時代前期以前とみておきたい。

上層遺構面については、土坑 lで出土した土師器皿を指標にすれば、おおむね13世紀中葉から後半の年

代が考えられる。

地形と泥岩地行層について 地点 2の結果と合わせてみれば、調査地点東沿いにある現在の道路に向

かつて地形が落ち込むことになる。これは現況地形が、中世からその位置、形状を留めていることの証

左となりうる。ただし第 l章で触れたように、この道は昭和のある時期まで小川であったということな

ので、道路までが古くからのものを踏襲しているということはできなし」

今回の調査の上層遺構面で検出された泥岩版築層は、現況道路の西側の一段高いところに位置し、非

常に厚く、堅牢に突き固められている。存続年代については大きく中世といっておく 。この遺構が何で

あるか、範囲が狭く簡単に決めることはできないものの、上面に柱穴等の落込みはなく、生活臭が薄い

点は例えば、現況道路をはさんだ地点 2ヒ層遺構面の状況とはまったく異なる。すなわち、後者の場合、

面上には建物の存在を窺わせるピットが多数検出されており、遺物にも常滑片口鉢 (1. II類)が多く

含まれるなど、生活性を強く感じさせる要素があった(馬淵1999)。このような要素と版築の強固さを

勘案すれば、今回検出の泥岩地行が道路である可能性を視野に入れておく必要があろう 。もしそうだと

すれば、それが「仲ノ坂jである可能性もまた高いと考える。いずれにせよ、この地行層に関しては、

今後も注意しておきたい。

古代その他 本調査地点では、古代の遺構を確認することは出来なかった。遺物は、別表で示した「実

視IJ遺物外出土遺物」を見て頂ければわかるように、破片ではあるが 8~1O世紀の土師器・須恵器等が出

土 している。地点 2では 9世紀中葉から後半と考えられる竪穴住居祉が検出され、出土遺物は 8~10世

紀に属する遺物が発見されている。地点 3・4では、中世以前の水田跡 ・道路・ 側溝 ・柵列が確認され

ているとの担当者の報告があり、地点 5 で、は遺構の確認は出来なかったが、 6~ 1l 世紀の遺物が多く出

土している。出土遺物だけで判断するのは困難であるが、調査地点周辺は、奈良・平安期から中世にか

けて集落の存在する地であったのだろうと考えられる。

引用・ 参考文献(第 1-4章に共通)

赤星jl'~忠 1959 r鎌倉市史 考古編J吉川弘文fj'I:(

阿部正道1971I取問義政とその邸跡についてJr干111安川県博物館協会会報j第26号 神奈川県防物館協会

奥I1Jii包栄19721:1ヒ条政村の常盤別業についてJr:tlll奈川県文化財調査報青書』第34Jt 神奈川県教育委員会

貫達人 川而Ijji(胤1980r鎌倉廃寺事典j有隣堂

'IZ凡U1984r円本歴史地名大系14 神奈川原の地名j

fT木秀Miほか1994I北条政村屋敷跡 常盤字殿入下643番 4外地点 J r鎌倉市:lfU.蔵文化財緊急調査報告書j10 鎌倉市教育委員会
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番号 種 日リ 大きさ せいけし、 素地・胎j:. その他特徴など

図5 土師器皿 口f歪 (9.3cm) 底径 (6.0cm) 器商2.1cm 右回転ロクロ 底部回転糸切り 内底部ナデ

R種小型 胎土は樫色で黒雲母細片、白色針状物質、赤色粒子を含む

2 
土師器皿 口径 (9.5cm) 底径 (6.9cm) 6，)0品2.3cm 右回転ロクロ 底部回転糸切り 内底部ナデ確認できず

R極小型 胎土は;f登色で白色量|状物質、赤色粒子を含む

3 
土師器皿 底径 (7.1cm) 右回転ロクロ 底部回転糸切り 内底部ナテ

近
R種大型 胎土は鐙色で黒雲母細片、赤色粒子を含む

世 4 
白 百捻 口径 (9.5cm) ロクロ成形 口縁部聞取りにより利lをぬぐう

耕
口 はげ肌 素地は淡灰色で砂鉄を含む 紬薬は透明

，!同B. 岩制乏 口口口 最大長 (4.0cm) 幅1.3cm 厚さ0.6cm
作 5 

用途不明 破損部に径約0.5cmの穿孔あり
土

伊万里 口径 (5.0cm) 底径(1.2cm) 器高1.7cm ロクロ成形削り I~U し高台
6 

染付小皿 三者地はj炎黄灰色 外面下部から高台骨み付きにかけて露JJ台 文様不明

瀬戸・ 美濃 口径8.6cm 6~高 1 . 8cm ロクロ成形 摘み部貼り付け
7 

広口小壷蓋 素地は黄白色

8 
伊万里 底径 (4，3αn) ロクロ成形削り出し高台

白磁 碗 素地は灰白色 外底音11露胎

土坑
9 

土師器皿 口径 (8，6cm) 底径 (6.5cm) 器高2.0cm 右回転ロクロ 底部回転糸切り 内底部ナデ確認できず

R種小型 胎土は燈色で黒雲母細片、白色針状物質、砂粒を含む

中間
10 

土師器即l 口径 (8.6cm) 底径 (5.8cm) 器品2.1cm 右回転ロクロ 底部回転糸切り 外底部板状圧痕 内底部ナデ
層 R種小型 胎土は糧色で黒雲母細片、白色針状物質、赤色粒子、砂粒を含む

11 
須恵器 底径 (5.6cm) ロクロ成形底部回転糸切り

下
杯 胎土は灰褐色

層遺 12 
灰粕陶器 口径(11.3cm) ロクロ成形灰糊ハケ塗り

杯 。r 皿 胎土は灰色
十存

竜泉窯青磁 口縁音rl片 ロクロ成形
13 

困花文碗 素地は灰白色 手由薬は青緑色 内面口縁部 Fに二本の沈線をめぐらす

表 1 出土遺物観察表

耕作土 上層遺構面 中 間 層 下層遺構面

土師器llllR
14 I 4 

極大型

土師器皿R
4 1 

種小型

土自ili器血T
種極小

片吊'" 滑
5 

斐

青白磁
I 

梅 瓶

土師器
2 51 

斐

土師器
32 勾:

土 師器
l 

高 勾L

須恵器
4 

整

須恵器
l I 士不

須恵器

土不 蓋

灰紬陶器

li!x 行 I 

伊万里
I 

白磁碗

近・現代陶器 3 

表 2 出土遺物破片点数
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図版1

1. 調査地点近景

4.泥岩地行面 (南から)
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6. 出土遺物
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2.西壁土居断面

3.上層遺構面 (北から)

5. 土坑 1
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ごえがやっいせき

名越ヶ谷遺跡 (No.231)

大町六丁目1708番 4地点
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‘1 

仁コ

1 .本報文は、名越ヶ谷遺跡(神奈川県遺跡台帳No.231)内、鎌倉市大町六丁目1708番 4地点に所在す

る遺跡の埋蔵文化財発掘調査報白である。

2. 発掘調査は、駐車場の造成に先立ち平成14年7月26日から 8月20日にかけて鎌倉市教育委員会が実

施した。調査面積は27.29ぱ。

3.調査体市Ijは以下の通り 。

調査員汐 見一夫鍛治屋勝二

調査補助員 沖元道

調査協力者 中須洋二町田義一 波遁輝彦

4. 整理作業は、遺構関係を主に汐見が、遺物関係を主に小泉衣理が行なった。原稿執筆は第 1・2章

と第 3章の遺構を汐見が、第 3章の遺物を小泉が、第 4章は両名の討議を基に汐見が文責を負い全

体の編集を行なった。又、本報丈に使用した写真は遺構を汐見が、遺物を小泉が撮影した。

5.発掘調査から本報文作成に至るまでに、以下の各氏及び機関から御教示と御協力を賜った。

(出鎌倉市シルバ一人材センター 鎌倉考古学研究所 東国歴史考古学研究所

6.本報文に関わる資料は鎌倉市教育委員会が保管している。

小泉衣理松原康子
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第 1章環境と立地
名越ヶ谷遺跡 (No.23l)は鎌倉市の南東部、大小の谷戸が複雑に入り組んだ衣張山(標高120m)の西

山裾一帯で、逆川が流下する平地部分ほほ全域に付されている。逆川がj原を発する北側の釈迦堂口切通

しを越えれば六浦道に至り、遺跡地の南端を限る大町大路から鎌倉 七日の一つ名越切通しを越えれば三

浦へと通じる。[吾妻鏡』には、建久三年(1192)1名越御館Jに北条政子が赴いたとあるのをはじめと

して、名越の様相を記した記事は多い。建永元年(1206) には北条義時の名越山辺りの山荘で将軍実朝

の和歌会が催され、承元三年(1209)1重書井問注記以下焼失jの記事から、名越文庫を備えた問注所執

事三善善信邸が焼失した事が推定される。承久元年 (1219)1鎌倉中焼亡Jの時に「名越山際」まで延焼

し、寛喜三年(1231)の大火では「名越辺Jが焼失し、「越後四郎時幸、町野加賀守康俊宿所Jが被害

を受けている。 町野加賀守康俊は三善善信の子孫にあたる。同じく子孫の町野康持や頼朝に仕えた武田

信光入道の屋敷も延応元年(1239)の記事から名越に在り、先の「名越御館」は北条時政・義時から名

越氏を称した朝時・時章 ・公時と相伝されたことが記されている。さらに建長年間以降の火災の記事か

ら 「名越辺jや[名越山王堂JI名越高御倉jが，罷災している。発掘調査に拠り礎石が発見された名越山
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王堂以外は、それぞれが何処に在ったかは明らかではない。名越の地は交通の要所であるばかりではな

く、早くから開発され幕府の機能や要人に関わる重要な地域であった。

本遺跡内では2003年3月末日現在で、本地点を含め14地点が調査されている。大町大路に近い遺跡南

縁に集中し、地点 2・10を除けば調査面積は80ぱ以下で、ある。地点毎に調査し得た深度が異なり下層の

様相が不明な点もあるが、発見された遺構群と出土した遺物から年代と様相を概観する。地点 6では逆

)11旧流路と 13世紀代に 3回以上組み直された護岸施設、中世以前の落込みを発見している。この旧流路

の延長は地点 8・9でも確認され、地点 7で発見された掘立柱建物はこの流路方向を意識して建てられ

ている。この建物に係わるかわらけ溜りの年代は13世紀前半である。この 4地点は、上層が近世以降に

削平されているのか遺構面は 2~3 面と少なしミ。地点 2 では 5 時期以上の生活面と大町大路と軸方向を

同じくする掘立柱建物・井戸・通路等が発見され、地点 5でも 5時期以上の土丹地業面と掘立柱建物、

最下層で鎌倉初期の南北方向の落込みを発見し、両地点共に出土遺物の年代は13世紀初頭~15世紀代と

幅広い。これらの成果から、付近は逆川両岸の平地を鎌倉初期には開発し利用していたことが窺える。

本地点付近では、調査面積約150m
2
前後の地点 4・14が調査されている。地点4は三善善信邸跡に比

定され、 5時期以上の生活面を確認している。調査の深度規制に因り下層までは調査されていないが、

13世紀後半は庶民的居住が想定され、 14世紀代以降は谷戸内を大規模に造成した一角で、時期に依り掘

立柱建物やかわらけ溜りが発見されている。正陵側に土塁を構えている事や調査地点の占地等から、寺

院や幕府要人の敷地内と想定されている。地点14では現地表面ほぼ直下に数時期の土丹地業面と掘立柱

建物・土坑・井戸が、釈迦堂口切通しに源を発する逆川旧流路が地点西端で発見されている。

本調査地点は地点 4・14からさらに東側小支谷内を流れる小河川の左岸で、現況でも南北の山肌に露

出した岩盤聞は80m強しかない。宅地化されたときに流路が付け変えられ平地も削平されてはいるだろ

うが、現況は山裾で、海抜20m、調査地は海抜16.40m前後、河川底は海抜13.60m程で、ある。 “ 

• 
地点 4

。
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第2章調査の概要

-調査経緯から結果に至る概要

本調査は個人専用駐車場造成にあたり、道路面まで切下げ、る範囲を対象に、確認調査と諸協議を経て

実施された。調査深度は現況調査地から車道面に比高差 2m強のスロープ状に設定されたが、協議に拠

り調査区ほぼ中聞から奥の調査深度を現地表から約 1mまで、手前を現況車道面までとした。確認調査

の成果から現地表下40cmまでの表土を重機で、以下をそれぞれの規定深度まで人力に依り掘り下げた。

酷暑の中、調査に伴う残土を人力で敷地内に盛上げながらの作業であったが良好な地業面を 4時期発見

し、全ての記録保存終了後に関係各方面に連絡の上、出土遺物と諸器材を撤収し調査終了とした。

-調査の方法

調査に際して、敷地と調査範囲に合せて 4・のグリッド方眼を設定した。国土座標値は調査グリッド

2ラインから 1.東の延長点P2と、 4級基準点 1053(X-76356.118 Y-24306.921) ・1054(X 

76377.789 Y -24263.842)を計測し、グリッドC-2との位置関係及び真北方向を図 2・3に示し

た。但し、計測に際しては光波測定器が使用できず、調査員がトランシットとスティールメジャーで計

測したため、明示すべきグリッド交点の国土座標値は得られなかった。調査軸は磁北に対してN-250

40' 20" -Eである。

-堆積土層

図3は調査区壁面の堆積土層図。東面の土層図には確認調査坑の土層図も併せて図示した。確認調査

時には海抜レベルに拠らず測図しているが、現地表面高と確認調査坑の最下部及び土層の連続性から判

断して合成している 。 各土層 には、確認調査坑の堆積土層には a ~ l 、本調査の堆積土層には 1 ~ 23 、

同一土層 には同番号を付し本報文に共通して使用する。

確認調査では a. d . f層上面を遺構面、 h層が中世地LIJとされていたが、本調査では次章で述べる

様に d層までは近現代の造成土であり、 e層二 5層上面が l面、 f層=6層上面が2面、 g層上面は測

図されている様な土層の歪みはなく 11層上面で調査3面。各遺構而の上面は平坦ではあるが、間層の堆

積土と共に北から南へ緩やかに傾斜する。 h. i 層(l5~18層)中には確認調査坑壁面からも中世遺物

が出土 し、 16層上面は調査では遺構面として捉えている 。 15 ~18層は上層各同層に比べ北に向って傾斜

が強く、砂質分を含む類似する土層が互層状に堆積し、出土した遺物点数は少ないものの摩耗した破片

が観られたことから、河川の氾濫等に因る自然、土層の再堆積層と思われる。各土層には共通して粒子乃

至拳大の土丹が含まれ、狭し、小谷戸の中で山肌を崩しながら土砂を移動し、湿地状の斜面地を克服する

様に平坦な遺構面を南北へと拡張しながら構成している。東西方向では調査区幅が狭く顕著には捉えが

たいが、若干東から西への傾斜が観られる。又、調査区北側下層の土層断面には地震の痕跡であろうか、

下層から上層へ縦方向の亀裂状に褐鉄の浸み込んだ、異質な土層が観察されている。

今回の調査地点は付近で発掘調査が行われていないことや、確認調査時に出土遺物が少ない等の問題

はあったが、海抜高の記入されていない土層図が基で表土掘削深度の判断に苦しんだ結果、近世以降の

造成土を人力で掘り上げる事から調査を開始せざるを得なかった。また、年に数十ヶ所行われる確認調

査の成果も報告されず、確認調査の際に立会い調査員が I人ではレベル原点からの海抜高測量もままな

らなし」今後の課題であろうか。
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1 . iII現代盛土C

2拳大土汁層。

3 大型土汁層。

4.B音黄褐色粘質土 土丹紋を含む。

5 土汁粒地業面上回が 11討。

6. B青褐色料l質土土丹粒炭化物粒褐鉄を含む。

7 黒褐色粘質土 土丹粒多量に含み、褐鉄を含浸する。

8. B音褐色粘質上 -1-)J 粒僅かに合む。

9 暗褐色粘貿土。

10陪褐色粘質二| 多量の炭化物合み、褐鉄の含浸する u

11褐鉄屑 上白が2而。

12. B音褐色粘質二十 上)J粒 ・褐欽部分的に合む。

13黒伺色粘質 | 土丹粒 ・尚j決粒 ・炭化物粒を僅かに含む。

14黒褐色粘仁 *Ij性強L、。

15暗黒灰色粘j 調査区北寄りでは砂質粘土(15' )。

16.11音青灰色粘上 粘性弱し、が堅くしまる。上而を 3面。

17日高黒褐色粘土 やや砂質で褐鉄を含む c

18.11音青灰色砂質粘土 砂粒はやや粗い。

19. Pit.lo 

20. Pit. 70 、

21. Pit.8o ¥¥ 

22日t.9 0 ¥-

23. Pit. 380 

51 

土層注記
a.近現代感土。

b 拳大土丹層。

c.II音茶褐色粘質土。

d 大小土丹層。

e 土丹地業面。

f .11音燭色粘質土 土丹粒 ・

炭化物校合むo

g 暗褐色粘質上 上雨に

鉄層。

h 黒褐色粘卜。

i .1情青灰色粘上。
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第3章遺構と遺物

確認調査の成果を基に、現地表下40cmの2層上面までを重機に依り掘り下げこの面上を精査したが、

遺構は皆無で近代以降の遺物が出土した。更に現地表下60cmの3層上面までを引き続き人力で掘り下げ

精査を試みたが、このレベルでも遺構は何ら発見されず近世以降の遺物が混在した。調査ではこの面を

l面としたが、調査区壁や掘り下げ士の観察から 1~ 3層は近現代造成に伴う版築士と判断し、本報文

から平面精査の様相や出土遺物については割愛する。結局、現地表下80cmの5層上面が中世 1面であり、

調査した遺構面は整理作業時に改めて 1~ 4面とした。遺構番号は遺物が出土している等報文中で触れ

たもののみを調査時の遺構名と番号をそのままに使用し、土層は図 3の堆積土層図中のNoを記した。尚、

挿図中ではピットはPの略号を用い、レベルは海抜高度を顕す。

1面

現地表下80cmの4層上面、海抜15.7m前後の暗褐色粘質土及びその上面に部分的に土丹地業された上

面を l面とした。土丹地業は南側 1/3が破砕土丹で強く版築され(5層)、中央付近は拳大の土丹が

混じりやや粗く微かに高まり、それより北はしまりは良いが粘質土に土丹粒が混じる程度(5 '層)で、

現況河川に向って微かに傾斜する。遺構はピット 4口と極く浅い土坑を一基発見したo C -2周辺から

は多くの遺物が出土している。出土遺物は、概ね 4層中の遺物を中世包含層、土丹地業面(5層上面)

検出時に出土したものを l面上、地業層中にめり込む様に発見されたものを I面直上、土丹層(5層・

5'層)のみを剥がした時に出土したものを l面構成土中として採り上げた。

出土遺物

1・2は中世遺物包含層 (4層)出土遺物。 Iは小型の糸切り底かわらけ。器壁が厚く、底径口径比

の差が小さい。胎土は桂色を呈する弱粉質土。 2は龍泉窯系青磁無文碗。内面に蓮弁文が施される。素

地は混入物を若干含む灰白色、柑調は不透明な灰緑色を呈する。

3・4はI面上より出土した小型糸切り底のかわらけ。 3はやや内奇し、胎士が肌色を呈する弱粉質

土。 4は器壁が聞きながら立ち上がり、胎土は糧色を呈する弱砂質土。

5 ~ 12は I 面遺構精査時に面直上より出土したかわらけ。出土状況は 6 ・ 10が表向き、その他は裏向

き。 5は小型の手担ね底。平底状で、器壁は聞きながら立ち上がる。胎土は淡糧色を呈する爽雑物を多

く含む弱砂質土。 6~9 は小型の糸切り底で、体部外面中位に稜があり屈曲するものや、器壁が聞きな

がら立ち上がるものが混じる。1O~12は大型の糸切り底で、器壁が直立気味に立ち上がるものや、口唇

がやや内奇するものが混じる。概ね肌色~淡桂色を呈する弱粉質土。 8は口唇部に煤が付着。なかには

表面が剥離してナデが不明瞭なものがある。

13は1面遺構ピット 3より出土した大型の手担ね底かわらけ。器高の高い平底状で、体部外面中位に

稜が残る。胎土は肌色を呈した弱粉質土。

14 ~23は 1 面構成土より出土したかわらけ。 14は大型の手担ね底で13 と同様の器形と胎土。 15 ・ 16は

小型の手担ね底。平底状で、器壁が聞きながら立ち上がるものや口唇が内奇するものが混じる。胎土は

肌色を呈する弱砂質土。 16は内面全体的に煤が付着。 17 ~ 一一一一一一~一一ー

おは小型の糸切り底。 17が内折れの他は、器壁が厚くて口、二てlーづl 可円7// 
径底径比の小さいものや、器壁が直立気味に立ち上がるも

のが混じる。胎土は概ね肌色~淡糧色を呈する弱粉質土。

o 5cm 
(lf3) 

20は口唇部を中心に内外面に煤が付着。 図4 中世包含層出土遺物
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2面

l面の土丹層除去後、海抜15.55m前後の暗褐色粘土面上 (6層)を 2面とした。断面図 a. bの中

間辺り及びピット 17より北側は、遺構面のしまりが弱く北に向って若干傾斜する。遺構はピァト 11口を

発見した。 1面の土丹構築の際に地均しでもして遺構面を削平したのか、妙に浅いピットが多し、。覆土

はピット 11~ 16がしまりの無い暗褐色粘質士、他は炭化物を多く含む暗褐色粘(質)土。ピット 17の底

面には柱痕らしき 15・内外の窪みがあり、ピット 10には礎板と柱が遺存している。礎板は 2枚敷かれ、

寸法は 8寸X3寸 5分で厚さ 1寸強と 8寸強X3寸 5分寸で厚さ l寸強。柱は 4寸 5分寸X4寸強で面

取りされ、長さ約14寸が遺存し、 l面の土丹層直下で折られたと考えられょうか。礎板上の柱の根元か

らかわらけ (図 5-40)が出土している。 1面の土丹地業の方向とピット 10内の柱の向きを参考に、断

面 a. bを図示しているが、ピット聞は等間隔とは言い難し、。遺構面の様相から断面図 aが敷地を限る

柵列、ピット 17・10と調査区外の南・東に延びる建物を想定する のは無理があろうか。出土遺物は、暗

褐色粘土面(6層)検出時に出土したものを 2面上、遺構面にめり込む様に出土したものを 2面直上、

下層への掘下げの際 (6~ 10層)に出土したものを 2面構成土と して採 り上げている。

出土遺物

24 ~ 33は 2 面上より出土したかわらけ。 24 ~27は小型の手担ね底。 平底状で、器壁が聞きながら立ち

上がるものや、体部外面中位に弱い稜を持つも のがある。25の胎土は淡控色を呈する粉質土だが、他は

肌色を呈する弱砂質土~弱粉質土。24は内外面に煤付着。 28は大型の手控ね底。平底状で、体部外面中

位に弱い稜をもっO 口唇部の調整がやや尖り気味である 。 胎土は糧色を呈する弱粉質土。 29 ~3 1 は小型、

33は大型の糸切り底。体部外面中位に稜をもち、やや内寄気味に立ちあがるものや、直立気味に立ち上

がるものが混じる。31が撞色を呈する砂質土の他は、肌色を呈する弱粉質土。いずれも内底面ナデ不明

瞭。

34 ~ 37は 2 面遺構精査時に面直仁より出土したかわらけ。 出土状況は、 34 ・ 36は表、 35 ・ 37は裏向き 。

34・35は大型の手担ね底。平底状で体部外面中位に稜を持つ。34は口唇部が面取され、外底部にはスノ

コ痕が残る。胎土はし、ずれも楼色を呈する弱粉質土。36は小型、 37は大型の糸切り底。36は口径底径比

の差が小さく、やや内奇気味に立ち上がる。胎土は淡桂色を呈する弱粉質土。37は器壁が厚く 、内底面

が広く直立気味に立ち上がる。胎土は肌色を呈する弱粉質土。

38 ~ 44は 2 面遺構内より出土したかわらけ。 38はピット 16 より出土した小型の手提ね底。 平底状で体

部外面中位に弱い稜を持つ。胎土は淡桂色を呈する焼成良好な弱砂質土。39はビット 11より出土した小

型の手提ね底。平底状で聞きながら立ち上がり、口唇部がやや内奇する。胎土は肌色を呈する弱砂質土。

40 ~ 43はピット 10より出土したかわらけ。 40 ・ 41は小型の糸切り底。 40は器壁が薄く、口径底径比の小

さい側面観箱型。胎土は肌色を呈する弱粉質土。41は器高が高く、器壁が厚くて丸味を帯びながら内奇

する。胎土は淡桂色を呈する弱粉質土。42・43は大型の糸切り底。体部外面中位に稜をもち、器壁はや

や内奇する。胎土は淡桂色を呈する弱粉質土。42は内底面に煤付着。44はビット 5より出土した大型の

糸切り底かわらけ。器形は42・43と同様。胎土は肌色を呈する弱砂質土。

45 ~ 48は 2 面構成土より出土した遺物。 45 ・ 46は小型、 47は大型の手控ね底かわらけ。 45 ・ 46は平底

気味で器壁が薄く 、体部外面中位に強い稜を持つ。45の口唇部は面取され、沈線を作るように段となす。

46の外底部にはスノコ痕が強く残る。47は器高の高い丸底状で、口唇部が面取りされている。いずれも

淡茶色~肌色を呈する弱粉質土。48は弥生時代後期もしくは古墳前期の土師器斐。全体的に刷毛日調整

を施し、口唇部のみ横ナデ調整。頚部はゆるやかな「く 」の字を呈している。
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3面

2面の暗褐色粘土の下層、海抜15.2m前後の全体に褐鉄分を含浸する黒褐色粘土(11層)上面を 3面

とした。遺構面が明瞭な範囲は上層 1. 2面より更に狭まり、上面が硬化しているのはC-2周辺より

南であり、その範囲は上層 1・ 2面とやや異なって調査区とほぼ同軸になる。 C-2周辺より北側では

遺構密度は希薄で、北に向つての傾斜が上層より若干きつくなる。遺構はピット50口以上を発見した。

柱や礎板が遺存しているものはない。各ピットの覆土の観察からは、土丹粒を含みしまりの無い暗褐色

土、褐鉄分を含む黒褐色土に ¥ 

大別される。重複関係では概

ね前者が新しく後者が古いこ

とから、同一面が少なくとも

2時期に利用されているのか

もしれない。硬化面の方向を

基に断面を 3ヶ所図示してい

るが、断面図 a. bが硬化面

範囲の外側に沿うことから柵 5
列を想定する他は、建物土止は

推定し得ていない。出土遺物

は、褐鉄面(11層)を検出す

る際に出土したものを 3面上、

B←ー

]

印

吋

三

hWI---

遺構面やピット底面を掘り過 2 
ぎた時に出土したものを 3面

構成土として採り上げた。

出土遺物

49・50は3面上より出土し

た小型手担ね底かわらけ。 495

は器高の高い丸底状で、体部

外面中位に強い稜を持つ。胎

土は桂色を呈する弱粉質土。

50は平底状で、底部中央が少

し上げ底になる。器壁は聞き

ながら立ち上がる。胎土は肌

色を呈する弱砂質土。

51・52は3面遺構内より出

土した小型の糸切り底かわら

け。いずれも器壁は聞きなが

ら立ち上がり、丸味のある口

C一一

ω 

亡l=a
唇を持つ。内底面のナデは不 戸三士アー--/l

明瞭。胎土叫色村闘を TtJEO 
呈した弱砂質士。

"9@ 

也 、

b 15.5M 
b' 

P35 P36 
P66 

15.5M 
C C 

五おお「弘子代J

てI21~ 下三

2m 
( 1!3) 

て三工:c:3:2
3面構成土

3面遺構 lOcm 

(1/3) 

図 7 3面の遺構と遺物
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53は3面構成土より出土した大型糸切り底かわらけ。器壁は厚く、丸味を帯びて内奇する。胎土は肌

色を呈する弱粉質土。内外面共に全体的に煤付着。

4面

3面終了時点で調査区南半が調

査前の協議で合意したレベルに達 入
した為、堆積土層は西壁沿いのト

レンチで観察することとし、平面 B 

調査は北半を道路面まで下げて下

層の遺構面の確認、と遺物を採集す

ることとした。 3面を構成する黒

褐色粘土 (11層)を遺物採り上げ

の為に掘り上げ、その後調査区前 。
面車道とほぼ同レベルの海抜14.7 G -まで掘り下げた。顕著な遺構面

とは言い難いが概ね16層上面を 4 la 

面とした。図 8に遺構の如く表し

た4ヶ所は、上層の掘り残しでは

ないことから、土層の窪みの可能
C 

性が高い。調査区北寄りには南北

に走る地割れ状の筋を数条発見し、

顕著なものを平面と土層断面に図 'a- I 1 ~ " / ¥一一-a

示したO 地割れ層 1. 2共に中世

地山と思われる16層を突抜けて吹
※士層番号は図3と同

き上がっているが、その上面及び

層中に遺物は発見できなかった。

より下層の状況は不明と言わざる

を得ないが、中世以前の遺物は殆
2 

2m 

ど出土していない。
(lf31 

図8 4面の遺構と遺物

第4章 調査成果
本調査では、時期不明ながら地割れの痕跡と中世の生活面を 3時期発見した。狭小な調査区故断片的

ではあるが、付近の調査例も併せ観て調査地付近の変遷と年代観に触れまとめとしたい。

調査深度の規制に因り無遺物自然堆積層は確認されなかったが、地割れの痕跡から中世以前に付近では

地面が激しく動き、土砂崩れであろうか、生活の痕跡が観られない粘(質)土が中世地山状に再堆積す

る。この頃の河川が在るとすれば現況河川より南とは考え難い。その後、地点 4や12の様に山肌を崩し

ながら空間を確保し広範囲な地業を行う程の大規模なものではないが、付近は名越ヶ谷遺跡内他の調査

地点と同様に13世紀代には河川に向つての傾斜地を克服しながら居住地として開発されていく。遺構か

ら観た調査地の状況は、地業の様相から北側に河川を控えた敷地の北側隅と考えられる。出土した中世

1
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遺物からも調査地の性格を物語る資料には乏しく 、青磁3点・常滑4点 ・木製品4点 ・滑石製品 1点の

他は、全体の96%がかわらけで供伴遺物も殆ど無い。かわらけの糸切 り底と手担ね底の割合は、若干手

担ねが多いもののほぼ半数である。各遺構面に依る年代差は殆どみられず、概ね手担ね底は平底状で、体

部外面中位の稜も弱く器壁は聞きながら立ち上がる。糸切り底の大型は器壁が直立気味に立ち上がり 、

小型は口径底径比の差が小さいものや、大型同様に器壁が直立気味に立ち上がるタ イプである。本調査

で出土した遺物から観た年代観は、概ね13世紀中葉~ 14世紀初頭と考えられる。周辺の調査地点で出土

している薄手丸深のかわらけが本遺跡地でみられないのは、宅地造成に伴い中世遺構面が削平されて失

われていると思われる。その際に道路も切り下げられ河川も現況流路に付け替えられたのであろう。 本

調査の成果から地点12で発見された中世河川に合流する流路は、現況よりも南ではない以上のことは推

定し難し」 中世期には支谷の水が低地に集って流下するという自然発生的な流路なのかもしれない。

出土遺物計測表

図版
i宣物

7宣構名 f歪 日Ij
計測情単位四 ( ) ~ l反冗11M

区16 27 2市上
土 器

(9.2) 1.8 No U fモ !t( i壬 時高 かわらけ 手
7.0 

図4 l 中世包含層
土 器

7.6 6.0 1.7 28 2面 k
土 器

12.8 11. 6 3.4 か わ ら け ・手: かわらけ 手

2 中世包含層
舶 載

29 2 面上
土器

(8.4) (6.0) 2.2 
青磁 ー 腕 かわらけ ・糸

図5 3 I 図 上
i: T.~ 

(9.0) (7.2) 1.6 30 2 向上
ーL ll~ (9.0) (6.4) 1.9 

かわらけ 糸 かわらけ・糸

4 I 面 仁
1: 6~ 

(7.6) (5.8) 1.7 31 2 1首i上
土 器

(9.0) 6.0 1.7 かわらけ・糸 かわらけー糸

5 I面直上
1 11~ 

8.5 7.3 2.0 32 2 出 t
土器

(10.6) (8.6) 1.8 か わ ら け 子 かわらけ ・糸

6 I面直ト
1. 6~ 

7.8 6.0 1.8 33 2 面 卜
t ~品

13.2 9.0 3.2 
か わ ら け 糸 かわらけー糸

7 1函直 卜
1:. 6~ 

(8.7) 6.5 2.1 34 2剛直上
1-. i1~ 

(11. 0) (9.2) 2.9 
か わ ら け 糸 かわらけ ・手

8 l面直上
1: :!~ 

9.5 6.6 2.0 35 2面直上
二仁 R~ 

12.6 10.8 3.1 
かわらけ・糸 かわらけ・ 手

9 l商i直上
土 器

(8.9) 5.9 2.1 36 2面 直上
土 器

8.4 6.6 1.6 
か わ ら け 糸 かわらけ ・糸

10 I而 l宜上
土 器

11. 8 8.8 3.1 37 2面南仁
土 器

13.0 9.8 3.7 
かわらけ ・糸 かわらけ ・手、

11 l面|宜上
土 器

(12.2) (8.2) 3.0 38 2面遺構
土 器

(9.0) (8.2) 1. 75 
かわらけ・糸 かわらけ ・手

12 1田直卜
土 器

(13.4) (9.2) 3.0 39 2 j商 l宣構
土 器

8.5 6.5 1.9 かわらけ ・糸 かわらけ・手

13 1面遺構
上 R1f

(10.7) (9.0) 3.5 40 2面遺構
土 器

9.9 7.3 2.0 
かわらけ・手 かわらけ・糸

14 1面憎成土
1. 6~ 

(13.4) (11. 8) 41 2面遺構
土 器

(10.4) (6.2) 2.7 
かわらけ 手 かわらけ ・糸

15 l而構成|
土 ¥ l ! i

(9.1) (7.2) 1.7 42 2耐遺構
土 器

(13.2) (9.2) 3.0 
か わ ら け 手 かわらけ ・糸

16 1 r両構成上
土 器

(8.4) (7.4) 1.3 43 2向遺構
←J: (，~ 

(13.6) (9.0) 3.2 
かわらけ 手 かわらけ・糸

17 1 r雨構成土
土 器

(7.5) (6.4) 1.3 44 2 f雨1宣構
土 器

(12.2) (8.8) 2.8 
かわらけ 糸 かわらけ ・糸

18 l面構成土
土 器

(10.8) (8.2) 1.6 45 2耐構成土
土 器

(8.8) (7.4) 1.8 
かわらけ 糸 かわらけ ・手

19 1面構成上
土 器

(10.0) (7.8) 1.6 46 2出構成七
上?~

8.6 6.8 1.8 
かわ らけ・糸 かわらけ 手

20 l耐構成十
土 器

(9.3) (7.6) 1.7 47 2面構成 i 土 器
(14.0) 

かわらけ 糸 かわらけ 手

21 I面構成土
土{fff

(8.5) 6.5 1.3 48 2面構成土
土 器

かわらけ 糸 土師 ll~ 斐

22 1 j函構成土
土 6d'

9.3 7.0 2.15 I長j7 49 3 面 I
土器

(8.0) (7.0) 2.5 
かわらけ 糸 かわらけ 糸

23 I面構成土
l 器

(9.8) (6.4) 3.0 50 3 而 t
lニ 器

(7.8) (5.6) 1.5 
か わ ら け 糸 かわらけ ・手

図6 24 2 岡上
1: i探

(7.8) (6.0) 1.7 51 3面遺構
士宮5

9.0 7.0 1.5 
か わ ら け 子 かわらけ 子

25 2 面 上
土 待

(9.8) (7.5) 1. 45 52 3函遺構
土 器

(9.4) (6.8) 1.7 
か わ ら け 千 かわらけ 糸

26 2 面 上
土 器

(8.4) (6.6) 1.5 53 3耐構成土
士 ll;

13.2 9.4 3.2 
か わ ら け 手 かわらけ 糸
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企 1面全景

企 1面土丹地業・かわらけ出土状況 (東から)
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図版2

企 2面全景(東から)

企 3面全景(東から)

企地割れ (東壁・部分)

企 2面 Pit.10(東から)

企 4面全景 (西から)

企地割れ(西壁・部分)
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